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茨城県は産業・経済の発展に伴う広域流通機構の整備と，県全域に

わたる調和のとれた発展を図るために，県内の交通体系の整備を進め

ております。県道茨城鹿島線の整備事業も，その目的に添って計画さ

れたものであります。

このたび，茨城県潮来土木事務所は，鹿嶋市宮中地区において，県

道茨城鹿島線の整備を計画いたしました。その予定地内には御園生遺

跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県潮来土木事務所と埋蔵文化財発

掘調査について委託契約を結び，平成13年5月から平成13年9月まで

鹿嶋市御園生遺跡において発掘調査を実施いたしましたところ，貴重

な遺構・遺物を検出することができました。

本書は御園生遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が学

術的な研究資料としてはもとより，郷土への理解を深める手だてとし

て，また，教育，文化の向上の一助として広く活用されますことを希

望いたします。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

潮来土木事務所から多大なる御協力を賜り草したことに対し，深く御

礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，鹿嶋市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝の

意を表します。

平成15年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 仁コ

1本書は，茨城県潮来土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成13年度に発掘調査を実施し
みそのういせき

た，茨城県鹿嶋市大字宮中860番地の3ほかに所在する御園生遺跡の発掘調査報告書である。

2　今回の調査範囲は，茨城県教育委員会発行の「茨城県遺跡地図」では，御園生遺跡と安崎遺跡にまたがっ

た範囲であるが，教育庁文化課と鹿嶋市の協議の結果，「補益違鼠として調査・報告することになった。

3　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調　査　平成13年5月1日～平成13年9月30日

整　理　平成14年6月1日～平成15年3月31日

4　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第1班長海老沢稔，首席調査員荒井保雄，

主任調査員成島一也が担当した。

5　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長瓦吹堅の指揮のもと，首席調査員荒井保雄，主任調

査員成島一也が担当した。第3章第3節3（1）～（5），4（1ト（4），5（1）～（5）及び第4節は荒井，

第1章～第3章第2節，第3節1（1ト（3），2（1ト（3），3（6）・（7）及び写真図版は成島が担当し

た。

6　本書の作成にあたり，土器焼成遺構の遺構と遺物の特徴について財団法人鹿嶋市文化スポーツ振興事業団

事務局次長の風間和秀氏に，緑粕・灰粕陶器の産地・年代鑑定については愛知県立陶磁資料館主任学芸員の

井上喜久男氏に御指導いただいた。

7　発掘調査及び整理に際し，御指導・御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝－4，640m，Y軸＝＋72，040mの交

点を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調

査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，

3…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに，大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C‥・j，西から東へ1，2，3・・・0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のよう

に呼称した。

2　抄録の北緯及び東経欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　遺構，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡rSI　　掘立柱建物跡－SB　　溝－SD　ピット群－PG

土器焼成遺構・土墳墓・小竪穴遺構・土坑・地下式墳・方形竪穴遺構－SK

土層　撹乱－K

4　遺構・遣物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・寒由・赤彩・漆 炉・貝殻・貼床・疑灰岩・繊維土器

竃・粘土・炭化材・柱痕・黒色処理・黒斑　岳頭油煙・煤

l←○→l摩擦痕　I←□→I敲打痕

●土器・拓本記録土器　　○土製品　　□石器・石製品　△金属製品　一一一一一一一硬化面

5　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

6　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は200分の1，各遺構の実測図は60分の1，80分の1，200分の1の縮尺にした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，その場合は個々に

縮尺をスケールで表示した。

7　「主軸」は，住居跡については炉・竃を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，その他については

長軸（径）を主軸とみなした。「主軸・長径方向」は，主軸・長径が座標北からみて，どの方向にどれだけ

振れているかを角度で表示した。（例N－100－E）

8　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）遺物の計測値の単位はcm・gである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（2）備考欄は，土器の現存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

（3）遺物番号については，すべて通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

9　遺構一覧表における計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，茨城県鹿嶋市宮中において，県道茨城鹿島線の整備を進めている。

平成12年11月17日，茨城県潮来土木事務所長から茨城県教育委員会教育長宛てに，県道茨城鹿島線建設工事

地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会があった。

これに対して茨城県教育委員会は，平成12年11月24日に現地踏査を行い，平成12年12月25日に試掘調査を実

施した。そして，平成13年1月17日，茨城県教育委員会教育長から茨城県潮来土木事務所長宛てに，事業地内

に御園生遺跡が所在する旨回答した。

平成13年2月1日，茨城県潮来土木事務所長から茨城県教育委員会教育長宛てに，文化財保護法第57条の3

に基づく土木工事等の通知が提出された。平成13年2月19日，茨城県教育委員会教育長から茨城県潮来土木事

務所長宛てに，工事により埋蔵文化財に影響が及ぶことから，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成13年3月13日，茨城県潮来土木事務所長から茨城県教育委員会教育長宛てに，事業地内における埋蔵文

化財（御園生遺跡）の取扱いについて協議書が提出された。

その結果，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査を実施することを決定し，平成13年

3月19日，茨城県教育委員会教育長から茨城県潮来土木事務所長宛てに，事業地内における御園生遺跡につい

て，発掘調査の範囲及び面積等について回答した。また，併せて調査機関として，財団法人茨城県教育財団を

紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県潮来土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成13年

5月1日から平成13年9月30日まで発掘調査を実施した。

第2節　調　査　経　過

御園生遺跡の調査は，平成13年5月1日から平成13年9月30日までの5か月間実施した。以下，調査の経過

について，その概要を表で記載する。

期　 間

項　 目
5　 月 6　 月 7　 月 8　 月 9　 月

調　 査　 準　 備

表　 土　 除　 去

遺　 構　 確　 認

遺　 構　 調　 査

！

、Hは、I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、※、CV

遺　 物　 洗　 浄

注　 記　 作　 業

写　 真　 整　 理
jv渠気喜よ葦一言滋養享圭や圭※※豆類㌫－衰誉喜圭主音喜美養蓑掟霜寺宝誉謙壷土亮諒点亮一．、

補　 足　 調　 査

及　 び
後　 片　 付　 け

ロ

－1－



第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

鹿嶋市は，茨城県の南東に位置し，東を太平洋，西を北浦，南を鰐川に接している。御園生遺跡は，茨城県

鹿嶋市大字宮中860番地の3ほかの，鹿嶋市南西部の鹿島台地から南西に延びる標高35～36mの舌状台地東部

に位置し，低地との比高は35mほどである。

遺跡周辺の地勢は，北は那珂川から南は常陸利根川まで延びている鹿島台地と呼ばれる標高40m前後の洪積

台地で，標高は南に移るほど低くなる。太平洋側は，ところどころに海食崖がみられ，その南には海岸砂丘が

発達している。また，北浦湖岸側や鰐川流域には，浸食によって形成された谷津が細長く樹枝状に台地部まで

入り込み，台地端部と低地の比高は深い。この鹿島台地は，地質的には約1万年以上前の第四紀洪積酎こ形成

され，下層から砂層・砂礫層・シル下層からなる成田層，常総粘土層，関東ローム層に分層される。また，遺

跡周辺の土地利用状況は，主として畑地・住宅地であり，遺跡の現況は畑地と荒地であった。

第2節　歴史的環境

御園生遺跡が所在する鹿島台地部には，利根川の支流によって解析された谷津が広がり，縄文時代の集落跡，

奈良・平安時代の官衛跡や集落跡など多くの遺跡が存在している。

当遺跡〈1〉は，昭和55年と平成8年から9年にかけて2回の発掘調査が行われている。昭和55年の調査は

個人住宅の建設に伴って行われたもので，縄文時代中期の竪穴住居跡7軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡3軒，

中世の土墳墓4基などが確認されている1）。また，平成8年度の調査は都市計画道路工事に伴うもので，縄文

時代後期の竪穴住居跡1軒，古墳時代中期から奈良・平安時代の竪穴住居跡20軒，掘立柱建物跡3棟，鍛冶工

房跡1基などが確認されている。特に，土師器の足高高台付皿・小皿，鉄製品などが多量に出土した土坑が4

基確認され，これらの遺物は祭祀の道具として使用されたと考えられている2）。今回の調査3）では，縄文時代

中期の竪穴住居跡，古墳時代後期から平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡，土器焼成遺構，土墳墓，中世の

地下式壕などが確認されており，これまでの調査との強い関連が窺われる。

また，当遺跡と隣接している妾蒔遠謀〈22〉4）は平成13年に調査が行われ，縄文時代の竪穴住居跡3軒と祭

祀遺構，奈良時代の竪穴住居跡4軒，平安時代の竪穴住居跡4軒などが確認され，再利用に供された子持勾玉

が出土している。

ここでは，遺跡周辺の縄文時代，奈良・平安時代，中世の主な遺跡について述べることにする。（表1，第

1図）
きただいいせき

主な縄文時代の遺跡は，前期後半の土墳墓と中期の竪穴住居跡が検出されている北台遺跡〈3〉5），早期か

ら中期の土器片と土製耳飾が出土している鋪道轟く4〉6），中期の竪穴住居跡と土坑が検出され，硬玉製の

大珠や安山岩製の「つまみ形石器」が出土した姦岳苗違蒜〈26〉7），旧石器時代の石器や縄文時代早・前期の
ふしみいせき

住居跡37軒が調査された伏見遺跡〈29〉8）がある。また，集石遺構が検出されて，早・中・後期の土器が出土

している制南遠謀〈30〉9），炉穴12基，集石遺構1基などが検出され，早期から後期の土器や被熱礫が多量
にしやづ　いせき

に出土している西谷A遺跡〈32〉10）などがある。特に，鍛冶台遺跡〈26〉は，当遺跡と同じように石錘や土器
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片錘が多く出土しており，縄文時代の漁労活動の一端が窺える遺跡である。

奈良・平安時代では，鹿島神宮を中心に多くの遺跡が存在している。特に，7世紀後半から8世紀初頭では，

鍛冶工房跡や製鉄炉などの製鉄に関連する遺跡が多いのが特徴である。暮槌蒜〈10〉では，7世紀後半の連

房式竪穴工房跡1軒，竪穴工房跡18軒，竪穴住居跡4軒，掘立柱建物跡5棟などが検出され11），鍛冶炉は掘り
かたおかいせき

くぼめた穴に砂質粘土をはる構造である。旧鹿島郡家や神宮の造営と同時期の遺跡である。片岡遺跡〈23〉で

は，連房式竪穴工房跡2軒，竪穴工房跡7軒，竪穴住居跡65軒，掘立柱建物跡数棟などが検出され，春内遺跡

と同様の構造の鍛冶炉と地床炉状の2種類が確認されている12）。
かのむかいいせき

旧鹿島郡衛跡である神野向遺跡〈24〉は，昭和60年に政庁城が確認され，昭和61年には一部が国の史跡に指

定され，多数の墨書土器や銅印「福」，円面硯，炭化米などが出土している。また，平成11年（1999）の調査で

は，遺跡2例日となる長屋状の連房式竪穴工房跡が検出されている13）。これら鍛冶工房の操業時期は，郡衛の

造営時期と一致し，そこで生産されたさまざまな製品は郡衛造営のために供給されたと考えられている。
びやくないいせき

また，比屋久内遺跡〈2〉は，9世紀後半から10世紀にかけての製鉄跡で，自然地形を利用して砂鉄の精錬
ねはたいせき

が行われ14），登り窯状で半地下式の製鉄炉が検出されている。また，根畑遺跡〈15〉では，竪穴住居跡39軒の
すみうちいせき

ほか，平安時代後期の小鍛冶と考えられる竪穴遺構が検出され，角内遺跡〈17〉では，銅棒や土師器製の相場

片，羽口が出土し，銅の鍛冶工房跡の存在が考えられている15）。さらに厨台遺跡群の躍遠蒜〈25〉や鍛冶台

遺跡〈26〉においても多量の鉄棒が出土し，鍛冶炉と考えられる地床炉が検出している16）。

中酎ここの地を統治していたのは鹿島氏である。鹿島氏は常陸大株氏の一族吉田清幹の子，鹿島三郎政幹に

始まる。治承4年（1180）の源頼朝の平氏追討を期に鹿島神宮の惣追補便に任命され，以降，鹿行三十三館の旗
かしまじょうあと

頭として勢力を振るい，400年にわたって鹿島地方を統治した。その居城が鹿島城跡〈12〉である。鹿島城跡

〈12〉はこれまでに8回の調査が行われており，本丸内の遺構や掘立柱建物跡，溝，土坑などが確認されてい

る17）。また，二の丸付近に位置する硫抽蒜〈13〉からは堀が確認されている。

その他の中世遺跡としては，厨台遺跡〈25〉で検出された大型竪穴状削平遺構がある18）。当遺跡で検出した

段切遺構と同じもので，斜面部を削平した後，人為的に作った平坦面に土墳墓と火葬施設が構築されている。

これらの遺構はまだ検出例は少ないが，今後の調査研究が期待される。

※文中の〈　〉内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。
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表1御園生遺跡周辺遺跡一覧表

番

。‾亨

遺　 跡　 名

時　　 代 番

。亨

遺　 跡　 名

時　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

世

近

世

1 御　 園　生　遺．跡 ○ ○ ○ ○ ○ 18 道 祖 神 前 遺 跡 ○

2 比 屋 久 内 遺 跡 ○ 19 鹿島神宮境内遺．跡 ．0

3 北　 台　 遺　 跡 ○ ○ 20 三　 明 袖　 澤 輝 ○

4 国　 神　 遺　 跡 ○ ○ 。 ○ ○ 21 萩　原　 内　遺　 跡 ○ ○

5 稲　荷　 台　遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 22 安　 崎　 遺　 跡 ○ ○ ○

6 鎗　 不　 入　遺　 跡 ○ ○ ○ 23 片　 岡　 r遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

7 内　 畑　 遺　 跡 ○ 24 神　 野　 向　遺　跡．○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 中　 山　 遺　 跡 ○ 25 厨　 台　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 鹿島神宮寺跡 I期 ○ 26 鍛 ．冶　台　 遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 春　 内　 遺　 跡 b ○ ○ 27 片　 野　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 新　 畑　 遺 ．跡 ○ ○＿ 28 円　龍　 台　遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 鹿　 島　 城　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 29・伏　 見　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

13 祝　 詞　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 30 ヰ　 町　附　遺　 跡 ○‾ ○

14 殿坪 ・国主遺跡 ○ ○ ○ 31 角　 内　 附　遺　跡 ○

15 根　 畑　 遺　 跡． ○ ○ ○ ○ 32 西　谷　 A　遺　跡 ○ ○

16 新　 町　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 33 東　 山　 遺　 跡 ○ 0

17 角　 内　 遺　 跡 ○ ○ ○ 34 高 尾 崎 B ．遺 跡 ○ ○
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

御園生遺跡は，縄文時代から中・近世までの複合遺跡である0調査前の現況は畑で，調査面積は4383・91m2

である。

今回の調査によって検出された遺構は，縄文時代の竪穴住居跡5軒，土坑20基，古墳時代の竪穴住居跡34軒，

土坑4基，不明遺構1基，奈良・平安時代の竪穴住居跡60軒，掘立柱建物跡7棟・土器焼成遺構2基，土墳墓

2基，小竪穴遺構6基，土坑31基，中・近世の段切遺構1基，地下式境1基，方形竪穴遺構3基，土坑2基・

溝3条，時期不明の土抗150基，ピット群1群，溝7条，不明遺構1基である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で163箱分が出土した。縄文時代では早期末から後期前葉まで

土器が出土しているが，中期後葉の加曽利E式土器がほとんどである。また，古墳時代後期から平安時代前期

までの土師器，須恵器のほか，緑粕陶器，灰粕陶器も出土している0その他には，土師質土器，陶器，磁器，

耳栓，土器円板，球状土錘，泥面子，楔形石器，削器，剥片，石鉄，磨製石斧・打製石斧，石錘，石製模造品・

砥石，青銅製柄杓，刀子，錆，鎌，鉄，門，釘，古銭などが出土している0

第2節　基　本　層　序

調査I区のD2b8区にテストピットを設定し，約2．4m掘り下げて基本土層の観察を行った（第3図）0なお，

ローム層の層序区分については，武蔵野台地での層序区分を参考に，ローマ数字で示す。

I層は極暗褐色の表土層であり，ローム小ブロック・ローム粒子を中量含んでいる。粘性と締まりはともに

弱く，層厚は10～14cmである。

Ⅱ層は，黒褐色の腐植土層で表土とローム層の間層である。

層厚は8～16cmであり，ローム粒子を少量，ローム小ブロッ

クを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

Ⅲ層はにぷい黄褐色のソフトローム層であり，粘性を帯び，

締まっている。層厚は6～16cmである。

Ⅳ層もにぷい黄褐色のソフトローム層であり，Ⅲ層よりも

粘性を帯び，締まっている。層厚は5～36cmである。

Ⅴ層は確認できなかった

Ⅵ層は黄褐色のハードローム層で，白色粒子を微量含んで

おり，粘性を帯び，締まっている。層厚は24～43cmであるが，

AT（姶良丹沢テフラ）は確認できなかった。

Ⅶ層はにぷい褐色のハードローム層で，赤色粒子・黒色粒

子を微量含んでおり，粘性を帯び，締まっている。この層は

第二黒色帯（BBⅡ）の最上層と考えられ，層厚は14～22cm

であり，約20，000～25，000年前に比定できる。
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Ⅷ層は層位が安定せず，確認できなかった。

Ⅸ－a層は暗褐色のハードローム層であり，赤色粒子を少量含んで粘性を帯び，強く締まっている。この層

は第二黒色帯の下層であり，層厚は19～38cmである。

Ⅸ－b層は層位が安定せず，確認できなかった。

Ⅸ－C層は暗褐色のハードローム層であり，黒色粒子を微量含んで粘性を帯び，強く締まっている。Ⅸ－a層

よりも色調がやや明るいことから，Ⅸ－C層とし，第二黒色帯の最下層であり，層厚は16～24cmである。この

層は約28，000年前に比定できる。

Ⅹ－a層は明褐色のハードローム層であり，白色粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。層厚は10～

28cmである。

Ⅹ－b層は明褐色のハードローム層で，粘性を帯びて，硬く締まっている。層厚は15～32cmである。

Ⅹ－C層は明褐色のハードローム層で，黒色粒子を少量含み，粘性を帯びて，Ⅹ－b層よりも硬く締まってい

る。層厚は8～22cmである。ここまでが立川ローム層（TL）に比定される。

刀層は黄褐色のハードローム層である。白色粒子・黒色粒子をともに微量含み，粘性を帯びて，締まってい

る。層厚は15～46cmである。この層以下が武蔵野ローム層（ML）に比定される。

Ⅱ層は黄褐色のハードローム層である。白色粒子を少量含み，強い粘性を帯びて，締まっている。層厚は12

cm以上である。

なお，遺構の多くは，Ⅲ層上面で確認され，Ⅲ層からⅨ－a層にかけて掘り込まれている。

第3節　遺構　と　遣物

1　縄文時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

調査の結果，縄文時代中期後葉の住居跡5軒が検出された。これら住居跡は，調査I区の北西部に集中して

いる。

以下，遺構と主な出土遺物について記述する。

第17号住居跡（第4・5図）

位置　調査I区の北西部Al j5区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北東部を第18号住居跡，北部を第46号土坑，南部を第50号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西部は調査区域外であるが，平面形は長径6．33m，短径2．75mの楕円形と推定される。主軸方向

はN－420－Eである。壁は外傾して立ち上がり，壁高は10～31cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬化している。

炉　北東部寄りに付設された，長径76cm，短径53cmの楕円形の地床炉で，床面を4cmほど掘りくぼめている。

炉床及び炉壁は火熱を受けているが，赤変していない。また，覆土中から34cmの炭化材が出土している。

ピット　7か所。Pl～P7は深さ14～72cmで，その規模と配置から柱穴と考えられる。P7は位置から出入

り口施設に伴う可能性がある。

色
色

説解班
褐
褐

2P　
1
　
2

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量

色
色

肺
褐

班
暗
褐

4
P
　
1
　
2

－　8　－

焼土粒子・炭化粒子微量，柱痕と考えられる

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量



P5土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量，柱痕と考えられる
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

覆土　単一層で，ローム粒子微量を含む褐色土である。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器深鉢片299点，土器片錘3点，石器2点（掻器2），軽石1点，礫1点が出土している。

第5図1～5・7・8は南部の覆土上層から出土している0

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から縄文時代中期後葉と考えられる0

第4図　第17号住居跡実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第5図）

‘・‾　　　　　　 ぐ d

0　　　　　　2m

ト　　；一一一二∃

番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

1～5，7，8 探　鉢

卜 2は隆帯と沈線による口辺部文様帯を有し，区画内にR L の単節縄

南部覆土上層

中期後葉　 （加曽利文が充填されている。3は沈線による懸垂文内にL Rの単節縄文を充填

している。4は口辺部に横位の沈線を周回し，それ以下にL R の単節縄 E Ⅱl式）1 ・2 ・

文を施文している。5は口辺部に平行沈線文を周回して半裁竹管文を充 4 ・5　　　　　 P L31

填し，地文は縦位の条線文を施す。7 ・8は胴部に条線文を施す。

ー　9　－



番 号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備 考

9 土器片錘 6．2 5．7 0．8 3 7．9 土製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　 土 中期後菓 （加曽利E Ⅲ式） P L 38

10 土器片錘 4．4 3．6 1．2 17．4 土製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　 土 中期後葉 （加曽利E Ⅲ式） P L38

1 1 土器片錘 2．7 2．6 0．7 （5．5） 土製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　 土 中期 後棄　　　　　　 P L38

番号 券種 長 さ 幅 厚 さ 重量 右質 特徴 出土位置 備考

12 掻器 5．9 3．9 0．9 2 5．8 黒色安 山岩 大形剥片 の周縁 を両面押庄剥離 覆　 土 P L37

13 掻器 3．0 2．2 0．5 3．16 チ ャー ト 両面押庄剥離 覆　 土 P L37

腔粗塗鰯陛増配鱒群墾増詐
‾ンこ．＿こ

轟融敏感毒褒観車軸

ftIl∵、－：∴I
C二二＞

第5図　第17号住居跡出土遺物実測図
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第25号住居跡（第6・7図）

位置　調査I区の北西部Blb9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

－10－



重複関係　南部を第26号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　北東部が調査区城外，西部は第26号住居跡と重複のため，確認できた規模は，長軸2・76m，短軸

0．99mで，平面形は不明である。壁は外傾して立ち上がり，壁高は48cmである。

床　ほぼ平坦である。

炉　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　3層に分層される。焼土粒子・炭化粒子を含み，

第1・2層が平衡的な堆積状況を示すことから人為堆

積と考えられる。

土居解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ロ
ーム中ブロック微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　　ローム少ブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片9点，石器1点（石鉄）

が出土している。第7図14は西部の覆土下層から出土

している。

所見　時期は，出土土器から縄文時代中期後葉と考え

られる。

第6図　第25号住居跡実測図

第7図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第7図）

く二二＞

10cm

14　し　＿　＿亡＿＿」

15

0　　　　　　　　3cm

！＋＋「＋i

番号 種別 器種 口径 器高 底径 文様の特徴 色調 胎土 焼成 出土位置 備考

14 縄文土器 深　 鉢 ［36．0］（18．1）
口辺部を隆帯と沈線で区画し，R L の単節

縄文を充填し，胴部には幅広の懸垂文。
橙 長石・石英 普　 通 西部覆土下層

5％　中期復業 （加曽利

E Ⅲ式）　　　 P L 32

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 石 質 特 徴 出 土 位 置 備 考

1 5 石 鍍 （4．3） 2．8 0．8 （6．8） 黒 色 安 山 岩 両 面押庄 剥離 ，基部 の決 りは浅 く，側 線 は直線的 覆　 土 先 端 部 欠 損　　 P L 37

第34号住居跡（第8・9図）

位置　調査I区の北西部Bld7区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　西部から南部を第35～37号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径7．00mの円形と推定される。壁は外傾して立ち上がり，壁高は6～14cmである。

－11－－－－



床　平坦で，中央部が硬化している。

炉　ほぼ中央部に付設されている。第36号住居跡に掘り込まれているため，長径116cm，短径80cmの楕円形で，

床面を皿状に21cmほど掘りくぼめた地床炉と推定される。炉床は火熱を受けて硬化している。

炉土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　灰　褐　色

ローム粒子少量，砂粒微量
焼土粒子中量，焼土大ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子・砂粒少量

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

焼土粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量

焼土桂子・ローム粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量

ピット　5か所。Pl～P4は深さ19～37cmであり，規模と配置から柱穴と考えられる。P5の性格は不明である。

Pl土層解説

1　にぷい褐色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

5　灰　褐　色

6　褐　　　色

ローム粒子・砂粒少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子少量
ローム中ブロック微量
ローム粒子中量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子微量

P2土居解説
1灰　褐　色
2　褐　　　色

P3土層解説

1灰　褐　色
2　褐　　　色

＿L34．6m　　＿　　F

～こ・丁 「宰〔〒r
2　　　　　　2

第8図　第34号住居跡実測図

ア
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ローム粒子少量
ローム粒子中量

ローム粒子少量
ローム小ブロック少量
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P4土層解説

1　灰　褐　色

2　褐　　　色

ローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

P5土層解説
1灰　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　灰　褐　色　　ローム小ブロック微量
3　褐　　色　　ローム粒子少量

覆土　3層に分層される。全体的に暗褐色を基調として，ロームブロック・ローム粒子を含み，締まりがある0

レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片113点，剥片1点，石器1点（石皿）が出土している0第9図17は北東部，18

は東部，20は南部の，いずれも覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から縄文時代中期後葉と考えられる0

エコ‾
第9図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第9図）

0　　　　　　　　　　　10cm

仁一　　；　　－」

番号 券種 文様の特徴 出土位置 備考

中期後葉（加曽利

E Ⅲ式）17　P L 32
16～19 深　鉢

16は口辺部近くで隆帯と沈線が文様帯を区画し，L R の単節縄文を充填
16・19は覆土，17 ・18は

北東部と東部の覆土下層
している。17はR Lの単節縄文を施文した懸垂文が見られる。18 ・19に

は条線文が施されている。

番号 券種 長さ 帽 厚さ 重量 石質 特徴 出土位置 l 備考

l凹石転用 P L39

20 石皿 （10．9） （10．4） 5．7 （948．0）安山岩 周囲に緑を有し，機能面は凹む，裏面に10穿孔 南部覆土下層

一13－



第42号住居跡（第10図）

位置　調査I区の北西部Ble9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　南東部付近を第44号住居跡に掘り込まれている。

第10図　第42号住居跡実測図

規模と形状　すでに床が除去された状

態であり，平面形は径5．60mほどの円

形と推定される。壁は確認できなか

ったが，埋聾や焼土塊，炭化材など

の遺物が出土している範囲で判断し

た。

床　ほぼ平坦で，埋嚢付近が硬化し，

理嚢の西側と南部の床面に炭化材が

確認され，焼失家屋の可能性がある。

炉　埋嚢を中心に焼土が広がる。嚢

は非常にもろく，土器埋設炉として

機能していたと考えられる。

ピット　確認されていない。

覆土　確認されていない。

遺物出土状況　縄文土器探鉢片17点

が，埋襲付近から出土している。土

器のほとんどが細片でもろく，図示

することができない。

所見　時期は，出土土器から縄文時

代中期後葉と考えられる。

第59A号住居跡（第11～15図）

位置　調査I区の北西部B2jl区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　南東部を第59B・60・61号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径4．00mの円形で，壁は外傾して立ち上がり，壁高は30～35cmである。

床　平坦で，北東部から南西部にかけて硬化している。

炉　中央部に付設されている。長径87cm，短径60cmのほぼ楕円形で，床面を34cmほど掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床および炉壁は，火熱を受けて硬化している。

炉土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子多量，焼土小ブロック・ローム小ブロック中量　3　暗赤褐色　　ローム中ブロック・焼土小ブロック中量
2　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック少量　　　4　暗赤褐色　　ローム大ブロック・焼土中ブロック多量

ピット　2か所。Pl・P2は深さ22・29cmであり，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土　6層に分層される。全体的に黒褐色を基調としており，粘性が弱い。第1～4層に多量の遺物が投棄さ

れていることから，人為堆積であり，5・6層はレンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と考えられる。

－14－



土層解説
1黒　褐　色　　ローム中ブロック多量，炭化物少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック・貝殻多量，貝殻の投棄層
3　黒　褐　色　　ロームブロック多量，炭化物中量

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ローム中ブロック多量，炭化物少量

ローム中ブロック中量，炭化物少量
ローム小ブロック多量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片1678点，土製品31点（土器片錘19，土器円板11，不明土製品1），石器24点

（掻器1，石鍍4，石鉄未製品1，石匙1，錐1，磨製石斧1，石錘5，剥片10），軽石3点，礫12点，多量の

貝殻が出土している。これらの遺物は，炉を中心に北部から東部にかけて集中して出土している。第12図21は

炉の北側の覆土中層，28は西部の覆土中層，30は南西部の覆土下層，第13図32は東部の覆土下層，33は炉内，

35は炉北側の覆土下層，43・第14図70・第15図73は炉南側の覆土下層，第13図50は西部の覆土中層，第14図59

は西部の覆土下層，64・65は東部の覆土下層からそれぞれ出土している。貝殻は総量63・176kgで，キサゴ

（25．3％），ハマグリ（12．0％），ヒメシラトリ（8．2％），オキシジミ（6．0％），アサリ（5．2％），シオフキ

（4．0％），アカニシ（1．8％），マテガイ（1．2％），サルボウ・ホソコオロギ（ともに0．5％），ツメタガイ（0・3％），

破砕して不明なもの（35．0％）に分けられる。

所見　本跡は，炉の北側に多量の貝殻が投棄され，地点貝塚を形成しており，住居跡廃絶後に遺物の投棄場所

として利用されたと考えられる。多量の土器片錘が出土していることから，南北の台地を挟んだ谷津で，綱を

使用した漁労を中心に行っていたと考えられる。また，貝殻を投棄した住居跡については不明である。時期は，

出土土器及び遺構の形態から縄文時代中期後葉と考えられる。

第11図　第59A号住居跡実測図
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第12図　第59A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第13図　第59A号住居跡出土遺物実測図（2）
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第15図　第59A号住居跡出土遺物実測図（4）

第59A号住居跡出土遺物観察表（第12～15図）

73

′：二＿

良ゝ”
0　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一十一一　　　」

番号 種別 器種口径器高底径 文様の特徴 色調 胎土 焼成 出土位置 備考

21 縄文土器探鉢［弘0］（30．0）
隆帯と沈線による退化した口辺部文様苗を有し，

胴部は懸垂区画文，RLの単節縄文を施文
橙・雲母・長石・石英 普通炉北側覆土中層

10％　中期後葉（加曽利

EⅢ式）　　　 PL詔

22 縄文土器探鉢 － （11．3）6．5 胴上部に沈線文 にぷい橙雲母・長石・石英・赤色粒子普通 覆土上層 5％欄復業伽曽利EⅢ却

23 縄文土器深鉢 － （12．4）6．0 懸垂区画内にRLの単節縄文を充填 橙 雲母・長石・石英 普通 覆土上層 5％欄後葉伽曽利EⅢ式）

24 縄文土器深鉢 － （8．8）6．1 懸垂区画内にLRの単節縄文を充填 にぷい橙雲母・石英・赤色粒子 普通 覆　土 5％欄後菓伽曽利E皿却

番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

25～35 探　鉢

25は口縁部に把手・隆帯を貼り付け，地文はLRの単節縄文を施す。26は微隆帯25～27・34は覆土

中期後菓（加曽利E

区画内にRLの単節縄文を充填。27は口辺部に横位の沈線を周回し，縦位の沈線 上層，28は西部覆

区画文を配している。全体にRLの単節縄文を施文。28・29もRLの単節縄文を土中層，29・31は

施文し，隆帯や沈線で文様帯を区画。30はRLの単節縄文。31は条線文。32・33は 覆土，30・32・35 Ⅲ式）32～34

隆帯と沈線による渦文状の文様帯を区画し，LRの単節縄文を充填。34は胴上部 は南西部・東部・ PL31，32

にRLの単節縄文を，下部に条線文を施す。35は隆帯区画内にRLの単節縄文を炉北側の覆土下層，

充填。 33は炉内

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

36 土器片錘 6．6 6．7 0．8 （36．1）土　製 口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　土 一部欠損　中期復業PL38

37 土器円板 4．7 4．6 1．1 30．0 土　製胴部片，一部研磨 覆土上層 中期後菓　　　 PL39

38 土器片錘 6．9 3．8 1．3 48．4 土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 中期後葉　　　 PL38

39 土器片錘 4．7 3．3 1．3 （29．2）土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 一部欠損　中期復業PL38

40 土器片錘 4．5 2．8 1．1 20．4 土　製 口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　土 中期後葉　　　 PL38

41 土器片錘 （3．9） 3．2 0．7 （13．2）土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 一部欠損　中期後葉PL38

42 土器片錘 2．8 2．4 0．9 7．9 土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 中期後葉　　　 PL38

43 土器片錘 4．5 3．2 0．8 16．6 土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 炉南側覆土下層中期後葉　　　 PL38

44 土器片多重 4．5 2．6 1．2 18．1 土　製 口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　土 中期後菓　　　 PL38

45 土器片鍾 （4．9） 3．3 1．4 （25．1）土　製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　土 中期後棄　　　 PL38
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軍号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

46 土器片錘 3．3 3．5 0．8 （10．8） 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨 による刻み 覆土上層 中期 後菓　　　 P L 3 8

4 7 土器片錘 4．2 2．9 1．2 1 5．8 ．土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨 による刻み 覆　 土 中期後菓　　　 P L 3 8

4 8 土器片錘 3．5 2．9 1．0 1 1．8 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻＿み 覆　 土 中期後葉　　　 P L 3 8

4 9 土器円板 2．8 3．7 0．8 9．0 土　 製 胴部片 ，各辺部研 磨 覆　 土 中期後菓　　　 P L 3 9

50 土器片錘 4．0 2．6 1．3 （15．4） 土 ＿製 口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み ．西部覆土 中層 中期後菓　　　 P L 3 8

5 1 土器片錘 3．4 3．8 0．9 （14．4） 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　 土 一部欠損　 中期後菓　 P L 38

5 2 土器片錘 5．9 3．3 0．7 19．0 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨．による刻み 覆土上層 中期後菓　　　 P L 3 8

5 3 土器片錘 6．3 5．0 1．1 （37．5） 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 一部欠損　 中期後葉　 P L38

5 4 土器片錘 4．7 3．5 0．8 15．5 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆土上層 中期後菓　　　 P L 38

5 5 ・土 器片錘 4．3 2．9 0．6 （9．1） 土　 製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み 覆　 土 一部欠損　 中期後葉　 P L38

5 6 土器 円板 3．2 3．5 1．0 15．9 土　 製 胴部片，各辺郡研磨 産　 土 中期後菓　　　 P L 39

5 7 土器 円板 2：5 2．9 0．8 7．2 土　 製 胴部片，各辺部研磨 覆　 土 中期後菓　　　 P L 39

5 8 土器 円板 4．4 4．3 1．0 2 2．3 土　 製 胴部片，各辺部研磨 覆　 土 中期後葉　　　 P L 39

由 土器 円板 3．2 3．1 0．9 8．5 土　 製 胴部片，各辺部研磨 西部覆土下層 中期後菓　　　 P L 3 9

60 土器 円板 5．5 5．8 1．0 4 4．0 土　 製 各辺部研磨，凹部表 1 か所 ，裏 1 か所 ・‾覆土上層 未製品 ・中期後菓　 P L 39

6 1 土器 円板 3．4 3．4 1．0 （14．9） 土　 製 各辺部研磨，凹部表 1 か所 ，裏 1 か所 覆　 土 一部欠損 未製品　中期後葉 PL39

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

62 石鉄 （2．5） 2．2 0．4 （ 2．1）黒色安山岩 両面押庄剥離，基部の決 りは深 く，側線は曲線 覆　 土 先端部 欠損　　 P L 37

63 石鉄 2．5 2．8 0．3 1．0 黒色安山岩 両面押圧剥離，基部の挟りは深 く，側線は直線 覆　 土 P L 37

64 掻器 （3．6） 2．4 0．5 （ 3．5）黒色安山岩 両面押 圧剥離，側線 は左右 同方 向の曲線 東部 覆土下層 一部欠損　　　 P L 3 7

65 ．石鉄 　4．6 2．9 0．8 9．5 黒色安山岩 両面押圧剥離，基部の挟りは浅く，側線は曲線 東部 覆土下層 P L 3 7

66 石鉄 （1．9） 2．2 0．5 （ 2．0）黒色安山岩 両面押圧剥離，基部の決りはほとんどなく，側線は曲線 覆　 土 先端部欠損　　 P L 3 7

67 石鉄 ‾ 2．4 i．5 0．6 2．6 黒色安山岩 両面押 庄剥 離，側線は 曲線 覆　 土 未製 品　　　 ．P L 3 7

6 8 石匙 1．9 2．9 0．7 3．4 黒色安山岩 両面押 庄剥離 ，縦形 覆　 土 P L 3 7

6 9 錐 1．6 2．0 ‘0．3 0．9 チャート 両面押圧剥離，基部の決 りは深 く，側線は曲線 覆　 土 P L 3 7

7 0 磨製石斧 9．0 4．5 2．7 1 52．8 砂　 岩 扁平礫利用 ，片刃 炉 南側覆土下層 P L 3 7

7 1 石錘 8．1 6．1 2．9 1 92．6 砂　 岩 長軸方 向上下 に調 整， 自然石使用 表　 採 P L 3 7

7 2 石錘 （7．0） 6．1 3．0 （14 7．1） 凝灰岩 長軸方 向上下 に調 整， 自然石使 用 覆土上層 一部欠損

73 石錘 9．9 5．2 1．6 13 0．6 砂　 岩 長軸方 向上下 に調整 ， 自然石使 用 炉南側 覆土下層 P L 3 7

74 石錘 （6．9） 4．7 1．6 （79．7） ・砂　 岩 長軸方 向下 に調整 ，自然 石使用 覆土上層 上部欠損

75 石錘 （4．3） 6．1 1．2 （49．4） 砂　 岩 長軸方向下と短軸方向左右に調整，自然石使用 覆　 土 上半部欠損

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 貝種 特徴 出土位置 備考

77 貝刃 6．0 7．8 1．9 26．7 ハマグリ 腹縁部に押庄調整 住居跡内地点貝塚 P L 39

（2）土坑

検出した土坑は，調査I区19基，調査Ⅱ区1基の合計20基で，そのほとんどが調査I区の北西部に位置して

いる。時期は，縄文時代中期後葉に属するものが19基，時期不明が1基であり，住居跡の時期と一致している。

以下，遺構と主な出土遺物について記述する。

第25号土坑（第16図）

位置　調査Ⅱ区の南部E4f2区に位置し，舌状台地の縁辺部斜面に立地している。

規模と形状　平面形は長径0．93m，短径0．80mの楕円形で，深さ22cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに立
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ち上がる。長径方向はN－33。－Eである。

覆土　3層に分層される。全体的に褐色土を基調とし，よく締まっている。また，ブロック状の堆積状況を示

し，ローム粒子を多量に含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量　　　　　3　褐
2　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームノトブロック少量

色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片5点が出土している。第16図76は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉と考えられる。

⑥　七slm

∴、
旦32．8m

lm
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第16図　第25号土坑・出土遺物実測図

第25号土坑出土遺物観察表（第16図）

番 号 器 種 文 様 の特 徴 出 土位 置 備 考

76 深　 鉢
ロ緑 部 に平 行 沈 線 文 を巡 ら し， 半 裁 竹 管 に よ る刺 突 文 を 施 し， 口辺 部 に は縦 位 の 条線 文 を

覆　 土
中 期 中 葉 （加 曽 利 E

施 して い る 。 Ⅱ式 ）　　　 P L 3 2

第49号土坑（第17図）

位置　調査I区の北西部Ali6区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している0

重複関係　南西部を第18号住居跡に，北東部を第19号住居跡にそれぞれ掘り込まれている0

規模と形状　平面形は長径0．92m，短径0．78mの楕円形で，深さは87cmである。底面は平坦で，壁は垂直に立

ち上がり，長径方向はN－900　である。

覆土　単一層で，全体的に暗褐色土を基調とし，ローム粒子を多く含んでいる。底面から50～65cmの覆土中に

貝殻が投棄されていることから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　投棄された貝殻が覆土中層から出土して

いる。貝殻は総量474gで，オキシジミが81・8％を占め，そ

の他シオフキが10．0％，ハマグリが5．5％，サルボウが

2．7％に分けられる。

所見　土坑内に投棄された貝塚で，土坑が廃棄された後，

やや時間が経てから廃棄土坑として利用されたものであ

る。時期については，土器が出土していないことから不

明であるが，古墳時代の住居跡に掘り込まれていること

から，縄文時代中期の可能性が高い。

一21－

第17図　第49号土坑実測図
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第52号土坑（第18・19図）

位置　調査I区の北西部Bl f9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　東部を第44号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．80m，短径2．45mの不定形で，深さは60cmである。底部は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－600－Eである。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ53～85cmで，性格は不明である。

Pl土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

色
色

説解頭
褐
褐

4P　
1
　
2

ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
ロームブロック少量

覆土　2層に分層される。ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。第3～9層はP3の

覆土である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ロームブロック微量
ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粘土中
ブロック微量
ローム中ブロック中量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

7　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量
8　極暗褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量
9　黒　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片72点，石器2点（剥片1，石錘1）が出土している。第19図79・80は南部の覆

土下層から出土している。

所見　時期は，出土遺物と形態から縄文時代中期後葉と考えられる。

二三二一＿露
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第19図　第52号土坑出土遺物実測図

第52号土坑出土遺物観察表（第19図）

．・∴甘心ふや

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号器種 文様の特徴 出土位置 備考

78、83，

85
深　鉢

78は隆帯と沈線による口辺部文様帯と胴部の懸垂文を有し，区画内

はRLの単節縄文を施文。79は微隆帯による口辺部無文帯を有し，

下部にはLRの単節縄文を施文。80はLRの単節縄文を地文とし，

口緑部に沈線を周回させる。81も同様である。82は口辺部に平行沈
78・81～83・85は覆土

79・80は南部覆土下層

中期後菓（加曽利E

Ⅲ式）78，79，82
線を巡らし，半裁竹管による刺突文を施し，下部には条線文を施文。

83・85は懸垂文句画を有し，83はRLの単節縄文を充填し，85は条

線文を地文としている。

PL32

番号券種長さ幅厚さ重量石質 特徴 出土位置 備考

1057 石錘6．8 5．1 1．8 83．6凝灰質礫岩長軸方向上下に調整，自然石使用 覆　土 PL37

第60号土坑（第20図）

位置　調査I区の北西部Bla8区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第22A・22C・23号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径2．50mの円形で，深さは92cmである。壁は垂直に立ち上がり，底面は平坦で，北壁の

一部を除いて壁溝が周回する。

覆土　7層に分層される。全体的に褐色土を基調としている。ブロック状の堆積状況を示し，ロームブロック

や焼土粒子，炭化物・粒子を含んだ人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ロームブロック中量，焼土小ブロック微量　　　　5　褐　　色　ローム小ブロック中量，炭化物少量
2　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　6　褐　　色　ローム中ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　7　褐　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子微量

4　褐　　色　　ローム大ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片45点，土器片錘1点が出土している。第20図86は南部の上層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。
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第20図　第60号土坑・出土遺物実測図

第60号土坑出土遺物観察表（第20図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

86～89 探　鉢

86は隆帯と沈線による口辺部文様帯を有し，87は口辺部に沈線を周
86は南部覆土上層，87～89

は覆土

中期後葉（加曽利E

回させている。88・89は胴部片で，LR・RLの単節縄文が施文さ Ⅲ式）86，87は

れている。 PL32

番号 器種 長さ 幅 厚さ重量 材質 特徴 出土位置 備考

90 土器片錘4．1 2．6 0．7 11．9 土製 口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み覆　土中期後葉　PL38

第62号土坑（第21園）

位置　調査I区の北西部Ble8区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　覆土上部を第39・40号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径0．70mの円形で，深さは13cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層に分層される。ブロック状の堆積状況を示し，土器片が覆土下層に一括して投棄されていることか

ら，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　　ローム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片11点が出土している。第21図91は南部の覆土下層に一括して出土している。

所見　時期は，出土遺物及び遺構の形態から，縄文時代中期後葉と考えられる。
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第21図　第62号土坑・出土遺物実測図

第62号土坑出土遺物観察表（第21図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 文 様 の特 徴 色 調 胎 土 焼 成 出 土 位 置 備 考

9 1 縄 文 土 器 深　 鉢 ［28 ．7 ］ （18 ．7 ）

ロ縁部は隆帯と沈線で区画 した中に円形刺突文

を充填 し，胴部 は隆帯による懸垂文状の区画が

なされ，隆帯に沿 って沈線文が施文されている。

橙
雲母 ・長石 ・

石英 ・赤色粒子
普 通 南部覆土下層

15％　 中期後葉

（加 曽利 E Ⅲ式）

P L 3 2

第64A号土坑（第22図）

位置　調査I区の北西部Blh9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　東部を第47号住居跡，西部を第64B号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．35mの円形と推定され，深さは32cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上が

る。

0　　1m

L‥…：＿＿」

第22図　第64A・64B号土坑，出土遣物実測図
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覆土　3層に分層される。ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片9点が出土している。第22図96・97は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第64A号土坑出土遺物観察表（第22図）

番号 券種 文様の特徴 出土位置 備考

96 ・97 探　 鉢 96 ・97は胴部片で，沈線による区画文を有 している。 覆　 土 中期後葉 （加曽利 E Ⅲ式）

第64B号土坑（第22図）

位置　調査I区の北西部Blh9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第64A号土坑の西部を掘り込み，さらに第57号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径1．28m，短径0．96mの楕円形と推定され，深さは46cmである。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がり，長径方向はN－360－Eである。

覆土　3層に分層される。ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片24点，土器片錘1点が出土している。第22図92・94は東部の覆土中層，93は東

部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第64B号土坑出土遺物観察表（第22図）

番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

92 ～94 深　 鉢

92 ・93 は沈線によって文様帯が区画されたもので，いずれもR L の

単節縄文が充填されている。94は R L の単節縄文が方向を変えて施

されている。

92 ・94 は東部覆土中層，93

は東部覆土下層

中期後菓 （加曽利 E

Ⅲ．式）

番号 券種 長さ 幅 ・厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

95 土器片錘 4．8 3ユ 1．1 （21．3） 土製 胴部片，両端部研磨による刻み 覆．土 一部欠損　 P L 38

第68号土坑（第23・24図）

位置　調査I区の北西部Blb8区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　西部を第28号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は径1．30mの円形と推定され，深さは35cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層に分層される。全体的に褐色土を基調とし，レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。

土層解説

1　褐

2　褐

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
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第23図　第68～73号土坑実測図

E

遺物出土状況　縄文土器深鉢片5点

が出土している。第24図98・99は東

部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文

時代中期後葉と考えられる。

第68号土坑出土遺物観察表（第24図）

「lここ亡二‾‾’．

ー＼・ゝ一ノ「
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0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第24図　第68号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　5cm
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番号 券種 文様の特徴 出土位置 備考

98 ・99 探　 鉢
98は微隆帯による文様帯がみられ，R L の単節縄文を充填 している。99は 東部覆土 中期後葉
R L の単節縄文が施文されている。

第69号土坑（第23・25図）

位置　調査I区の北西部Blb9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は長径1．67m，短径1．51mの楕円形で，深さは33cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－59。－Eである。

覆土　3層に分層される。褐色土を基調とし，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子微量　3　褐

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

－27－

色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒
子・炭化粒子微量



遺物出土状況　縄文土器探鉢片21点，土器片錘1点が出土している。第25図100～102はいずれも東部の覆土中

から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第25図　第69号土坑出土遣物実測図

第69号土坑出土遺物観察表（第25図）

0　　　　　　5cm
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番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

100・
深　鉢

100はRLの単節縄文が施文され，101は条線文が円弧状に施文されてい
東部覆土 中期復業

101 る。

番号 券種 長さ幅 厚さ重量材質 特徴 出土位置 備考

102 土器片錘6．4 3．7 1．0 36．4 土製 胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み東部覆土中期後菓　PL38

第70号土坑（第23・26図）

位置　調査I区の北西部BI c9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は径1．10mの円形で，深さは20cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層に分層される。暗褐色土を基調とし，レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　3　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片16点，土器片錘1点が出土している。第26図103～105はいずれも覆土中から出

土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第26回　第70号土坑出土遺物実測図

第70号土坑出土遺物観察表（第26図）

凱5 0　　　　　　5cm
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番号器種 文様の特徴 出土位置 備考

103・
採　鉢

103は口辺部に沈線を周回させ，それ以下にRLの単節縄文を施文している。
覆　土中期後菓

104 104は懸垂文区画内にRLの単節縄文が充填されている。

番号器種長さ幅厚さ重量材質 特徴 出土位置備考

105土器片錘5．12．51．424．6土製口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み覆　土中期　　　PL38
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第71号土坑（第23・27図）

位置　調査I区の北西部Blb9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は長径0．88m，短径0．68mの楕円形で，深さは18cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに

立ち上がり，長径方向はN－340－Eである。

覆土　4層に分層される。レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積である。

土暦解説

芸霊褐富　呂：霊芸呈。＿ム小プ。ツク微量　　溌　富　呂：豊富芸，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片8点，土器片錘2点が出土している。第27図106～108はいずれも西部の覆土中

から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第27図　第71号土坑出土遺物実測図

第71号土坑出土遣物観察表（第27図）

0　　　　　　5cm

i l　！

番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

106 深鉢 RLの単節縄文が施文されている。 西部覆土中期

番号器種長さ幅厚さ重量材質 特徴 出土位置備考

107土器片錘4．8 3．5 1．3 25．7土製口辺部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み西部覆土中期後菓

108土器片錘3．8 3．6 0．9 16．8土製胴部片，各辺部研磨，両端部研磨による刻み西部覆土中期後菓

第72号土坑（第23・28図）

位置　調査I区の北西部BIco区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は長径1．17m，短径0．75mの不定形で，深さは35cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－370－Wである。

覆土　3層に分層される。褐色土を基調とし，ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる0

土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量　3　褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
2　褐　　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片23点が出土している。第28図109～111はいずれも覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後某と考えられる。

∴
第28図　第72号土坑出土遺物実測図
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第72号土坑出土遺物観察表（第28図）

番号 器種 文様 の特 徴 出土位置 備考

109～111 探　 鉢
いずれ も沈線 によって文様帯 を区画 し， R L の単 節縄文 を施文 している。110

覆　 土 中期後業と111は同一個体で ある。

第73号土坑（第23・29図）

位置　調査I区の北西部BIco区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は長径1．20m，短径1．00mの楕円形と推定され，深さは43cmである。底面は平坦で，壁は

垂直に立ち上がり，長径方向はN－520－Eである。

覆土　3層に分層される。褐色土を基調とし，平衡的な堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

i　；l

第29図　第73号土坑出土遺物実測図

第73号土坑出土遺物観察表（第29図）

土居解説

1褐　　　色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片20点，土器片錘1点が出

土している。第29図112・113は東部の覆土中から出土し

ている。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えら

れる。

番 号 器 種 文様 の 特 徴 出土 位 置 備 考

112 探　 鉢 隆 帯 と沈 線 に よっ て 文様 帯 を 区画 し， R L の 単 節 縄 文 を充 填 して い る 。 東 部 覆 土 中期 後 葉

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特 徴 出 土 位 置 備 考

1 1 3 土 器 片 錘 5 ．8 5 ．1 1 ．0 4 1．2 土 製 胴 部 片 ， 各 辺 部 研 磨 ， 両 端 部 研 磨 に よ る 刻 み 東 部 覆 土 中期 （加 曽 利 E 式 ） P L 3 8

第77号土坑（第30図）

位置　調査I区の北西部BldO区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は径1．09mの円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上がる。

覆土　3層に分層される。褐色土を基調とし，ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・　2　褐
炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐
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第30図　第77号土坑・出土遣物実測図
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色　　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　　ローム粒子中島　ローム中ブロック・炭化粒子微量



遺物出土状況　縄文土器深鉢片11点が出土している。第30図114は中央部の覆土中層から出土している○

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第77号土坑出土遺物観察表（第30図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 特徴 色調 胎 土 焼成 出土位 置 備考

114－ 縄文 土器 深鉢 － （9．2） 5．0 沈線による懸垂文区画内にL R の単節縄文を充填している。明赤褐 雲母長石石英赤蟻子普通 中央部覆土中層 10％　中期後葉

第81号土坑（第31図）

位置　調査I区の北西部BIc5区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　南西部を第32号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径1．98m，短径1．43mの楕円形で，深さは16cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－620－Wである。

ピット　2か所。Pl・P2は深さ69・72cmで，性格は不明である。

覆土　2層に分層される。褐色土を基調として，Pl・P2ともに埋め戻されていることから人為堆積である。

第3～5層はPl，第6・7層はP2の覆土である。

土層解説
1褐　　色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物出土状況　遺物は出土していないが，重複している第32号住居跡からは縄文土器片が7点出土している。

所見　時期は，遺構の形態から縄文時代中期後葉と考えられる。

第31図　第81号土坑実測図
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第86号土坑（第32図）

位置　調査I区の北西部B2gl区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第48・49号住居跡と第51号土坑に北部から東部を掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．26m，短径2．04mの楕円形で，深さは72cmである。底面は平坦で，北壁部分を除

き垂直に立ち上がり，長径方向はN－270－Wである。

ピット　3か所。Pl～P3は深さ65～95cmで，性格は不明である。

Pl土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

2　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

－31－

4　褐　　　色

5　極暗褐色
ローム小ブロック少量
ローム粒子中量
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第32図　第86号土坑・出土遺物実測図
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覆土11層に分層される。ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。第12・13層はP2の

覆土である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　8　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　9　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量10　暗　褐　色　ローム中ブロック少量
4　褐　　色　ローム中ブロック微量　　　　　　　　　　　11褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　12　褐　　色　ローム中ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量　　　　13　暗　褐　色　ローム小ブロック少量
7　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片160点，掻器1点，剥片1点が出土している。第32図116・119は中央部の覆土

上層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第86号土坑出土遺物観察表（第32図）

番 号 器 種 文 様 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

1 15 ～ 12 0 探　 鉢

1 1 5 は 口 辺 部 無 文 帯 を有 し， 下 部 は R L の 単 節 縄 文 を施 文 して

い る 。 1 16 は 口 辺 部 に横 位 の 沈 線 を 周 回 させ ， R L の 単 節 縄 文
を 施 文 して い る 。 1 17 も口 辺 部 無 文 帯 を 有 し， 下 部 に R L の 単 1 16 ・1 19 は 中 央 部 覆 土 上 層 ， 11 5

中期 後 葉 （加 曽 利 E

Ⅲ 式 ） 11 5 ， 116 ， 1 19

P L 3 2
節 縄 文 を施 文 して い る。 1 18 は 沈 線 に よ る懸 垂 文 区 画 を有 して

い る 。 1 19 ・12 0 は 条 線 文 を地 文 と し， 1 19 は 口 辺 部 に沈 線 を 巡

ら し， 120 は 口 辺 部 に横 位 の 条 線 文 を施 文 して い る。

・117 ・1 18 ・12 0 は 覆 土

番 号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 石 質 特 徴 出 土位 置 備 考

10 4 4 掻 器 3 ．4 2 ．8 1．0 1 1．9 黒 色 安 山岩 上 方 か らの 打 撃 に よる剥 離 覆　 土 P L 3 7

第102号土坑（第33図）

位置　調査I区の北西部B2g2区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第101号土坑に北部を掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径0．56m，短径0．50mの楕円形で，深さは40cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－410－Eである。

亮2h2甘m A＼
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第33回　第102号土坑・出土遺物実測図
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覆土　3層に分層される。平衡的な堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　　　色　　ローム中ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片21点が出土している。第33図122は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第102号土坑出土遺物観察表（第33図）

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 文様の特徴 色調 胎土 焼成 出土位置 備 考

122 縄文土器 鉢 ［16．4］ （11．9） － 口辺部無文帯を有し，下部にL Rの単節縄文を施文している。にぷい黄橙 長石・石英 普通 覆　 土 10％　中期後葉

番号 券種 文様 の特徴 出土位置 備考

123 ・124 探　 鉢 123は貼付文 と沈線 文が，124 は L R の単節縄文が施文 されている。 覆　 土 中期後乗

第113号土坑（第34図）

位置　調査I区の中央部C2C6区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第72号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径1．03m，短径0．93mの楕円形で，深さは66cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－120－Wである。

覆土　4層に分層される。ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量
2　黒　褐　色　　ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器探鉢片7点が出土している。第34図125は覆土中から出土している。

所見　時期は，遺構の重複関係と出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。
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七2。6＿Nlm
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第34図　第113号土坑・出土遺物実測図

第113号土坑出土遺物観察表（第34図）
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番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

125 探　鉢 沈線による懸垂文区画内にLRの単節縄文が充填されている。覆　土中期後葉

第177号土坑（第35図）

位置　調査I区の中央部C2b3区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

規模と形状　平面形は長径0．72m，短径0．61mの楕円形で，深さは45cmである。底面は平坦で，壁は外傾して

立ち上がり，長径方向はN－530－Wである。

－34－



覆土　4層に分層される。ブロック状の堆積状況を示し，第3・4層の層位が逆転していることから人為堆積

と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量
2　暗　褐　色　　ローム大ブロック多量

3　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量

4　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器深鉢片50点，土器片錘1点が出土している。第35図126は西部の覆土下層，127・128

は西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

①、七2b4－Nlm

0　　　　　　1m
・　．－．－．＿＿＿l t＿．h・－－

第35図　第177号土坑・出土遺物実測図

第177号土坑出土遺物観察表（第35図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　一　十　一　1

番号 種別 器種 口径器高底径 文様の特徴 色調 胎土 焼成出土位置 備考

126 縄文土器深鉢 －
（8．9）5．6 沈線による懸垂文区画内にLRの単節縄文が充填されている。にぷい赤褐雲母・長石・石英普通西部覆土下層5％　中期後菓

番号 器種 文様の特徴 出土位置 備考

127・128 深　鉢 127・128は平行する徴隆帯で文様帯が区画され，RLの単節縄文が区画内に充填されている。西部覆土中層中期後葉127　PL32

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

130 土器片錘 4．0 2．7 1．4 17．2 土製 口辺部片，両端部研磨による刻み 覆　　 土 中期　PL38

第182号土坑（第36図）

位置　調査I区の北西部B2hl区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第47号住居跡に掘り込まれている。

－35－
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第36図　第182号土坑・出土遺物実測図

第182号土坑出土遺物観察表（第36図）

規模と形状　平面形は長径1．02m，短径0．88mの不整楕

円形で，深さは57cmである。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がり，長径方向はN－160－Eである。

覆土　5層に分層される。ブロック状の堆積状況を示す

ことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

遺物出土状況

ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック中呈，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量

縄文土器深鉢片6点が出土している。第

36図131は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から縄文時代中期復業と考えら

れる。

番 号 器 種 文 様 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

13 1 深　 鉢 口 辺 部 に刺 突 文 が 施 文 され て い る 。 覆　　 土 中期 後 菓

（3）遺構外出土遺物

ここでは，仝調査区から出土した遺構に伴わない遺物の中から，主な出土遺物（第37～48図）を記載する。

第37図　遺構外出土遣物実測図（1）
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第38図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第39図　遺構外出土遣物実測図（3）
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第40図　遺構外出土遺物実測図（4）
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第41回　遺構外出土遺物実測図（5）
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第42図　遺構外出土遺物実測図（6）
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第43図　遺構外出土遺物実測図（7）
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第44図　遺構外出土遺物実測図（8）
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第45図　遺構外出土遺物実測図（9）
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第46図　遺構外出土遺物実測図（10）
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第47図　遺構外出土遺物実測図（11）
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第48図　遺構外出土遣物実測図（12）

遺構外出土遺物観察表（第37～48図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 文 様 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 出土位置 備 考

14 2 縄文土器 探　 鉢 －
（8 ．5 ）

－
尖 底 部 片 明 赤 褐 雲母 ・長石 ・石英 欄 維 普 通 I 区表土 10％　早期中葉 （沈線文系）

2 17 縄文土器 深　 鉢 （5 ．5 ） ［7 ．0］ L R の単 節縄 文 を施 す 明 褐 雲母 ・長石 普 通 I 区表土 5 ％　 中 期 末

2 18 縄文土器 深　 鉢 － （2 ．6 ） 4 ．4 ヘ ラ削 りが 施 され て い る 明 赤 褐 雲母 普 通 I 区表土 5 ％　 中 期 末

2 44 縄文土器 探　 鉢 （5 ．4 ） 5 ．9 ヘ ラ削 りが 施 され て い る 橙 石英 普 通 I 区表土 5 ％　 中 期 末

2 4 5 縄文土器 深　 鉢 － （3 ．4 ） 6 ．0 ヘ ラ削 りが 施 され て い る 橙 石英 ・白色粒子 普 通 I 区表土 5 ％　 後 期

3 0 2 縄文土器 有礼鍔付土器 －
（4 ．5 ） － 鍔 部 片 にぷい黄褐 長石 ・石英・雲母・赤色粒子 普 通 I 区表土 5 ％　 中期後葉　 P L 36

3 13 縄文土器 有孔鍔付土器 －
（4 ．8 ）

－
鍔部片 ， 2 孔 を有 している にぷ い 橙 長石 ・石英・雲母・赤色粒子 普 通 I 区表土 5 ％　 中期後葉　 P L 33

番 号 時 期 器 種 文 様 の 特 徴 出 土位 置 備 考

13 3 ～ 13 5 ，
縄 文 時 代

深　 鉢

器 面 に横 位 あ る い は斜 位 の 沈 線 が 施 文 され た土 器 群 。 13 3 ・ 13 3 ～ 13 5 ・13 8 ～

洗練 文 系 土器 群　 P L 33早 期 中葉 138 は や や 太 い 沈線 で ， 134 ・135 ・139 、 14 1 は 細 く，14 0 ・14 1 14 0 I 区表 土
13 8 、 14 1

に は刺 突文 が施 文 され て い る。 14 1 表 土
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番号 時期 器種 文様の特徴 出土位置 備考

132
縄 文時代

早期末葉
探　 鉢 表革面 に条痕文が認 められ，胎土中に繊維 を含んでいる。 I 区表土 条痕文系土器群 P L 33

143
縄 文時代

深　 鉢
器 面の文様 は明確で はないが，半裁 竹管文 が多用 され てい

I 区表土 竹管文系土器 群 P L 33
前期後葉 る。

145
縄文時代

中期初頭
深　 鉢 羽状構成 の文様が施文 され，結節文が施文 されている。 表土 ・ P L 33

146，150～

158，160，

201

縄文時代

深　 鉢

いずれ も口緑部片で， 自辺部に隆帯 あるいは沈線区画 による

円形 ・楕 円形 ・渦巻 などの口辺部文様帯 を有す る土器群で，

その文様帯 は退化傾向 を示 している。．口縁部 は平縁の ほか，

153 ・158な どのように舌次 に波状 を呈する もの も含 まれ る。

152 ・15 8 は Ⅱ区表

土， 154 は表 土， そ

の他 は．I 区表土

加 曽利 E Ⅲ式 ヵ　 P L 33

178，183，

深　 鉢

いずれ も口縁部片 で，太い沈線 によって口辺部文様帯が区画 208は Ⅱ区表土，189

P L 33 ・34206， されている土器群 で，前者の ような円形 などの区画 はみ られ は 表 土 ， そ の他 は

208～211 ない。縄文 はほとん どが横位 回転 によって施文 されている。 I．区表土

180～182，185‾，
探　 鉢

いずれ も口綾部片 で， 口縁部 に横位 の沈線が施文 され，その
I 区表土 ・P L 34

195，216 下部には全体的 に細文が施文 された土器群 。

164，170，

173～177
深　 鉢

いずれ も胴部片 で，174以外 は直線 的な懸垂 文区画がな され

ている。170 ・17 5は口辺部文様 帯を区画する横位の隆帯がみ

られ る。＿これ らの縄文 区画 はし．ザ れ も充填縄文であ る。174

は曲線的な沈線 区画が みられ，縄文が充填 されてい るが後出

的である。

164 は表土 ，そ の他

は I 区表土

191～194，
深　 鉢

いずれ も口縁部片 で，口辺部文様帯の上部 に刺突文 を有す る 196 は表土 ，そ の他
P L 3 4

196 中期後菓 ．土器群で，193 ・19 4 ・19 6には沈線 が周 回 している。 は I 区表土

161，166～

169，220，

222

深　 鉢

独立 した口辺部文様帯 は退化 し，口辺郡か ら胴部へ連続 した

曲線的 な沈線 区画が みられ る土器群 で，161 ・167 ・168の よ

うに口辺部 まで懸垂文様 区画が展開 した ものや，蕨手状 の沈

線が付加 された222， さらに166の ように連続 した曲線帯 に縄

文が充填 された もの もある。220は166 と類似 した文様帯 を有

す る土器の胴部片であ る。

・220は Ⅱ区表土，166

・22 2 は表土 ， そ？
他 は I 区表土

P L 34 ・35

144，・227，・229
深　 鉢

いずれ も口辺部片で，口辺部文様帯内 に多条の沈線文が みら 144 は表土 ，そ の他
P L 3 5

～231，235 れ る土器群で，227 ・23 0 ・23 5はやや後 出的であ る。 は I 区表土

147，236，240 深　 鉢 胴部の懸垂文様 区邸 こ沈碑文が充填 された土麗辞 。． I 区表土 P L 3 5

6，136，137，
深　 鉢

いずれ も口縁部片で，半裁竹管 による直線的，あるいは連弧 6 は表 土 ， そ の 他
P L 3 5

228，233，234 状の平行沈線文が施文 されている。 は I 区表 土

179，186，

198～200，

202～205，

207，212～215

縄文 時代

深　 鉢

179 ・18 6 ・19 8～20 0 ・20 7 ・212～215は口緑部片 ，202～20 5は

胴部片であ り，いずれ も器面 に微隆線 による文様 区画‘がみら

れる口辺部 に無文帯を有す る土器群で，微隆線 区画 内は縄文

充填部分 と無文部に よって構威 され， より文様効果 を・上 げて

いる。

I 区表 土
加曽利 E Ⅳ式

P L 3 5 ・36

159，165，

187，188 ．
深　 鉢

いずれ も口縁部片で，微 隆線文系の土器群。波状口縁部 に突

起状の装飾 を有する159 ・188 のほか，口辺部の無文帯 に円形

の刺突文がみ られるもの もある。

I 区表土 加曽利 E Ⅳ式 ．P L 3 6

171 深　 鉢
沈線 によって文様区画がなされ，区画内 に縄 文が充填 されて

I 区表 土
中期末 いる。

162，163 深　 鉢 縄文地 に縦位の沈線が施文 されている。 I 区表 土

172，184，
深　 鉢

いずれ も口縁部片で，無文帯 を有 し，下部 に縄 文が施文 され 184 は表土 ， その他
・P Iノー36

190 ている。 は I 区表土

148，149，237 痍　 鉢
いず れも胴部片で，櫛 臼状文 が施文 されてい るが，148 ・14 9 I 区表 土

P L 36
～239，241，242 は上部 に縄文，下部 に櫛 臼状文 がみられ る。

219，221 縄文 時代

後期初頭

深　 鉢 曲線的 な条線区画内に縄文 を充填 させた土器群 。 I 区表土 称名寺式　　　 P L 36

243 深 ．鉢 沈線 による格子状文が施文 されている胴部片。 Ⅱ区表 土

223，224
縄文 時代

深　 鉢
いずれ も胴部片で，縄 文地に半裁竹管 による沈線文が施文 さ

I 区表土 堀之内 I 式　　 P L 36
後期前 葉 れてい る。

225，226， 縄文 時代
、深　 鉢

225は口辺 部片 で，口唇部 に刻み を有 している。226は胴部片

で，頸部 に横位の無文帯を区画 し，地文は斜位の条線 文を施 I 区表土 加曽利 B 式　　 P L 36

232 後期後某 文 している。232は口緑 部片で，口辺部 に押庄隆帯が貼付 さ

れ，地文 は粗雑 な縄文が施文 され てい る。
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番 号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特徴 出土位置 備考

246 土器片錘 串．1 4．1 1．2 2 7．7 土製 口辺部片 ，各辺部研磨，．両端部研磨 に よる刻み I 区表土 中期後葉 P L 3 8

24 7 土器片錘 4．5 3，．8 ‾ 1．2 2 7．0 土製 胴部片 ，各 辺部研磨，両埼部研磨 に よる刻み I・区表土 P L 3 8

24 8 土器片錘 5．4 4．2 1．3 3 5．2 土 製 胴部片 ，各 辺部研磨，両端部研磨 に よる刻み I 区表土 中期後菓 P ・L 3 8

24 9 土器片錘 4．4 1．6 1．3 19．8 土 製 口辺部片 ，各辺部研磨 ，両端部研 磨 による刻み I 区表土 P L 3 8

25 0 土器片錘 4．3 2．7 1．0 ° 16．9 土 製 胴部片 ，各辺部研磨，両端部研磨 による劾み I 区表土 中期後葉 P L 3 8

25 1 土器片錘 4．0 3．1 1．4 ・18．6 土 製 胴部片 ，各辺部研凰 両端部研磨 による刻み I 区表土 P L 3 8

25 2 土器 片錘 3．8 3．6 1．1 19．9 土 製 胴部 片，各辺部研磨，両端部研磨 による刻み I 区表土 P L 3 8

2 53 土器 片錘 5．9 5．1 1．1 4 7．7 土 製 口辺 部片，各辺部研磨 ，両端 部研 磨 による刻み I 区表土 P L 3 8

2 54 土器 片錘 6．6 4．6 0．9 37．3 土 製 胴部 片，各辺部研磨；両端部研磨 による刻み ．I 区表土 P L 3 8

2 55 土器 片錘 5．3 3．4 1．3 30．5 土製 胴 部片，各辺部研磨 ，両端部研 磨 による刻み I 区表土 中期後菓 P ．L 3 8

2 56 土器 片錘 3．・9 ・4．1 1．2 23．6 土製 胴 部片，各辺部研磨 ，両端 部研 磨 による刻み I 区表土 中期後葉 P L 3 8

2 57 土 器片錘 5．4 3．0 1．1 19．6 土 製 口辺 部片，各辺部研磨 ，両 端部研 磨 による刻 み I‾区表土 中期後菓 P L 3 8

2 58 土 器片錘 5．1 3．3 1．7 33．9 1 土製 口辺部片，各辺融研磨 ，両 端部研 磨 による刻 み I 区表土 P L 3 8

・259 土 器片錘 ． 3．8 3．3 1．0 14．9 土製 胴 部片，両端部研磨 による刻み I 区表土 P L 3 8

2 60 土 器片錘 4．0 3．7 0．9 19．3 土製 胴 部片，各辺部研磨 ，・両端 部研 磨 による刻 み I 区表土 P L 3 8

2 61 土 器片錘 4．3 2．7 0．9 13．5 土製 胴 部片，各辺部研磨 ，両端 部研 磨 による刻 み I 区表阜 P L 3 8

2 62 土 器円板 3．4 3．4 0．8 （11．0） 土製 胴 部片，各辺部研磨 I 区表土 裏面破損 P L 3 9

2 63 土 器円板 3．5 3．5 1．1 16．0 土製 胴部片，各辺部研磨 I 区表土 P L 39

2 64 土 器円薇 3．5 3．3 0．8 13．8 土製 ・ 胴部片，各辺部研磨 I 区表土 P L 39

2．65 土 器円板 4．8 3．3 1．0 17．6 ． 土製 胴部片，各辺部研磨 I 区表土 中期 後葉 P L ‘39

2 66 有 孔円板 3．2 3．2 0．6 8．8 土製 胴部片，各辺部研磨 ，孔 を有す る I 区表土 P L 39

2 67 有 孔円板 3．1 3．1 0．9 10．6 土製 胴部片，各辺部研磨 ，孔 を有す る I 区表土 P L 39

12 68 有 孔円板 （5．4） （2．6） 1．2 （17．3） 土製 胴部片，各辺部研磨 I 区表土 25％

269 有 孔円板 は 5） （2．5） 1．1 （11⊥2）．・ 土製 ・ 胴部片，各辺部研磨 I 区表土 25％

270 耳　 栓 ． （4．4） （3．9） 1．7 （18．2）r 土製 表裏面へラ磨 き，最小厚0．6cm I 区表土 40％

番号 券種 長 さ 幅 厚 さ 重量 石質 特徴 出土位置 備考

1001 掻器 3．0 2．7 0．8 6．5 黒色安山岩 両面押庄剥離 ，上部 か らの打撃 による剥離 I 区表土 P L 37

1P O2 掻器 4．0 2．8 0．9 1 0．6 メ　 ノ　 ウ 両面押庄剥離 ，上部 か らの打撃 による剥離 I 区表土

1003 掻器 2．3 ‘．2．4 0．5 3．0 黒 曜石 両面押庄剥離 ，上部 か らの打撃 による剥離 I 区表土 P L 37

10 04 掻器 4．6 3．8 0．9 1 9．9 黒色安山岩 両面押圧剥離 ，上部か らの打撃 による融離 表　 土 P L 37

10 05 掻器 3．7 2．9 1．2 ・14．3 黒色安山岩 両面押庄剥離 ，斜 め上部か らの打撃 による剥 離 I 区表土 P L 37

10 06 掻器 3．5 2．9 0．9 1 3．4 黒色安山岩 両面押圧剥離 ，上部か らの打撃 による剥離 I 区表 土 P L 37

10 07 掻券 ・ 3．4 3．6 1．1 1 3．9 ．黒色安山岩 両面押庄剥離 ，上部か らの打撃 による剥離 I 区表土 P L 37

10 08 掻器・ 3．5 2．8 1．0 8・．3 メ　 ノ　 ウ 両面押圧剥離 ，上部か らの打撃 による剥離 I 区表土 P L 37

10 09 掻器 4．8 2：8 1．0 1 5．4 黒色安山岩 両面押圧剥離 ，斜 め上部か らの打撃 たまる剥離 I 区表車 P L 37

10 10 楔 形石器 3．9 2．9 0．9 1 2．5 チ ャー ト 対向す る側線 か ら向 き合 う両端剥離 Ⅱ区表土 P L 37

10 11 楔 形石器 6．7 5．2 1．2 34．5 黒色安山岩 対向す る側線 か ら向 き合 う両端剥離 I 区表土 P L 37

10 12 楔 形石器 3．3 1．5 0．7 4．2 頁　　 岩 対向す る側線 か ら向 き合 う両端剥離 I 区表土 P L 37

10 13 楔 形石窟 4．3 3．1 0．9 1 8．5 チ ャー ト 対向す‾る側線 か ら向 き合 う両端剥離 I 区表土 P L 37

10 14 楔 形石器 3．0 2．7 1．1 1 0．8 チ ャー ト 対向す る側線 か ら向 き合 う両端剥離 表 ．土 P L 37

10 15 有茎尖頭器 （2．2） 3．0 0．7 （4．6） 黒色安山岩 両面押圧剥離 ，左 右基部＿の決 りは浅 い I 区表土 上半部欠損 P L 37

10 16 石鉄 2．4 1．4 0．4 1．4 チ ヤ「 ト 両面押庄剥離 ，基部の決 りは深 く，側線 は直線 Ⅱ区表土 P L 3 7

10 17 石鉄 （2．6） 2．4 0．6 （4．0） 黒色安山岩 両面押庄剥離 ，基部の挟 りは浅 く，側線 は直線 I 区表土 先端部欠損 P L 37

10 18 石鉄 （1．7） 1．4 0．3 （0．5） チ ャー ト 両面押庄剥離 ，基部の挟 りは浅 く，側線 は直線 I 区表土 先端部欠損 P L 37
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．番号 轟種 長 さ 幅 厚 さ 重量 石 質 特徴 出土位置 備考

1019 石鉄 （2．4） 2：4 0．4 （ 1．9）黒色安山岩 両面押庄剥離 ，基部の挟 りは深 く，側線 は直線 I 区表土 先端部欠損 P L 37

102 0 石鉄 （1．2） 1．2 0．4 （ 0．5）黒色安山岩 両面押庄剥離 ，基部の挟 りは深 く，側線 は直線 I 区表土 先端部欠損‘p L 37

102 1 石鉄 2．3 1．6 0．2 0．8 チャー ト 両面押庄剥離 ，基部 の挟 りは深 く，側線 は直線 I 区表土 P L 37

102 2 石鉄 1．9 1．4 0．3 0．7 チ ャー ト 両面押庄剥離 ，基部 の挟 りは浅 く，側線 は直線 I 区表土 P L 37

1 02 3 石鉄 2．6 2．2 0．5 2．0 黒色安山岩 両面押庄剥離，基部 の決 りは深 く，側線 は直線 ．I 区表土 P L 3 7

1 02 4 石鉄 3．0 2．1 0．8 4．3 チ ャー ト 両面押庄剥離，基部 の決 りはな く，側線 は直線 I 区表土 P L 3 7

1 02 5 石鉄 3．1 2．5 0．7 4．0 黒色安山岩 両 面押圧剥離，基部 の決 りは深 く，側線 は曲線 I 区表土 P L 3 7

10 2 6 石鉄 （2．6） 1．8 0．5 （ 2．0）黒色安山岩 両 面押圧剥離，基部 は円形 で，側線 は直線 I 区表土 先端部欠損 P L 37

10 2 7 石鉄 2．0 1．7 0．5 1．1 黒 曜 石 両面 押庄剥離；基部 の挟 りは浅 く，側線 は直線 I 区表土 ．P L 3 7

10 28 石鉄 2．5 （1．6） 0．4 （ 1．5）チ ャー ト 両面押 庄剥離，基部突 出気味 で，側線 は直線 表　 土 右側縁欠損 P L 37

10 29 石鍍 2．0 1．5 0．4 1．0 黒色安山岩 両面押庄剥 離，基部の決 りは浅 く，側線 は直線 I 区表土 P L 3 7

10 30 石鉄 3．5 2．0 0．5 3．3 頁　　 岩 両面押庄剥 離，側線 は直線，裏面 自然 画 I 区表土 未製品　 P L 3 7

10 3 1 錐 3．2 2．6 0．7 4．8 黒色安山岩 両面押庄剥 離，基部の決 りは深 く，側線 は曲線 I 区表土 P ＿L 37

103 2 石匙 2．7 ． 3．8 1．0 r8．8 黒色安山岩 両面押庄剥離 ，縦形 I 区表土 P L 37

103 3 両面調整石器 4．4 2．2 0．7 ‘5．6 黒色安山岩 両面押庄剥離 ，側線 は左 右同方向の 曲線 I 区表土 P L 37

1 03 4 両面調整石器 4．1 2．4 0．8 6．0 黒色安山岩 両面押圧剥離，側線 は左 右同方向の 曲線 I 区表土 P L 3 7

1 03 5 打 製石斧 9．7 5．5 1．3 95．7 黒色安山岩 両面押圧剥離，撥形 Ⅱ区表 土 P L 3 7

1 03 6 打 製石斧 5．7 5．5 1．2 4 3．・6 砂　　 岩 両面押庄剥離，片刃磨製 ，撥 形 I 区表土 P L 3 7

1 03 7 打製 石斧 7．4 5，3 1．5 59．4 ホルンフェルス 両面押庄剥離，撥形 I 区表土 P L 3 7

10 3 8 磨製石 斧 11．6 ．‘4．3 2．7 22 1．0 砂　　 岩 刃部は円形，片刃，先端部蔽打 痕 I 区表土 P L 3 7

10 3 9 磨製石斧 5．5 3．1 1．3 （39．5）蛇 紋 岩 定角 式，両刃 表　 土 先端部一部欠損P L37

10 40 磨石 13．9 9．5 ．3．2 56 2．0 砂　　 岩 先端 部使 用痕 Ⅱ区表土

104 1 磨石 12．5 8．2 5．5 88 2．0 砂　　 岩 先端部使用 率 I 区表土 P L 3 9

104 2 寧石 （9．0） 6．2 4．8 （42 0．0）凝 灰 岩 先端部使用 痕 I 区表土

104 3 磨石 10．2 8．5 ？・4 4 0 0．0 砂　　 岩 先端部使用痕 ・ I 区表土

104 5 敲石 13．8 7．9 6．2 8 7 9．0 ビ　 ン 岩 先端部敲打痕 I 区表土

104 6 蔽石 14．9 9．6 4．6 9 19．0 砂　　 岩 先端部蔽打痕 I 区表 土 ‘

104 7 凹右 10．2 7．4 5．9 4 97．0 砂　　 岩 凹部表面 1 か所 ，裏 面 1 か所 表　 土 P L 3 9

1 04 8 石錘 8．9 6．3 2．2 169．9 ホルン7ェルス 長軸方向上下 に調整 ，自然石使 用 I 区表土 P L 3 7

1 04 9 石錘 （9．5） 5．7 1．7 （139．3）凝灰質礫岩 長軸方向上下 に調整 ，自然 石使 用 I 区表土 上部一部欠損 P L37

10 50 石錘 6．8 4．8 2．0 92．5 砂　　 岩 長 軸方向上下 に調整 ，自然石使用 I 区表土 P L 3 7

10 5 1 石錘 7．5 5．5 1 i7 10 8．9 凝灰質礫岩 長軸 方向上下 に調整， 自然石使用 I 区表土 P L 3 7

10 52 石錘 7．4 5．3 1．9 10 5．0 凝灰質礫岩 長軸 方向上下，短軸方向右 に調整 ， 自然石使用 I 区表土 P L 3 7

．10 53 石錘 8．4 5．4 1．9 1 18．4 凝灰質礫岩 長軸方 向上下 に調整， 自然石使用 I 区表土 P L 37

10 54 石錘 7．1 5．6 1．9 9 8．2 凝灰質礫岩 長軸方 向上 下，短軸方向右 に調撃 ，自然 石使 用 I 区表土 P L 37

10 55 石錘 7．3 5．1 2．占． 128．5 凝灰軍礫岩 長軸方 向上 下に調整， 自然石使用 I 区表土 P L 37

105 6 石錘 5．4 5．3 1．3 53．7 砂　　 岩 長軸方 向上下 に調整， 自然石使用 I 区表土 P L 37

1 05 8 石錘 9．1 5．7 2．5 189‘3 凝灰質礫岩 長軸方向上下 に調整 ， 自然石使用 I 区表土 P L 3 7

1 05 9 石準 6．0 4．8 1．6 73．5 砂　　 岩 長軸方向上下 に調整 ，自然石使用 表　 土 P L 3 7

10 6 0 石錘 8．6 5．6 1．8 12 2．7 凝灰質礫岩 長軸方向上下 に調整 ，自然 石使 用 表　 土 P L 3 7

10 6 1 石錘 8．3 6．9 2．3． 20 7．0 凝灰質礫岩 長軸 方向上下 に調整 ，自然石使用 I 区表土 P L 3 7

10 62 不 明石 器 8．8 4．9 1．9 10 6．5 黒雲母片岩 上部挟 入部は深 く，下部 に蔽打痕 I 区表土
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2　古墳時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

調査の結果，古墳時代の住居跡は調査I区から28軒，調査Ⅱ区から6軒が検出された。住居跡の時期区分は，

5世紀代が7軒，6世紀代が18軒，7世紀代が9軒の合計34軒で，調査I区の北西部から中央部，調査Ⅱ区の

中央部に集中し，舌状台地上の平坦部全域に分布している。

以下，遺構と主な出土遺物について記述する。

第4号住居跡（第49・50図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE3d9区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　北東部から東側部分を第5号住居跡・第3号掘立柱建物跡・第1号小竪穴遺構に，西部を第3号住

居跡に掘り込まれている。また，南部は調査区域外に延びる。

規模と形状　長軸6．12m，短軸5．84mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－240－Wである。壁は掘り込みが浅く，壁高は7～12cmである。

床　ほぼ平坦で，北から北東コーナー部と南東部に壁溝が巡っているが，本来は全周していたと考えられる。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。東袖部と火床部が残存しているが，天井部・西袖部は欠失

しており，第1層が天井部の崩落土に相当する。規模は焚口部から煙道部まで126cm，袖部最大幅122cm，壁外

への掘り込みは24cmである。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが赤変していない。

廃絶後に火床部を18cmほど掘り込み，焼土を廃棄している。また，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量，焼土粒　5　褐　　色　ローム小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム中ブロック・砂粒微量
2　にぷい褐色

3　暗赤褐色

4　灰　褐　色

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量　　　　　　7　暗　褐　色　ローム中ブロック微量
焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・砂粒　8　褐　　色　ローム小ブロック少量，砂粒微量

少量
ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒
子・炭化物微量

ピット　8か所。主柱穴はPl～P4で，深さは68～80cmである。P5・P6は深さ14cmで，南東壁寄りの中

央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。P7・P8の性格は不明である。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム粒子微量

ロームブロック微量
ローム小ブロック少量，柱の抜き取り痕
ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量
ローム中ブロック少量
ローム粒子少量

ローム粒子微量
ローム中ブロック微量
ローム小ブロック微量

P2土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム大ブロック少量

ローム大ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック中量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック少量

覆土　5層からなり，粘土塊が投棄されていることから，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子中量
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4　暗赤褐色
5　褐　　　色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片432点（杯52，嚢380），須恵器片6点（杯4，嚢2），土製品5点（球状土錘4，不明

1），軽石1点，礫5点が中央部を中心に出土している。第50図271は竃右袖部脇の覆土上層，272は中央部の覆

土下層，274は竃内，275は南東壁寄りの覆土下層，278は北コーナー部寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。

273は埋め戻された時に流れ込んだものと考えられる。また，不明土製品は火熱を受けた粘土塊の細片である0

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀前葉と考えられる。

第50回　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表（第50図）

10cm

「＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　5cm

ト　i　　　一一1

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

271 土師器 襲 ［11．8］ 12．9 ［6．4］長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ 奄右袖部脇覆土上層 30％

272 土師器 嚢 ［14．5］ 12．3 ［6．8］雲母・赤色粒子 黒褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ 中央部覆土下層 20％

273 土師器 賓 －
（29．0） 8．3 長石・石英 にぷい橙 普通 休部外面へラ磨き 覆土上層、下層 30％

274 土師器 椀 ［16．1］（5．3） 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 休部外面・内面へラナデ 竃内 25％　外面煤付着

番号 器種 長さ 帽 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

275 球状土錘 2．85 2．75 0．72 16．8 土製 ナデ 南東壁覆土下層

276 球状土鐘 2．82 2．84 0．75 17．6 土製 ナデ P3覆土

277 球状土錘 3．13 2．92 0．68 21．5 土製 ナデ 中央部覆土上層

278 球状土錘 2．48 2．73 1．09 14．2 土製 ナデ，指頭痕 北コーナー部覆土中層
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第5号住居跡（第51・52図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE3dO区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　西部分が第4号住居跡の東部を掘り込んでいる。また，竃から北西コーナー部にかけて第1号小竪

穴遺構，南東コーナー部は第2号小竪穴遺構にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸4．45m，短軸4．30mの方形で，主軸方向はN－21。－Wである。掘り込みが浅く，壁

高は14～18cmである。

床　ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部と火床部が残存しているが，天井部は崩落しており，

第3・7層が相当する。規模は焚口部から煙道部まで120cm，袖部最大幅120cm，壁外への掘り込みは30cmであ

る。火床部は床面を5cmほど掘りくぼめており，火熟は受けているが，赤変硬化していない。また，煙道部は

火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

第51図　第5号住居跡実測図
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竃土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

7　灰　褐　色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・砂粒微量

ローム粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロッ
ク・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土小ブ
ロック・砂粒微量

ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子
微量

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11赤　褐　色

12　黒　褐　色

13　褐　　　色

ローム小ブロック少量，砂粒微量
ローム粒子・砂粒微量
ローム小ブロック少量，焼土粒子・砂粒微量

焼土粒子中量，焼土中ブロック・ローム粒子
砂粒少量
焼土小ブロック・ローム粒子・砂粒少量
ローム中ブロック中量，砂粒微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは46～64cmである。P5は深さ29cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　5層からなり，中央部の覆土上層から下層にかけて焼土粒子・炭化物を含む層が見られ，ブロック状の

堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量　4　褐　　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　5　暗　褐　色　ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量

遺物出土状況　土師器片335点（杯68，襲266，手捏土器1），須恵器片2点（杯2），土製品5点（球状土錘1，

不明4），礫1点が出土している。第52図279は西コーナー部の覆土下層，280は竃左袖脇の床面直上からそれ

ぞれ出土している。不明土製品は火熱を受けた粘土塊の細片で，ヘラによるナデ調整が見られるが，用途は不

明である。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

第52回　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第52図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

279土師器甑［18．6］（10．0）－雲母・長石・石英橙普通休部外面へラ削り 西コーナー部覆土下層5％輪積み痕

280土師器手捏土器5．7 2．2 5．5石英・雲母・赤色粒子橙普通休部外面ナデ，指頭痕，内面ナデ竃左袖部脇床面直上95％　PL45

第6号住居跡（第53・54図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4。1区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　南東部を第7号住居跡に掘り込まれ，南壁が第28号土坑を掘り込んでいる。また，中央部西側は木

根による撹乱を受けている。

規模と形状　長軸3．06m，短軸3．03mの方形で，主軸方向はN－25。－Wである。壁高は18～35cmで，各壁とも
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ほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部から南東壁にかけて踏み固められており，壁溝が仝周している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しており，第1・3・4層がこれに相当し，左

袖部は欠失している。規模は焚口部から煙道部まで86cm，袖部最大幅約100cmで，壁外への掘り込みは20cmで

ある。火床部は床面をわずかに掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。また，煙道部は火床部から外

傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色

2　灰　褐　色

3　にぷい黄褐色

4　灰　褐　色

5　褐　　　色

6　にぷい赤褐色

粘土粒子中量，焼土ブロック微量
焼土ブロック微量
粘土ブロック中量
焼土粒子中量，粘土粒子少量
ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・焼土ブロック少量，粘土粒子微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
8　灰　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

9　にぷい黄褐色

10　にぷい赤褐色

11黒　褐　色

12　灰　褐　色
13　灰　褐　色
14　暗　褐　色
15　にぷい褐色

粘土粒子中量，ローム粒子微量
ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子少量
ローム粒子・焼土桂子少量，粘土粒子微量
ロームブロック・粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量
粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは55～68cmである。P5は深さ30cmで，南壁寄りの中央部に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　24層からなり，一部撹乱を受けている。覆土は，全体的にロームブロックを含む層が多く堆積している

ことから，人為堆積と考えられる。

④　l‖

〕・一′
」∠一′
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第53図　第6号住居跡実測図
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土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　灰　褐　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11灰　褐　色

ロームブロック・粘土粒子微量
ロームブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量

粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土
ブロック微量
ロームブロック少量

炭化粒子・粘土ブロック少量，ロームブロック・
焼土ブロック微量
ロームブロック・粘土粒子少量
ローム粒子少量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
ブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

粘土ブロック微量

12　暗　褐　色

13　明　褐　色

14　明　褐　色

15　明　褐　色

16　明　褐　色

17　明　褐　色

18　明　褐　色

19　褐　　　色

20　褐　　　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　暗　褐　色

24　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子微量
ロームブロック微量
ローム粒子・粘土粒子微量
ロームブロック・粘土粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック微量
ローム粒子中量，粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
ロームブロック少量
ロームブロック少量，粘土粒子微量
ローム粒子少量

ロームブロック微量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片315点（杯31，嚢284），須恵器片6点（杯6），礫6点，炭化物が出土している。第

54図281の土師器嚢は中央部北東側の覆土中から出土している。282の土師器嚢は竃の煙道部から潰れた状態で

出土したもので，煙道に使用されたものと考えられる。

所見　本跡は，覆土上層から下層にかけてロームブロックを含むことから，住居廃棄後に埋め戻されたものと

思われる。時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀後葉と考えられる。

第54図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表（第54図）

0　　　　　　　　　　10cm

⊆＝±一十一一二二∃

香寺 種別・器種口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

281 土師器 嚢 14二0 （11．6）－
雲母・赤色粒子 赤褐 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土 30％

282 土師器 嚢 24．0 （29．3）－
石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部外面へラ磨き，内面へラナデ 竃内 60％
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第9号住居跡（第55・56図）

位置　調査Ⅲ区中央部のE3ao区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

規模と形状　平面形は長軸4．45m，短軸4．03mの方形で，主軸方向はN－550－Wである。壁高は27～47cmで，

各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，南西部の一部を除いて踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部の煙道部付近，両袖部，火床部が残存しているが，

天井部は一部を除き崩落しており，第1～13層が相当する。規模は焚口部から煙道部まで140cm，燃焼部幅50

cm，壁外への掘り込みは60cmである。火床部は床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。

また，火床部分を、20cmほど掘り込み，褐色土を入れて深さを調節し，竃の作り替えを行ったと考えられる。煙

道部は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　にぷい褐色

3　にぷい褐色

4　にぷい褐色

5　にぷい褐色

6　にぷい赤褐色

7　にぷい褐色

8　にぷい褐色

9　にぷい褐色

10　灰　褐　色

11黒　褐　色

12　にぷい赤褐色

竃袖部土層解説

1　にぷい黄褐色

2　黄　褐　色

3　にぷい黄褐色

4　にぷい黄褐色

5　褐　　　色

ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量　　　　　　　　13　にぷい褐色
粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量　　　　　　14　にぷい褐色
ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，粘土小ブロック微量　15　灰　褐　色
ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・粘土粒　16　にぷい褐色

子・砂粒少量
ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック・
砂粒少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒
子・砂粒少量

ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，焼土粒
子・炭化物微量
ローム粒子・粘土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

17　灰　褐　色

18　灰　褐　色

19　褐　　　色

20　褐　　　色

21にぷい褐色

22　にぷい褐色

23　にぷい褐色

24　にぷい赤褐色

ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量

焼土中ブロック多量，粘土小ブロック・砂粒少量，25　にぷい赤褐色
ローム粒子・炭化粒子微量
焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘
土小ブロック・砂粒少量

焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘
土粒子・砂粒少量

粘土中ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子・粘土中ブロック中量，砂粒少量
粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子微量

砂粒多量，粘土粒子中量，焼土小ブロック少量
砂粒中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量

26　にぷい褐色

27　暗赤褐色

28　暗　褐　色

29　暗　褐　色

6　にぷい褐色

7　灰　褐　色

8　灰　褐　色

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，砂粒微量
ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック少量
焼土粒子・砂粒少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
ローム小ブロック・粘土中ブロック少量
ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
焼土小ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量，
炭化粒子微量
焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

灰中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒
子少量
ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，灰少量，焼土粒子・炭化物微量

粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼
土粒子微量
焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒
少量，ローム小ブロック微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは59～73cmである。P5は深さ45cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，

Pl土層解説

1　灰　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

P2土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

出入り口施設に伴うピットである。

ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，柱の抜き取り痕
ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
ローム粒子少量

ローム大ブロック少量
ローム粒子少量，柱の抜き取り痕
ローム小ブロック少量

ローム大ブロック少量，焼土小ブロック微量
ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量，柱の抜き取り痕
ローム中ブロック少量

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

P5土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

－58－

ローム大ブロック少量，焼土粒子・砂粒微量
ローム大ブロック少量

ローム小ブロック少量，柱の抜き取り痕
ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，柱の抜き取り痕
ローム中ブロック少量
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覆土　32層からなり，ロームブロックを多く含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1褐　　　色　　ローム中ブロック中量，

2　褐　　　色　　ローム大ブロック多量
3　褐　　　色　　ローム大ブロック中量
4　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量，

焼土小ブロック微量　　　18　暗　褐　色　　ローム粒子少量
19　暗　褐　色
20　暗　褐　色

炭化物微量　　　　　　　21黒　褐　色
5　暗　褐　色　　ローム中ブロック中量
6　褐　　　色　　ローム中ブロック微量

7　暗　褐　色　　ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
8　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量
9　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
11灰　褐　色　　ローム小ブロック少量
12　褐　　　色　　ローム中ブロック中量

13　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
14　暗　褐　色　　ローム中ブロック微量
15　暗　褐　色　　ローム大ブロック少量，砂粒微量

16　褐　　　色　　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック微量
17　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，炭化粒子微量

ローム大ブロック中量，炭化粒子微量
ローム大ブロック中量，炭化物微量

ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子
微量

22　暗　褐　色　　ロ

23　暗　褐　色　　ロ

24　暗　褐　色　　ロ

25　暗　褐　色　　ロ

26　暗　褐　色　　ロ

27　褐　　　色　　ロ

28　暗　褐　色　　ロ

29　暗　褐　色　　ロ

30　暗　褐　色　　ロ

31暗　褐　色　　ロ

32　黒　褐　色　　ロ

ーム大ブロック中量，炭化粒子少量
－ム中ブロック多量
－ム大ブロック少量，焼土粒子微量
－ム中ブロック少量，炭化粒子微量
－ム小ブロック少量

－ム粒子少量
－ム粒子中量
－ム大ブロック少量
－ム粒子微量

－ム粒子少量，焼土粒子微量
－ム粒子少量

遺物出土状況　土師器片219点（杯74，嚢145），須恵器片32点（杯24，賓8），土製品2点（支脚1，不明1），

鉄製品2点（鍍1，不明1），礫1点が西部を中心に出土している。第56図283は中央部の覆土下層，285は南

西壁寄りの覆土下層，286は北東部の覆土上層，287は竃手前の覆土中層からそれぞれ出土している。284は埋

め戻される時に流れ込んだものと考えられる。また，不明土製品は火熱を受けた粘土塊の細片である。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀中葉と考えられる。

l　　ニノ．；
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第56図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表（第56図）

離
10cm

［一一一　；　　」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

283 土師器 杯 ［12．9］（4．3） － 石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラ磨き中央部覆土下層 20％　内・外面黒色処理

284 土師器 杯 ［9．9］（3．2） － 長石・石英・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き南西部覆土上層 25％　内・外面黒色処理

285 土師器 杯 ［12．4］（2．4） － 長石・石英 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き南西壁覆土下層 20％　内・外面黒色処理

286 土師器 杯 ［10．5］（2．5）
－

白色粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラ磨き北東部覆土上層 20％　内・外面黒色処理

287 土師器 甑 ［22．7］（16．7） － 長石・石英 赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面へラナデ竃手前覆土中層 20％
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番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

288 鉄 （9．8） 1．8 0．4 （9．9） 鉄 鉄身頭部断面三角形，有茎 南東撃寄り覆土上層

第14号住居跡（第57図）

位置　調査Ⅱ区北部のD4jl区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　南コーナー付近を除いて，第4A号溝に掘り込まれ，調査区城外へと延びる。

規模と形状　長軸1．80m，短軸1．55mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－270－Wである。壁高は18cmほどで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竃　確認されていない。

ピット　確認されていない。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム中ブロック少量

遺物出土状況　土師器片20点（嚢19，甑1）が出土している。第57図290は東部の覆土中から出土している○

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

‾畢≡∈A？ 2m

J　　＼－．［二二°一　一十一・∴・二二二∃

第57図　第14号住居跡・出土遺跡実測図

第14号住居跡出土遺物観察表（第57図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－　　i＿．＿‥∃

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

290 土師静 甑 ［18．4］（9．9）
－

石英・雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 東部覆土 5％　輪積み痕

第15号住居跡（第58図）

位置　調査Ⅱ区北部のD3i9区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　東壁から北壁にかけては第4B号溝，北西コーナー部付近は段切遺構，南東コーナー部付近は第32

号土坑にそれぞれ掘り込まれている。また，東壁に撹乱を受けている。
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規模と形状　長軸5．70m，短軸3．70mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－110－Wである。壁高は5～10cmほどで，壁はほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　確認されていない。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは40～70cmである。P5は深さ8cmで南壁寄りの中央部に位置

しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　褐色土の単一層で，ロームブロック・焼土粒子を含む。堆積状況を確認できないことから，不明である。

遺物出土状況　土師器片28点（杯6，聾22）が出土している。第58図291・29声は北東コーナー部の覆土中層か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

第58図　第15号住居跡・出土遺物実測図
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第15号住居跡出土遺物観察表（第58図）

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備 考

29 1 土 師 器 杯 ［14 ．0 ］ 5．0 －
石 英 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 にぷ い赤 褐 普 通 体 部外面 へ ラ削 り，内面 ナデ 北 東 コ ー ナ ー部 覆 土 4 0 ％

29 2 土 師 器 甑 ［16 ．4 ］ （8．7） － 長 石 ・石 英 に ぷ い 褐 普 通 休 部外面 へ ラ削 り，内面 ナデ 北 東 コ ー ナ ー部 覆 土 5％

第18号住居跡（第59・60図）

位置　調査I区北西部のAlj6区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北西壁が第17号住居跡の北東部，北東壁が第49号土坑の西部をそれぞれ掘り込み，南東壁を第20

A・20B号住居跡に掘り込まれている。第47号土坑との新旧関係は不明で，竃の北側付近は撹乱を受けている0

規模と形状　長軸4．56m，短軸3．03mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。壁高は5～

14cmほどで，各壁とも外傾して立ち上がる。北西壁は竃と床面を残し，ほとんど残っていない。

床　ほぼ平坦で，北東壁を除いて踏み固められている。

竃　北西壁の中央部に付設されており，凝灰岩の切片によって「コ」の字状に構築され，煙道部は確認できな
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第59図　第18号住居跡実測図
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い。両袖部と火床部が残存しているが，天井部は崩落しており，第2・3層が相当する。規模は焚口部から火

床部まで70cm，袖部最大幅90cm，壁外への掘り込みは20cmである。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，

火熱を受けて赤変している。また，火床部奥は垂直に立ち上がる。左袖脇に炭化材と焼土塊が確認されており，

火災に遭遇したものと考えられる。

竃土層解説

1褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　　砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
3　褐　　　色　　砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　極暗褐色　　焼土粒子少量

6　暗　褐　色

7　暗赤褐色
8　暗赤褐色
9　にぷい赤褐色

10　にぷい赤褐色

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
焼土粒子多量
焼土粒子少量，ローム粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは24～29cmである。P5は深さ38cmで，性格は不明である。

覆土　4層からなる。褐灰色を基調として，ローム小ブロックを含み，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積と

考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　3　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片196点（杯43，嚢153），須恵器片11点（杯5，嚢6），土製品1点（不明），金属製品

1点（鉄鉄），礫1点が西部を中心に出土している。第60図293は竃右袖部脇の覆土中層，294・296は中央部の

覆土中層，295は覆土上層からそれぞれ出土している。不明土製品は火熱を受けた粘土塊の細片である。

所見　本跡は炭化材と焼土塊が床面から確認されたことから，焼失住居跡と考えられる。時期は，出土土器及

び遺構の重複関係から7世紀前葉と考えられる。

第60図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡出土遺物観察表（第60図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 ・胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

293 土師器 杯 ［11．6］ 4．8 －
長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部横ナ‘デ，体部外面へラ削 り 竃右袖部脇中層 75％　 P L40

294 土師器 杯 ［14．2］ （2．9）
－

長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁融横ナデ，体部外面へラ削 り 中央部覆土中層 10％

295 土師器 杯 ［10．5］ （3．0） － 雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面下端へラ削り後ナデ 中央部覆土上層 10％

296 土師器 杯 ［10．0］ （2．6） － 雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 中央部覆土中層 5％

第19号住居跡（第61・62図）

位置　調査I区北西部のAl j7区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　南西壁が第49号土坑の東部を掘り込み，南東壁付近を第20B・23号住居跡に掘り込まれている。第

47号土坑との新旧関係は不明である。また，北東部分は調査区域外に延びる。

規模と形状　長軸6．70m，短軸4．20mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－510－Wである。壁高は15～24cmほどで，各壁とも外傾して立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。また，南コーナー部と西コーナー部

付近から多量の炭化材と焼土塊が確認された。

炉　確認されていない。

ピット　4か所。主柱穴はPl・P2で，深さは63～73cmである。Plの第2層，P2の第1層は柱の抜き取

り痕である。P3・P4は深さ10～43cmで，性格は不明である。

第61図　第19号住居跡実測図
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Pl土層解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P4土層解説

1　褐　　　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子少量

覆土12層からなる。焼土粒子・炭化粒子を多量に含み，

為堆積で，住居跡の廃絶時に埋め戻されたと考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　赤　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物中量
ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子多量，ローム粒子・炭化材少量
ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化材少量
ローム小ブロック中量

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色
ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック多量

第4層と5層の層位の逆転がみられることから，人

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗赤褐色

11暗　褐　色
12　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子
微量
ローム小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化
物少量
ローム小ブロック・焼土粒子・炭化材少量
ローム小ブロック少量

遺物出土状況　土師器片167点（杯32，柑1，嚢134），須恵器片13点（杯4，蓋1，壷1，嚢7），土製品2点

（球状土錘2），礫2点が全体から出土しており，住居廃絶時に投棄されたと考えられる。第62図297は北西壁

の壁溝，298は南コーナー部寄りの覆土下層，299は中央部の覆土下層，300は南西壁寄りの覆土下層，301は北

西壁の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は多量の炭化材と焼土塊が床面や覆土中から確認されたことから，焼失住居跡と考えられる。時期

は，出土土器及び遺構の形態から5世紀末葉と考えられる。

「 ＿芸二：
「‾

第62図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第62図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

2 97 土 師 器 坤こ 12 ．6 6 ．1 － 長石 ・石英 ・赤色 粒子 灰 褐 普 通 体部内 ・外面へ ラ削 り， 内面 ナデ 北西壁港内 9 5％　 P L 4 0

2 98 土 師 器 杯 ［13 ．8 ］ （5 ．4 ） － 長 石 ・赤色粒 子 橙 普 通 体部外面へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き 南コーナー部覆土下層 4 0％

29 9 須 恵 器 杯 ［1 1．0 ］ （5．5 ） － 石 英 ・白色粒 子 灰 普 通 体部外画下端回転へ ラ削 り 中央部覆土下層 3 0％　 P L 40

30 0 土 師 器 柑 ［10 ．0 ］ （5．0 ）
－

長 石 ・雲 母 明赤 褐 普 通 口緑部ナデ，休部外面へ ラ磨 き 南西壁覆土下層 20 ％

30 1 土 師 器 要 17 ．1 13 ．1 6 ．9 石 英 に ぷ い 橙 普 通 休部外面へラ削 り後，ナデ 北西壁部覆土下層 60 ％　 P L 43
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第22C号住居跡（第63～65図）

位置　調査I区北西部のBlb7区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北東壁が第60号土坑の西部を掘り込み，北西壁を第21号住居跡，北コーナー部を第23号住居跡，中

D
互

第63図　第22C号住居跡実測図
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央部から南東部にかけて第22A・22B・27・28号住居跡と第59号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．65m，短軸6．60mほどが確認され，平面形は方形と推定される。主軸方向はN－28。一Wで

ある。壁高は30～32cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　確認されていない。

ピット　9か所。主柱穴はPl～P4で，深さは36～90cmである。P5～P9は深さ24～64cmで，主柱穴付近

に位置しているが，性格は不明である。

Pl～P4土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　3　褐
2　褐　　色　　ローム小ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

色　　ローム小ブロック少量

覆土10層からなる。焼土粒子・炭化粒子を多量に含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　6　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　7　褐　　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量　　8　暗　褐　色　ローム小ブロック少量・炭化物・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化物・焼土粒子少量　　　　9　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　10　暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片271点（杯50，円窓土器1，襲189，甑31），須恵器片5点（杯4，賓1），礫9点が北

コーナー部付近を中心に出土している。第64図303はPlの覆土上層，第64・65図304～309は北コーナー部付

近の覆土下層または床面直上からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀前葉と考えられる。

訂

三 剃髪岩見

第64図　第22C号住居跡出土遺物実測図（1）
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第65図　第22C号住居跡出土遺物実測図（2）

第22C号住居跡出土遺物観察表（第64・65図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L‥一一　　；．－　　1

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

303土師器ゴ不13．55．4　r8．0雲母・長石橙普通体部外面へラ削り，内面暗文Pl覆土上層・95％　　　　　PL40

304土師器ゴ不14．54．87．0石英・雲母・赤色粒子橙普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り北コーナー部床面直上80％　底部木葉痕　PL40

305土師器ゴ不［15．1］（6．2）－
雲母赤褐普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き・北コーナー部覆土下層20％

306土師器嚢7．78．94．3長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい橙・普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り北コーナー部床面直上100％　　　　　PL43

307土師器円窓土器13．715．57．2長石・石英・小礫・赤色粒子にぷい褐普通外面頚部へラ磨き，体部へラ削り北コーナー部床面直上90％‘体部外面黒斑PL43

308土面器嚢16．829．67．6長石・石英にぷい褐普通体部外面へラ磨き．北コーナー部床面直上90％　　　　　PL43

309土師器甑［22．0］17．6［7．6］長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通白線部横ナデ，体部外面へラ削り北コーナー部床面直上40％

第23号住居跡（第66・67図）

位置　調査I区北西部のAlj8区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北東壁が第19号住居跡の南コーナー部，南西壁が第22C号住居跡の北コーナー部を，南コーナー部

が第60号土坑の北部をそれぞれ掘り込み，南東壁を第24号住居跡に掘り込まれ，北東壁は調査区城外に延びる。

規模と形状　長軸5．25m，短軸5．15mほどが確認され，平面形は方形と推定される。主軸方向はN－530－Wで

ある。壁高は22～40cmで，各壁ともほ－ぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部は踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部と煙道部が残存しているが，天井部は崩落しており，

第1～5層が相当する。規模は焚口部から煙道部まで138cm，袖部最大幅106cm，壁外への掘り込みは認められ

ない。火床部は8cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変している。また，煙道部は火床部から外傾して立

ち上がる。
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竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

イ

粘土ブロック多量，焼土粒子微量
粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

日中l

6　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量
7　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

8　暗　褐　色

9　暗赤褐色

第66図　第23号住居跡実測図

2m

粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量
焼土粒子中量，粘土粒子少量

トー‥　十一一・　一i

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

j　　　　；　　　！

ー70一



ピット　4か所。主柱穴はPl～P4で，深さは45～65cmである。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　5　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

微量

6　褐　　　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片595点（杯76，嚢516，甑2，手捏土器1），須恵器片30点（杯8，嚢22），土製品7点

（球状土錘3，突起支脚2，不明2），石器1点（砥石），軽石4点，礫2点が西部の覆土上層から覆土下層を

中心に出土している。第67図310は西コーナー部の覆土下層，311は北コーナー部付近の覆土下層，312は中央

部南寄りの床面直上，316は中央部の床面直上からそれぞれ出土している。また，314と315は同一固体の可能

性がある。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀後葉と考えられる。

t輸′R＼㊥
∈主

、＿／　　　　、一　　　　一二一

三二
第67回　第23号住居跡出土遺物実測図
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第23号住居跡出土遺物観察表（第67図）

番号 種別 器嘩 口径 器 高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

310 土師器 杯 14．8 4．4 5．0 長石・雲母・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外帝へラ削り 西コーナー部覆土下層 75％　　　　　　 P L40

311 須恵器 嚢 ［22．9］ （白1．1）
－ 長石 灰 普通 体部外面平行叩き 北コーナー部覆土下層 5％

312 土師器 手控土畢 － （5．0） 6．0 雲母・長石 にぷい褐 普通 体部外面へラナデ，内面ナデ 中央部床面直上 60％　 輪積み痕　 P L45

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位 置 備考

314 ．突起支 脚 （10．3） （8．6） （4．6） （270．0） 土 製 脚部外面 へラナデ 西 コーナー部覆土下層 一部券 面剥離

315 突起支 脚 （8．4） （5：9） ・（4．6） （166．1） 土製 脚部外面 へラナデ 西 コーナー部覆土下層 一部券 面剥離

317 砥石 （5．2） （2．畠） （1．7） （25．5） 凝灰 岩 二面使用 南東壁床面直上

番号 器種 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

316 球状土錘 3．10 3．09 0．83 28．8 土製 ナデ 中央部床面 直上

第26号住居跡（第68・69図）

位置　調査I区北西部のBlb9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北部分が第25号住居跡の南部を掘り込んでいる。北壁から南東コーナー部にかけて調査区城外に延

びる。

規模と形状　長軸2．95m，短軸2．87mほどが確認され，平面形は方形と推定される。主軸方向はN－40－Wで

ある。壁高は44～49cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　確認されていない。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3で，深さは47～57cmである。P4は深さ31cmで，住居廃絶時に人為的に埋

④）

第68図　第26号住居跡実測図
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め戻されており，住居内土坑と考えられ，性格は不明である。

覆土　9層からなり，粘土粒子や灰を多量に含んだ，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で，住居廃絶時に

人為的に埋め戻されたと考えられる。なお，第8・9層は住居内土坑（P4）の覆土である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　極暗褐色

ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物・焼土　6　暗　褐　色

粒子微量
ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　7　暗　褐　色
ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　8　褐　　色
ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　9　黒　　色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒
子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック多量，貼床の様に硬い
灰多量

遺物出土状況　土師器片132点（杯30，嚢102），須恵器片44点（杯33，蓋4，嚢7），礫3点が，南壁寄りの覆

土上層から下層を中心に出土している。第69図319は南西コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

ミ一丁「‥‾‾了二ノ

第69図　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第69図）

10cm
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番号種別券種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

318土師器杯［13．0］（3．0）－長石・石英
橙普通休部外面へラ削り，内面へラ磨き覆土5％　内・外面黒色処理

319土師器襲［12．5］（5．2）－長石・石英・雲母にぷい赤褐・黒褐
普通休部外面ナデ，内面へラナデ南西コーナー部覆土中層5％

第29号住居跡（第70図）

位置　調査I区北西部のBla5区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　中央部から南東壁にかけて第30・31号住居跡に掘り込まれている。また，北東壁から南東壁にかけ

て撹乱を受けている。

規模と形状　長軸4．73m，短軸4．60mの方形と推定され，主軸方向はN－340－Wである。壁高は3～8cmで，

ほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部を踏み固められている。

炉　中央部より北西壁際に炉跡と考えられる焼土範囲を確認した。覆土がほとんど残存していないが，炉跡と

考えられ，規模は長径50cm，短径40cmの不整楕円形である。炉床部はほとんど掘りくぼめられず，火熱による

赤変はみられるが，硬化していない。

ピット1か所。主柱穴は確認されていない。Plの深さは42cmで，性格は不明である。

覆土　単一層で堆積状況は不明である。

土層解説

1暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片107点（杯17，嚢90），須恵器片6点（杯4，蓋1，嚢1）が出土している。第70図

320は北コーナー部寄りの床面直上から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から5世紀末葉と考えられる。
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第70図　第29号住居跡・出土遺物実測図

第29号住居跡出土遺物観察表（第70図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

320 土師器 要 ［12．2］ （7．0） － 長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 北コーナー部床面直上 10％

第32号住居跡（第71図）

位置　調査I区北西部のBIc5区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北東壁が第81号土坑の西側を掘り込み，北西壁から南東壁にかけて撹乱を受け，そのほとんどは調

査区城外に延びる。

規模と形状　長軸6．21m，短軸2．38mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－340－Wである。壁高は18～31cmで，各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，Pl・P2付近を中心に踏み固められている。また，壁溝が周回している。

炉　確認されていない。

ピット　2か所。Plは主柱穴で，深さ76cmである。P2はPlと規模が異なり，性格は不明である。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　3　暗　褐　色
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

－74－

ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子
微量



言霊褐富　呂：票譜書芸㌔豊温子微量　冒霊褐富　呂：霊詣讃票莞濡票雷

遺物出土状況　土師器片70点（杯5，嚢65），須恵器片1点（杯）が出土している。第71図321・322は南西部

の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から5世紀末葉と考えられる。

第71図　第32号住居跡・出土遺物実測図

第32号住居跡出土遺物観察表（第71図）
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番号種別器種口径森高底径胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

321土師器杯，［12．2］（4．7）－長石・雲母赤褐普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り南西部覆土5％

3‾22土師器嚢［11．5］（4．5）－長石・石英‘赤普通口縁部横ナデ，体部外面へラ削り南西部覆土5％

323土師器嚢［16．3］（3．6）－
雲母・長石橙普通口縁部横ナデ 覆土 5％　内面剥離

第33号住居跡（第72図）

位置　調査I区北西部のBlb4区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している○

規模と形状　北東壁と東コーナー部付近を除いて調査区城外に延び，長軸3．80m，短軸1・50mほどが確認されて

－75－



いる。平面形は方形または長方形と推定され，主軸方向はN－370－Wである。壁高は36cmほどで，各壁とも

垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，北東壁と東コーナー部付近に8～10cmほどの落ち込みが認められる。踏み固められた

部分は明確ではない。

炉　確認されていない。

ピット　1か所。Plは主柱穴で，深さ76cmである。

覆土10層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で，住居廃絶時に埋め戻されたと考えられる。な

お，第8～10層はPlの覆土である。

土層解説
1黒　褐　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量　　6　褐　　　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　微量
3　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量　　　7　褐　　色　　ローム小ブロック多量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘　8　極暗褐色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　　　色　　ローム小ブロック中量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　10　褐　　色　　ローム中ブロック中量

遺物出土状況　土師器片408点（杯42，嚢366），須恵器片15点（杯6，蓋2，嚢7），土製品1点（球状土錘），

石器1点（砥石），鉄製品1点（不明），礫5点が出土している。第72図324は南東部の覆土中層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から5世紀後葉と考えられる。

④
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詔説彗距
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第72図　第33号住居跡・出土遺物実測図
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第33号住居跡出土遺物観察表（第72図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 ． 焼成 手法 め特徴 出土位 置 備考

324 土師器 ゴ不 ［13．0］ （4．3） ［7．2］ 長石 ・石英 明赤褐 普通 口緑 部横 ナ デ，体部外 面へ ラ削 り 南東部覆土 中層 20 ％

番号 器種 長 さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

325 球状 土錘 2．4 2．5 0．6 9．8 土製 ナデ 南東部覆土 中層 一部剥 離

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特琴 出土位置 僅考

326 砥 石 4．5 3．1 2．5 58．9 砂岩 全面使用 南東部覆土 中層

第35号住居跡（第73・74図）

位置　調査I区北西部のBle7区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北西壁が第34号住居跡の南部を掘り込み，北部を第36・37号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．36m，短軸3．63mほどが確認され，平面形は長方形と推定される。主軸方向はN－1170－

Wである。壁高は7～15cmで，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は重複のため明確ではない。

竃　南西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1～

3層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで122cm，袖部最大幅112cm，壁外への掘り込みは6cmであ

る。火床部は8cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けているが，赤変硬化していない。また，煙道部は火床部か

ら緩やかに立ち上がったあと，ほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　　ローム中ブロック・焼土小ブロック・砂粒中量，

炭化粒子・粘土小ブロック少量
2　明赤褐色　砂粒多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・

粘土小ブロック中量，炭化粒子少量

3　にぷい褐色　　粘土小ブロック・砂粒多量，ローム中ブロック・
焼土小ブロック中量，炭化粒子少量

4　褐　　　色　　ソフトロームブロック

5　褐　　　色

6　赤　褐　色

7　赤　褐　色

8　にぷい赤褐色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

ハードロームブロック
焼土ブロック

焼土中ブロック多量，炭化粒子少量
焼土中ブロック多量，炭化粒子少量
焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少量
ローム中ブロック中量

ピット　2か所。主柱穴はPl・P2で，深さは22～42cmであり，他は重複のため検出されていない。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片255点（杯35，嚢216，甑4），須恵器片24点（杯15，蓋4，嚢5），礫2点が，西コー

ナー部と南東壁付近を中心に出土している。第73図327は南東壁寄りの覆土上層から下層，328は南部覆土下層，

第74図330・333は南東壁の覆土中層，332は覆土上層から中層にかけてそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀後葉と考えられる。
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第74図　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡出土遺物観察表（第73・74図）

0　　　　　　　　　　　10cm

「－‘－；　　］

番号 種別‘器種 口径 器高 底径 胎土 ． 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

327 土師器 杯 15．8 4．8 － 長石・石英・白色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南東壁上層～中層 95％　二次焼成　 P L40

328 土師器 杯 14．4 4．5
－

長石 ・石英 ・雲母 灰オリーブ 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南部覆土下層 60％　内・外面黒色処理PL40

329 土師器 鉢‘ ［18．4］ （9．8）
－

長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 口縁部外両横ナデ，体部内・外面へラ磨き 西コーナー部覆土上層 15％　外面黒色処理

軍0 土師器 嚢 ［26．7］ （6．3） －
石英・雲母・赤色粒子 にぷい黄褐 普通 口綾部横ナデ 南壁覆土中層 5％　 輪積み痕

331 土師器 嚢 ［22．1］ （6．5） － 石英・雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 ロ縁部横ナデ，体部内面へラナデ 南東部覆土上層 5％

332 土師器 甑 血 7］ （18．5） － 石英・雲母 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 南東壁上層～中層 15％　 輪積み痕

333 土師器 甑 －
（18．2） ［8胡 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ磨き，内面今ラナデ 南東壁覆土中層 10％　 輪積み痕

334 土師器 甑 －
（8．9）・［12．6］石英 ・雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ磨き・ヘラ削り，内面へラナデ 西コーナー部覆土上層 5％

第39号住居跡（第75・76図）

位置　調査I区北西部のBlf8区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している○

重複関係　北東壁が第62号土坑を掘り込み，北コーナー部付近を第40号住居跡，中央部から西コーナー部にか

けて第41号住居跡と第63号土坑にそれぞれ掘り込まれている。第61号土坑と第5号溝との新旧関係は不明であ
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る。また，中央部より南側は撹乱を受けている。

規模と形状　長軸6．60m，短軸5．03mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－310－Wである。壁高は18cmで，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，PlからP2にかけての中央部が踏み固められている。

竃　確認されていない。

ピット　4か所。主柱穴はPl・P2で，深さは24～48cmである。P3・P4は性格は不明である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化
粒子微量

遺物出土状況　土師器片212点（杯42，嚢170），須恵器片29点（杯24，嚢4，壷1），礫2点が出土している。

第76図336は東部の覆土下層，337は南西部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の重複関係から6世紀前葉と考えられる。

第75図　第39号住居跡実測図
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第76図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表（第76図）

．・、寸、＿・∴葺二一二ゝ

予‾∴：
．　　　　　　　　　　　　　　　　－

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備 考

33 5 土 師 器 杯 ［15．2 ］ （4 ．3 ） － 長 石 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 体 部外 両へ ラ削 り，内面 へ ラ磨 き 覆 土 5 ％　 内 ・外 面 赤 彩

33 6 土 師 器 柑 －
（12 ．1 ） 5．0 長 石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 休部 外 面 へ ラ削 り後 ， ヘ ラ磨 き 東 部 覆 土 下 層 8 0 ％　　　　　 P L 42

33 7 須 恵 器 嚢 － （3 ．2 ） 長 石 ・石 英 灰 普 通 櫛 措 き波 状 文 南 西部覆 土上層 5 ％

第41号住居跡（第77図）

位置　調査I区北西部のBle7区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　第39号住居跡の西部分を掘り込み，西コーナー部から南部にかけて撹乱を受けている。

規模と形状　長軸2．74m，短軸2．65mほどが確認され，平面形は方形と推定される。主軸方向はN－150－Wで

ある。壁高は30cmほどで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃手前から南東壁にかけた中央部が踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1～

3・13層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで88cm，袖部最大幅78cm，壁外への掘り込みは24cmで

ある。火床部は3cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変している。また，煙道部は火床部から階段状に外

傾して立ち上がる。

竃土居解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色
4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　にぷい赤褐色

焼土粒子・粘土粒子少量
粘土粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子・粘土粒子多量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
焼土粒子‥灰中量
ローム小ブロック・焼土粒子微量

焼土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・灰少量

9　褐　　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

10　暗赤褐色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量
11暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
12　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　褐　　色　　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　暗　褐　色　炭化物・粘土粒子少量，輝土粒子微量
15　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは46～58cmである。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　黒　褐　色

ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片216点（杯31，賓185），須恵器片11点（杯5，嚢6），礫1点が出土している。第77図

344は南東壁寄りの覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀前葉と考えられる。
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第77図　第41号住居跡・出土遣物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表（第77図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位 置 備考

344 須 恵器 斐 － （10．8） － 砂粒 灰 普通 外面格子叩 き，内面同心円状叩 き 南東壁覆土 中層 5 ％

第44号住居跡（第78・79図）

位置　調査I区北西部のBl fO区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　竃が第42号住居跡の南東部，南西壁が第52号土坑の東部を掘り込んでいる。また，北西壁から中央

－82－



D

A
34．8m

17

第78図　第44号住居跡実測図

－‾・∴

一83－

2m

ト一一一一一一一

0　　　　　　　　　　　1m

！　　　ト　」



部にかけて第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．97m，短軸6．82mの方形で，主軸方向はN－260－Wである。壁高は34～40cmで，各壁とも

ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，各壁際付近を除いて踏み固められており，南西壁付近と東壁付近，P5付近に焼土塊が確認され

ている。また，壁溝が仝周している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部と天井部の一部と煙道部が残存している。天井部は

一部が崩落しており，第1～4層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで110cm，袖部最大幅82cm，

壁外への掘り込みは36cmである。火床部は4cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変しているが硬化してい

ない。また，煙道部は火床部から垂直に立ち上がる。

竃土層解説
1灰黄褐色

2　灰黄褐色
3　灰黄褐色

4　灰黄褐色
5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　灰　褐　色

8　灰　褐　色

ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，
焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土小ブ
ロック・砂粒微量
ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，炭化粒

子・粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量，粘土小ブロック・砂
粒微量

9　褐　　　色
10　黒　褐　色
11暗　褐　色
12　暗　褐　色
13　暗　褐　色

14　灰　褐　色

15　灰　褐　色

16　暗赤褐色

ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，粘土粒子微量17　暗赤褐色

砂粒中量，焼土粒子・粘土小ブロック少量，焼土
中ブロック微量

砂粒中量，焼土粒子微量
粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子少量
焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム中ブロック少量，焼土粒子・粘土小ブ

ロック・砂粒微量
ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，粘土小ブ
ロック微量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土小ブロック・粘土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子・砂粒微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは76～100cmである。P5は深さ49cmで，南東壁寄りの中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

Pl～P4土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ローム粒子微量

3　褐　　色 ローム小ブロック少量

覆土　9層からなり，多量の焼土ブロックとローム粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

ローム小ブロック・焼土中ブロック多量，炭化粒　5　褐　　色

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　色
ローム中ブロック・焼土粒子多量　　　　　　　　7　褐　　色
ローム小ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量　8　明　褐　色
ローム中ブロック多量，焼土小ブロック中量　　　9　明　褐　色

ローム大ブロック・焼土粒子中量
焼土大ブロック多量
ローム中ブロック多量，焼土中ブロック少量
ローム中ブロック多量，焼土粒子少量

ローム大ブロック中量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片1719点（杯314，高杯1，嚢1404），須恵器片46点（杯12，高台付杯1，嚢31，鉢1，

提瓶1），土製品1点（球状土錘），石製品2点（双孔円板1，勾玉1），礫5点が竃の東側と東コーナー部・

南コーナー部付近の覆土中層から下層を中心に出土しており，住居廃絶時に投棄された可能性がある。第79図

338は南東壁寄りの覆土中層，339は東コーナー部の覆土中層，340は竃付近と南壁際の覆土下層，342はPl南

側の覆土中層，343は竃左袖部脇と南コーナー部の覆土上層から床面直上にかけてそれぞれ出土している0

348・349の石製模造品は埋め戻し時に流れ込んだ可能性が高い。

所見　本跡は住居廃絶時に人為的に埋め戻されている。時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀後葉と考

えられる。
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第79図　第舶号住居跡出土遺物実測図

第舶号住居跡出土遺物観察表（第79図）
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番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

338土師器坤こ11．84．5－石英・雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通
休部外面へラ附）後へラ磨き，内面へラ磨き南東壁寄り覆土中層100％　内面黒色処理PL40

339須恵器提瓶－（9．5）－
長石・石英・4億黄灰普通休部外面カキ日 束コーナー部覆土中層5％

340土師器賓［19．9］（19．0）－長石・石英・雲母
にぷい褐灰普通体部外面へラ削り 竃脇・両壁下層20％

341土師器賓［20．7］（6．1）石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部外・内面へラナデ 覆土 5％　輪積み痕

342土師器要加2］（3．9）－石英・雲母・赤色粒子にぷい黄橙
普通ロ緑部横ナデ Pl南側覆土中層5％

343土師器嚢－
（8．5）7．8長石・雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通体部外面へラ削り 寵袖部・南コーナー上層～床直10％

番号器種長さ幅孔径重量材質 特徴 出土位置 備考

345球状土錘2．96 2．94 0．90 （15．4）土製 ナデ P2東側覆土下層一部欠損
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番 号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

348 双孔 円．板 2．30 （1．92） 0．34 （2．26） 滑石 孔径0．20　 周縁部面取 り，磨 き 北東部確認面 半分欠損　 P L 66

34 9 勾 玉 3．00 2．80 0．51 5．70 滑石 孔径0．21 周縁部面取 り，磨 き ・ 北部覆土 中層 P L 66

第47号住居跡（第80図）

位置　調査I区北西部のBlhO区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　西コーナー部が第64A号土坑の東部，北東部が第182号土坑を掘り込んでいる。また，西コーナー

部から東コーナー部にかけて溝状に撹乱を受けている。

規模と形状　長軸5．62m，短軸5．55mほど確認され，平面形は方形で，主軸方向はN－260－Wである。壁高は

33～35cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，南コーナー部付近と北東壁際を除いて踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。東袖部と天井部の一部や煙道部は残存しているが，西袖部

は撹乱を受け，天井部の前方は崩落しており，第1～3層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで

140cm，残存している袖部最大幅64cm，壁外への掘り込みは50cmである。火床部は4cmほど掘りくぼめられ，

火熱を受けて赤変しているが，硬化していない。また，煙道部は火床部から階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　にぷい褐色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　10　褐　　色
粘土ブロック多量，ローム小ブロック・砂粒中量，

炭化粒子少量，焼土粒子微量
粘土ブロック中量，焼土粒子微量
ローム小ブロック中量，砂粒少量，焼土粒子・炭
化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

砂粒多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

11暗赤褐色

12　にぷい赤褐色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色

15　褐　　　色

16　暗　褐　色

17　褐　　　色

18　褐　　　色

砂粒多量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土
ブロック少量
焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック微量

ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量
ローム小ブロック微量
ローム小ブロック少量

ピット　4か所。主柱穴はPl・P2で，深さは44・75cmである。P3は間仕切りに伴うピットと考えられる。

P4は深さ27cmで，南東壁寄りの中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

P4土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　　ローム4、ブロック少量

覆土12層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。また，第12層は壁溝の土層である。

土層解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

色　　ローム中ブロック中量
色　　ローム4、ブロック少量
色　　ローム小ブロック中量

色　　ローム中ブロック少量
色　　ローム大ブロック少量
色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　灰　褐　色

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11黒　褐　色

12　褐　　　色

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム大ブロック少量
ローム小ブロック少量

遺物出土状況　土師器片323点（杯72，嚢250，甑1），須恵器片15点（杯10，嚢5），土製品1点（勾玉），礫

1点が出土している。第80図350は東部の覆土中，351は南西部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀前葉と考えられる。
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第47号住居跡出土遺物観察表（第80図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

350 土師器 杯 ［13．0］ （4．0） － 石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 口縁部横 ナデ，体部へ ラ削 り 東部覆土 15％

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特徴 出土位置 備 考

351 勾玉 （2．42） 0．78 0．75 （1．14） 土製 孔径0．30 南西部 覆土 両端部欠損

第49号住居跡（第81～83図）

位置　調査I区北西部のB2h2区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　西部が第86号土坑の東部を掘り込み，北西壁と竃の一部を第48号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．00m，短軸4．82mの方形で，主軸方向はN－150－Wである。壁高は40～52cmで，各壁とも

ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，各コーナー部付近を除いて踏み固められている。また，壁溝は仝周している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。西部分を第48号住居跡に掘り込まれているが，天井部の一

部と煙道部・両袖部は残存している。天井部の崩落土は第1～7層が相当する。規模は焚口部から煙道部まで

116cm，袖部最大幅142cm，壁外への掘り込みは30cmである。火床部はほとんど掘りくぼめられず，火熱を受け

て西袖付近を中心に赤変しているが，硬化していない。また，煙道部は火床部から階段状に立ち上がる。

完土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　にぷい黄褐色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　にぷい赤褐色

粘土粒子中量，炭化粒子微量
焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，焼土粒子微量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子微量
粘土粒子中量，焼土小ブロック微量
粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

10　極暗褐色
11暗赤褐色
12　暗赤褐色
13　暗　褐　色

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・砂粒少量，粘土中ブロック微量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
焼土粒子・粘土粒子中量

焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは55～69cmである。P5は深さ29cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　26層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　黒　褐　色

13　灰　褐　色

ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
ローム中ブロック少量
ローム中ブロック少量

焼土粒子中量，焼土小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，粘
土粒子微量
ローム小ブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒
子微量
ローム小ブロック少量

ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・砂粒少量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

14　灰　褐　色
15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

17　灰　褐　色
18　暗　褐　色
19　暗　褐　色
20　暗　褐　色
21暗　褐　色

22　暗　褐　色
23　暗　褐　色
24　暗　褐　色
25　褐　　　色

26　暗　褐　色

ローム中プロ

ローム4、プロ

ローム粒子・

ローム粒子・

ローム中プロ

ローム粒子・

ローム小プロ

ローム粒子・

ック少量
ック微量
砂粒少量，焼土粒子微量
焼土中ブロック少量

ック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子少量
ック・焼土中ブロック・砂粒少量
砂粒少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量
ローム中ブロック・焼土小ブロック少量，炭
化粒子・砂粒微量

ローム小ブロック・砂粒少量，焼土粒子・粘
土粒子微量

遺物出土状況　土師器片1597点（杯239，椀1，鉢2，嚢1352，甑2，手淫土器1），須恵器片64点（杯23，椀

2，蓋23，嚢15，直口壷1），石器1点（紡錘車），金属製品9点（青銅製柄杓1，鉄1，釘1，不明6），礫

9点が北西壁から中央部の覆土上層から下層を中心に出土している。遺物の多くは住居廃絶時に投棄された可

能性が高い。第82図352は南壁寄りの覆土上層とP3の覆土下層，353は北東部の覆土中と南東部の覆土下層，
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354は北東壁寄りと西コーナー部の覆土中層から出土したものが接合している。356は竃右袖部の補強材として

使用されている。また，猿投窯産（岩崎41号窯式）の346は南東壁際の覆土中層，359は竃左袖部脇の覆土下層，

第83図362は西壁際の覆土下層，364は中央部の覆土下層，367は南西壁際の覆土下層から潰れた状態でそれぞ

れ出土している。特に，367の青銅製柄杓は住居跡から出土した例としては県内では最初である。さらに，

355・357は埋め戻し時に流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀後葉と考えられる。青銅製柄杓が出土していることから，

7世紀後葉に営まれていた集落の中心的住居であった可能性が高い。

二 去；≡＿

第82図　第49号住居跡出土遺物実測図（1）
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第83図　第49号住居跡出土遺物実測図（2）



第49号住居跡出土遺物観察表（第82・83図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 ・ 出土位置 備考

352 土師器 杯 14．2 4．0 － 石英・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南部上層 ・P 3下層 75％　　　　　　　　　 P L 40

353 土師料 杯 ［10．1］ 3．6 ［5．8］石英 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラ磨き 北東部覆土・南東部下層 40％　 内・外面黒色処理　 P L 40

354 須恵器 蓋 ［17．1］ （2．0） － 石英 黄灰 普通 体 部外 面回転へ ラ削 り 北東壁・西コーナー中層＿25％

355 土師器 椀 ［17．8］ （6．0） － 長石 ・石英 灰黄褐 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り 中央部覆土下層 5％

356 土師器 鉢 ［22・チ］ 17．8 8．2 長石・雲母・摘 抒 橙 普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削り・ 竃右袖部内 70％　　　　　　　　　 P L 42

357 土師器 襲 －
（5．4） ［叫 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部 へラ削 り 南西壁 際覆土上層 30％

358 土師器 嚢 ［23．2］ （15．0） － 長石 ・石英 ・雲母 にぷい黄橙 普通 ロ緑部横ナデ，体部へラナデ 竃右袖部脇覆土中層 10 ％

359 土師器 嚢 ［22．7］ （15．2） － 石英・雲母・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 竃左袖部脇覆土下層 10 ％

346 須恵器 直口壷 － （7．4） － 長石 灰黄褐 良好 体部外面下端回転へラ削 り 南壁覆土 中層 40％ 内・外面自然粕 猿投窯産（岩願1号）

360 土師器 甑 ［28．8］ 28．9 ［11．4］石英・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面 へラ磨 き 東部覆土上層～中層 15％

361 土師器 手控土器 － （1．7） 3．7 雲母 橙 普通 体部外面 ナデ，指 頭痕 南 西壁覆土 ？0％

番号 券種 上面径 下面径 厚 さ ． 孔径 重量 材質 特徴 出土位直 備考

362 紡錘車 ‾ 4．3 3．1 2．0 0．8 50．8 粘板 岩 ナデ 南西壁覆土下層 95％　 上面周縁一部欠損　P L 68

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特 徴 出土 位 置 備 考

36 3 鉄 （9．1） （0．7） 0．4 ． （ 5．4） 鉄 茎 部 断面 長 方形 西 コ ー ナ ー部 覆 土 中層

36 4 釘 （14 ．0） 0．6 0 ．5 （2 1 ．5 ） 鉄 頭 部 欠 損 ， 断面 長 方 形 中 央 部 覆 土 下 層 P L 6 9

3 6 5 不 明製 品 （20 ．5） 1．4 0 ．9 （8 4 ．8 ） 鉄 頭 部 欠 損 ， 断面 長 方 形 南 西壁 覆 土 中 層 P L 6 9

3 6 6 不 明 製 品 （9．2） 0．5 0 ．5 （ 6．7） 鉄 頭 部 欠 損 ， 断面 方 形 P 4 覆 土

3 6 7 柄 杓 （20 ．5 ） 12 ・写 白．「 （14 8．1 ） 青 銅 柄 部 欠 損 南 西 壁 際 覆 土 下 層 P L 6 9

第52号住居跡（第84・85図）

位置　調査I区北西部のB2j4区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

規模と形状　北西コーナー部から南東コーナー部にかけての中央部に撹乱を受けている。平面形は長軸6．14m，

短軸6．08mの方形で，主軸方向はN－100－Wである。壁高は30～40cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北東コーナー部と南壁際の一部を除いて，踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部の一部と煙道部・両袖部は残存し，天井部の崩落土は

第5～9層が相当する。規模は焚口部から煙道部まで100cm，袖部最大幅76cm，壁外への掘り込みは22cmであ

る。火床部は2cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変しているが硬化していない。また，煙道部は火床部

から垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，砂粒微量
2　灰　褐　色　　ローム粒子・砂粒少量

3　灰　褐　色　　ローム小ブロック・砂粒少量，焼土粒子微量

11暗赤褐色

12　明赤褐色
4　暗　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量
5　にぷい褐色　　ローム中ブロック・砂粒少量，粘土小ブロック微量　13　にぷい褐色

6　灰　褐　色　　粘土小ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量，焼
土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　14　暗赤褐色

7　にぷい赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂15　暗　褐　色
粒少量，粘土小ブロック微量　　　　　　　　　16　暗　褐　色

8　にぷい黄褐色　粘土大ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　17　褐　　色
9　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量　18　暗赤褐色

10　にぷい褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

ー92－

焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒
子・粘土粒子・砂粒少量
焼土中ブロック多量，炭化粒子・砂粒中量，
ローム粒子・粘土粒子少量

砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量，焼土
粒子微量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子・粘土大ブロック少量

粘土粒子少量
粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子少量



ピット　3か所。主柱穴はPl・P2で，深さは50・58cmである。P3は深さ24cmで，南壁寄りの中央部に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土15層からなり，ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である0

土居解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム大ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック微量

ローム中ブロック少量

ローム大ブロック少量

9　暗　褐　色
10　褐　　　色
11暗　褐　色

12　灰　褐　色
13　暗　褐　色
14　褐　　　色
15　黒　褐　色

山I l亜

ローム大ブロック少量，焼土粒子微量
ローム大ブロック微量
ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

砂粒中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム大ブロック少量

ローム粒子微量
ローム粒子少量
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遺物出土状況　土師器片625点（杯104，鉢16，嚢505），須恵器片45点（杯18，襲27），土製品3点（球状土錘

3），石器1点（砥石），礫8点が出土している。第85図368は西壁寄りの床面直上，369は竃右袖部脇の床面直

上，370は覆土下層，371は東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。これらの遺物は住居廃絶時に投棄

された可能性が高い。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

第85回　第52号住居跡出土遺物実測図

第52号住居跡出土遺物観察表（第85図）

⊂⊃

5cm

L＿＿＿＿＿＿」　　」

10cm

ト一一　‥　十一　一」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

368 土師器 杯 ［14．0］（4．6） 雲母 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き西壁寄り床面直上30％

369 土師器 杯 ［12．6］ （3．8） 雲母・長石 にぷい黄橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラ磨き 竜右袖部脇床面直上45％

370 土師器 鉢 19．1 11．0 8．8 長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラナデ 竃右袖部脇覆土下層70％

371 土師器 襲 13．2 12．0 7．0 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ東壁寄り覆土下層60％
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番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 廟考

372 球状土錘 3．08 2．97 1．03 （23．1） 土製 ナデ P 3脇覆土中層 一部欠損

373 球状土錘 2．71 2．76‾ 0．75 （15．5） 土製 ‘ナデ ‘東壁寄り覆土上層 一部摩滅

374 球状土錘 2．95 （2．53） 0．70 （14．7．） 土製 ナデ 竃右側覆土上層 一部欠換

番号 器種 長さ 幅 厚 さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

375 砥石 14．7 5．4 ．3．1 400．0 砂岩 四面使用 南壁覆土下層 P L 68

第57号住居跡（第86・87図）

位置　調査I区北西部のBlh9区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　東壁が第64B号土坑の西部を掘り込んでいる。また，北西部を第55号住居跡に，南東部を第58号住

居跡と第58号土坑にそれぞれ掘り込まれている。第84号土坑との新旧関係については不明で，南西部は調査区

城外に延びる。

規模と形状　長軸6．65m，短軸6．20mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－130－Wである。壁高は32～38cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部分を踏み固められている。また，壁溝が周回し，P4に間仕切り溝が確認された。

炉　北壁寄りの中央部に付設されている。長径80cm，短径40cmのほぼ楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた

地床炉である。炉床および炉壁は，火熱を受けて硬化している。
l

炉土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック中量，炭化粒子少量

ピット　8か所。主柱穴はPl～P3で，深さは40～44cmである。P4～P6は深さ35～55cmで，主柱穴の北側と南側

に規則的に配列されていることから補助的な柱穴と考えられるが，明確ではない。P7・P8は性格不明である。

Pl土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子微量

P2土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

P3土層解説
1褐　　　色　　ローム小ブロック中量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

覆土14層からなり，ロームブロックを多く含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

ローム中ブロック中量，炭化粒子微量
ローム中ブロック・焼土粒子少量

ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中ブロック多量
ローム小ブロック少量
ローム大ブロック中量

ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色
10　暗　褐　色

11暗　褐　色
12　褐　　　色
13　暗　褐　色

14　褐　　　色

ローム中ブロック少量
ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，炭化材微量
ローム大ブロック中量
焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・炭
化物少量
ローム大ブロック少量

遺物出土状況　土師器片567点（杯147，嚢420），須恵器片24点（杯19，嚢5），礫2点，炭化材が中央部を中心

に出土している。第87図377は南部の覆土上層から中層，378は南東部の覆土上層，379は東部の覆土上層から中

層，380はP3の覆土中からそれぞれ出土している。これらの遺物は埋め戻し時に投棄された物と考えられる。

所見　多量の土器片と焼土塊・炭化材が検出された焼失住居であり，人為堆積であることから，火災時に埋め

戻されたものと考えられる。時期は，出土土器及び遺構の形態から5世紀末葉と考えられる。
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第87図　第57号住居跡出土遺物実測図

第57号住居跡出土遺物観察表（第86・87図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

［＿＿　　i　　　－」

番号種別器種口径 器高底径 胎土 色調 焼成 r　手法の特徴 出土位置 r備考

377土師器杯［14．0］（7．2）
－

畢 にぷい黄橙掌通体部外面へラ削り，内面へラ磨き南部上層～中層20％　内・外面赤彩

378土師器杯［14．0］（5．6）－石英 浅黄橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き南東部覆土上層10％　内・外面赤彩

379土面器杯［14．8］（4．5）－石英 浅黄橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き東部上層～中層15％　内・外面赤彩

380土師器嚢［26．6］（23．5）－長石・石英・雲母・小礫 橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ P3覆土 35％

第61号住居跡（第88～90図）

位置　調査I区北西部のB2j2区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北西部が第59A号住居跡の南東部を，南西部が第63号住居跡の北東部をそれぞれ掘り込んでいる。

また，西コーナー部を第59B・60号住居跡に，南コーナー部を第62号住居跡に掘り込まれている。さらに，北

コーナー部付近は撹乱を受けている。

規模と形状　平面形は長軸6．30m，短軸6．16mの方形で，主軸方向はN－340－Wである。壁高は34～42cmで，

各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，東コーナー部付近を除いて踏み固められている。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第2・

3・5・6層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで86cm，袖部最大幅82cm，壁外への掘り込みは30

cmである。火床部は6cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変しているが硬化していない。また，煙

道部は火床部から緩やかに外傾し，のち垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・

砂粒少量
砂粒中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・
炭化粒子少量

砂粒中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・
炭化粒子少量

－97－

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブ
ロック・砂粒少量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック・砂粒中量，ローム小ブロッ
ク・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼
土中ブロック・炭化粒子少量
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7　極暗褐色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・10　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子・炭化粒子少量
焼土小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量　11褐　　　色　　ローム粒子多量
ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・
砂粒少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは50～113cmである。P5は深さ24cmで，南東壁寄りの中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　9層からなり，多量のロームブロックと焼土ブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積で

ある。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム大ブロック多量，焼土小ブロック・炭化物　5　暗　褐　色
少量

ローム大ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒　6　褐　　色
子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　　　色
ローム大ブロック多量，焼土小ブロック微量

ローム大ブロック・炭化材多量，焼土中ブロック　8　暗　褐　色

ローム中ブロック多量，焼土小ブロック・炭
化物中量
ローム中ブロック・粘土粒子・砂粒多量
ローム大ブロック多量，炭化粒子中量，焼土
小ブロック少量

ローム小ブロック多量，炭化物少量
少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片1178点（杯174，嚢1004），須恵器片36点（杯26，嚢9，長頸瓶1），土製品1点（突

起支脚），石製品1点（臼玉），鉄製品2点（刀子1，鈷1），礫9点が竃右側と中央部付近の覆土中層から下

層を中心に出土している。これらの遺物は住居廃絶時に投棄された可能性が高い。第89図381は竃内，383はP

l脇の床面直上，385は竃右袖部脇の床面直上，第90図384は竃右袖部脇の覆土中層，386は南東壁寄りの覆土

下層，347は竃右側の覆土下層，388は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。

ここ妄二：

第89図　第61号住居跡出土遺物実測図（1）
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第90図　第61号住居跡出土遺物実測図（2）

第61号住居跡出土遺物観察表（第89・90図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

3 8 1 ⊥岨 杯 ［15 ．1］ （4 ．9 ） － 長石 ・石英 にぷ い橙 普 通 体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き 竃 内 4 0％　 内 ・外面黒色処理

3 82 須恵器 杯 － （3 ．5 ） 長石 黄 灰 普 通 体部外面へラ削り 南 西 部 覆土 3 0 ％

3 83 土師器 嚢 13 ．9 （12 ．8 ） － 石英 ・雲母・赤色粒子 明赤 褐 普 通 休部外面へラ削り，内面へラナデ P l脇 床 面 直 上 6 0 ％

3 84 土師器 嚢 ［14 ．0 ］ 13 ．3 7．6 長石 ・石英・相 子 橙 普 通 体部外面へラ削り，内面ナデ 竃右袖部脇覆土中層 3 0 ％　 輪 積 み痕

3 85 土師器 嚢 19 ．4 14 ．7 1 0．0 長石・石英・雲母・4礫 橙 普 通 体部外両へラ削り，内面ナデ 竃右袖部脇床面直上 8 0 ％　　　　　 P L 4 4

38 6 土師器 嚢 － （2 0．8 ） 8．5 長石・石英 にぷい黄橙 普 通 休部外面へラ削り，内面へラナデ 南東壁覆土下層 4 5％　 器面 剥柾　 黒斑

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特 徴 出 土 位 置 備 考

38 7 突 起 支 脚 （11．0 ） （10 ．0 ） （4．8 ） （3 10．0 ） 土 製 脚 部 外 面 へ ラナ デ 南西壁寄 り覆土中層 一 部 器 面 剥 従

34 7 臼 玉 0．4 7 0 ．4 8 0．4 1 0 ．14 滑 石 孔 経 0 ．18 ， 磨 き 竃 右 側 覆 土 下 層 P L 6 6

38 8 刀子 （8 ．7 ） 1 ．5 0．4 （1 1．0 ） 鉄 刀 身部 断 面 三 角 形 ， 茎 部 断 面 長 方 形 中央 部 覆 土 下層

38 9 錯 ヵ （14 ．0 ） 0 ．9 0．85 （46 ．6 ） 鉄 先 端 部 欠損 ， 断 面 長 方 形 北 東 壁 床 面 直 上 P L 6 9
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第63号住居跡（第91・92図）

位置　調査I区中央部のC2al区に位置し，舌状台地西部の平坦地に立地している。

重複関係　北コーナー部から東コーナー部にかけて，第59B～62号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．75m，短軸4．63mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－280－Wである。壁高は22～35cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部は踏み固められている。また，壁溝が周回している。

炉　北西壁寄りの中央部に付設されている。長径62cm，短径32cmのほぼ楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめ

た地床炉である。炉床および炉壁は，火熱を受けて赤変しているが，硬化していない。

第91図　第63号住居跡実測図
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ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは75～77cmである。P5は深さ34cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　6層からなり，ロームブロックを多量に含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1褐　　色　　ローム中ブロック多量，炭化物少量
2　褐　　色　　ローム大ブロック多量，焼土小ブロック・炭化粒

子少量

3　褐　　　色　　ローム小ブロック多量

4　暗　褐　色　　ローム大ブロック多量，炭化材中量，焼土中
ブロック少量

5　褐　　　色　　ローム中ブロック多量

6　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量，焼土小ブロック・炭化物中量

遺物出土状況　土師器片160点（杯9，壷1，襲150），須恵器片10点（杯10），礫2点が中央部の炉付近を中心

に出土している。第92図390は炉内，391は炉南側の床面直上からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から5世紀後葉と考えられる。

第92図　第63号住居跡出土遺物実測図

第63号住居跡出土遺物観察表（第92図）

10cm

」　；　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 単調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

・390土師器璽E －（29．5）6．0長石・石英・雲母にぷい褐普通休部外面へラ削り 炉内75％　PL44

391 土師器嚢［22．8］［30．0］9．0長石・石英・小礫橙普通休部外面へラ削り，内面へラナデ炉南側床面直上30％

第68号住居跡（第93図）

位置　調査I区中央部のC2。3区に位置し，台地の中央部に立地している。

重複関係　第7号溝に西コーナー部付近から中央部にかけて掘り込まれており，本跡東側の大部分は撹乱をう

けている。

規模と形状　長軸3．83m，短軸1．22mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－27。－Wである。壁高は16～30cm程で，壁はほぼ垂直に立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，壁溝が周回している。

ピット　26か所。主柱穴はPlが相当し，深さは66cmである。P2・P3は性格不明である。その他のピット

は壁構内から確認されていることから壁柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり、ロームブロックを多量に含むことから人為推積である。

苦層雷説褐色。＿ムブ。ツク多量，炭化物中量，焼土ブ。ツク少量。暗褐色。－ムブ。ツク中量・焼土粒子・炭化物少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片72点（杯9，嚢63），土製品1点（球状土錘）が出土しており，ほとんどが細片であ

るため図示できたものは第93図700のみであり，Pl南側のは覆土中層から出土している。

所見　本跡は堆積状況から廃絶後人為的に埋め戻されたもので，出土土器から時期は6世紀代と考えられる。

⑭l撹乱雪

第93図　第68号住居跡・出土遺物実測図

第68号住居跡出土遺物観察表（第93図）

0　　　　　　　　　　　　2m

［二二±「定一二二∃

0　　　　　　　　　　　5cm

h　　　」

番 号 器種 長 さ 幅 孔径・ 重皇 材 質 特徴 出土位 置 備考

700 球状土錘 3．6 3．4 0．8 39．8 土製 ナデ P l南側覆土 中層

第69号住居跡（第94図）

位置　調査I区中央部のC2。2区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　北コーナー部付近で第7号溝と重複しているが新旧関係は不明である。また，南西部は調査区域外

に延びる。　　　　　　　　　′

規模と形状　長軸8．04m，短軸3．96mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－330－Wである。壁高は22～28cmで，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は明確でなく，壁溝が周回しており，北西壁と北東壁側には間仕切り溝

が確認された。また，全面にわたって多量の焼土塊と炭化材が出土している。

炉　確認されていない。

ピット10か所。主柱穴はPl・P2で，深さは56・69cmである。P3～PlOは深さ6～45cmで，性格は不明

である。
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覆土　4層からなり，ロームブロックと焼土ブロックを多量に含み，層位の逆転がみられる人為堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化物少量　3　暗　褐　色　ローム大ブロック・焼土小ブロック・炭化物中量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック多量，焼土中ブロック少量，炭　4　黒　褐　色　ローム中ブロック中量

化物微量

遺物出土状況　土師器片221点（杯38，高台付杯1，椀1，嚢181），礫5点が出土している。第94図393は南東

壁寄りの床面直上から出土している。392は埋め戻し時に流れ込んだものと考えられる。

所見　多量の焼土と炭化材が確認された焼失家屋であり，人為的に埋め戻されている。時期は，出土土器及び

遺構の形態から5世紀末葉と考えられる。

第94図　第69号住居跡・出土遺物実測図

第69号住居跡出土遺物観察表（第94図）

0　　　　　　　　　　　2m

l＿＿　・一一・一i

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l－　‥－11－　1

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成手法の特徴 出土位置 備考

392 土師器杯［13．0］（4．5）－
長石・石英・雲母 橙普通休部外面へラ削り，内面へラ磨き北東部覆土20％　二次焼成

393 土師器椀［9．7］7．7 3．7長石・石英・赤色粒子にぷい黄橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き南東壁床面直上70％　二次焼成

第82C号住居跡（第95・96図）

位置　調査I区中央部のC2f5区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　北壁部分を第5号小竪穴遺構，中央部から両壁にかけて第82A・82B・83号住居跡，第196号土坑

にそれぞれ掘り込まれている。また，第96・97号土坑との新旧関係は不明である。
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第95図　第82C号住居跡実測図
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規模と形状　平面形は長軸6．35m，短軸6．30mの方形で，主軸方向はN－OO　である。壁高は30～40cmで，各

壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，北壁寄りの中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されていたが，第5号小竪穴遺構に掘り込まれており，右袖部の一部のみ

残存しているだけである。左袖部と天井部は崩落しており，第1～3層がこれに相当する。規模は不明である

が，火床部はほとんど掘りくぼめられず，火熱による赤変はみられない。

竃土居解説
1暗　褐　色　　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量，ローム粒子微量　　　5　暗赤褐色　　焼土粒子多量，粘土粒子・灰少量
3　暗　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子・灰少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは34～59cmである。P5はP3の補助的な柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土居解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量　　　　　4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片65点（杯16，嚢49），須恵器片6点（杯3，賓3），礫1点が出土している。第96図

394は北壁際の覆土下層，395は覆土中層，396は床面直上からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀復業と考えられる。

第96図　第82C号住居跡出土遺物実測図

第82C号住居跡出土遺物観察表（第96図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L二一一一　l　　二二∃

番号種別 券種 口径 器高 底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

394 土師器 ゴ不 11．3 4．8 －石英・赤色粒子・白色粒子橙普通口綾部横ナデ牒部へラ磨き，内面暗文北壁覆土下層95％か外面黒色処理二次焼成PL40

395 土師器 杯 13．5 4．0 －長石・雲母 灰褐普通体部へラ磨き，内面暗文 北壁際覆土中層75％内・外面黒色鯛　　　 PL41

396 土師器 杯 ［15．2］4．9 －雲母・赤色粒子 橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き北壁際床面直上50％

第85A号住居跡（第97～100図）

位置　調査I区中央部のC2g7区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　北東コーナー部を第3号小竪穴遺構，中央部から南壁にかけて第86号住居跡，西壁部分を第85B・

85D号住居跡，第4号小竪穴遺構，南東コーナー部を第159・193号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸5．92m，短軸5．68mの方形で，主軸方向はN－110－Wである。壁高は32～44cmで，

各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は明確でなく，壁溝が周回している。
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第97図　第85A号住居跡実測図
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竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1～6

層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで128cm，袖部最大幅142cm，壁外への掘り込みは20cmである。

火床部はほとんど掘りくぼめられず，火熱を受けて赤変しているが硬化していない。また，煙道部は火床部か

ら垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・粘土小　7　暗赤褐色
ブロック・炭化粒子少量
ローム小ブロック・粘土粒子少量　　　　　　　　　8　暗　褐　色
ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
粘土中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量　9　極暗赤褐色

粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土小10　褐　　色
ブロック・炭化粒子少量
粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土小11褐　　色
ブロック・炭化粒子少量

焼土ブロック中量，ローム小ブロック・粘土
小ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子微量
ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子・
炭化粒子微量
粘土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　9か所。主柱穴はPl～P4で，深さは54～62cmである。P5は深さ18cmで，南壁寄りの中央部に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。P6～P9は出入り口施設に伴う柱穴の可能性がある。

覆土15層からなり，暗褐色土を基調とし，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　9　暗　褐　色
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量　　　　　　　　　10　暗　褐　色
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　11暗　褐　色

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　12　暗　褐　色
6　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子13　暗　褐　色

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　褐　　　色
7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　15　暗　褐　色
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒
子・炭化物微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子微量
粘土粒子多量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化物少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片214点（杯28，壷1，嚢183，甑2），須恵器片29点（杯14，蓋1，壷1，嚢13），礫5

点が中央部から竃付近にかけての覆土上層から下層を中心に出土している。第98図397・第99図405・第100図

409は竃右袖部脇の覆土下層，第98図400は覆土中層，第99図407は覆土中層から下層，第98図398は竃左袖部脇，

399・401は南壁寄り，第99図408は中央部の南西寄り，第100図410は南西コーナー部寄りのそれぞれ覆土下層

からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀中葉と考えられる。
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第98図　第85A号住居跡出土遺物実測図（1）
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第99図　第85A号住居出土遺物実測図（2）
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第100図　第85A号住居跡出土遺物実測図（3）

第85A号住居跡出土遺物観察表（第98～100図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼．成 手法 の特徴 出土位置 備考

3 9 7 土師器 杯 15．0 5．0 － 砂粒 橙 普通 休部外面へラ削 り，内面ナデ 竃右袖部脇覆土下層 10 0％ 内 ．・外面漆仕上 げ　 P L 4 1

3 98 土師器 杯 13．8 5．3 － 白色粒子 にぷい黄橙普通 体部外面ベラ削 り，内面ナデ 竃左袖部脇覆土下層 10 0％ 内 ・外面黒色処理　 P L 4 1

3 99 土師器 ゴ不 14．8 4．2 － 雲母 ・赤色粒子 にぷい黄橙普通 体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ 両壁寄り覆土下層 100％口縁部摩滅 外面黒色処理　 P L 4 1

4 00 土師器 杯 14．6 4．5 － 砂粒 にぷい褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 竃右袖部脇覆土中層 75％内・外面漆仕上げ 底部外面剥離　 P L 4 1

4 0 1 土師器 杯 ［13．8］ 5．3 －
石英 ・雲母 浅貞 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南壁寄り覆土下層 4 5％　内 ・外面漆仕上 げ

4 02 土師器 ・＝土ゴ．宝玉 ［5．4］ 11．0 － 石英 ・雲母 黒 普通 ロ縁部から体部外面へラ磨き，中位へラ削り 覆土 95 ％ 輪積み痕　　　　 P L 4 2

4 03 須恵器 小壷 ［6．8］ （4．3） －
長右 ・石英 灰 普通 体部外面へラ削 り 竃右袖部脇覆土上層 20％

4 04 土師器 嚢 ［12．2］ 10．1 5．4 長石 ・石英 にぷい黄橙普通 口縁部横ナデ，体部外面へラ削 り 竃右袖部脇覆土上層 70％

4 05 土師器 嚢 12．8 14．5 6．0 砂粒 にぷい黄樫普通 口緑部横ナデ，体部外面へラ削 り 竃右袖部覆土下層 10 0％　　　　　　　　　　　 P L 43

4 06 土師器 嚢 13．8 15．4 6．8 長石・石英・相 子 橙 普通 口緑部横ナデ，体部外面へラ削 り 南西コーナー部覆土上層 95％　　　　　　　　　　　　 P L 43

40 7 土師器 嚢 18．9 （29．4） 7．6 石英・雲母・．相 子 にぷい橙 普通 体部上位へラげ，中位へラ磨き，下位へラ削り 竃右袖部脇中層～下層 3 5％

40 8 須恵森 嚢 ［24．8］ （4．6） － 石英・赤色粒子・4礫 灰 普通 内 ・外面灰オリーブの自然粕 中央部覆土下層 5％

40 9 土師器 甑 25．8 28．0 9．4 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面へ ラ削 り，内面 ナデ 竃右袖部覆土下層 90％　　　　　　　　　　　　 P L4 4

4 10 土師器 甑 23．5 25．2 7・P 長石・石英・示絶粒子・4礫 橙 普通 体部外面 ・内面へ ラナデ 南西コーナー部覆土下層 8 0％　　　　　　　　　　　 P L4 4

第94号住居跡（第101・102図）

位置　調査I区中央部のC2g9区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　北壁から東壁部分が第96住居跡の西側を掘り込み，北壁竃付近を第6号小竪穴遺構・第174号土坑，

北東コーナー部を第173号土坑，南西コーナー部付近を第176号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．04m，短軸4．02mほどが確認され，平面形は長方形と推定される。主軸方向はN－160－W

である。壁高は12cmで，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部付近は、厚さ6～8cmほどのロームで、貼床されている。

竃　確認されていない。

ピット1か所。Plは深さ26cmで，両壁寄りの中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。
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覆土　8層からなり，ロームブロックを多量に含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である0

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム大ブロック多量，焼土大ブロック少量
ローム中ブロック多量，炭化物中量
ローム小ブロック多量，炭化物中量

ローム大ブロック多量，炭化物中量，焼土大ブロ
ック少量

5　褐　　色　　ローム大ブロック多量
6　褐　　色　　ローム中ブロック多量

7　黒　褐　色　　ローム小ブロック多量，炭化物・焼土粒子少
量

8　褐　　色　　ローム大ブロック多量，焼土粒子少量，貼床

遺物出土状況　土師器片391点（杯118，襲273），須恵器片46点（杯32，蓋3，襲11），鉄製品1点（不明），礫

1点が中央部の覆土中層から床面直上を中心に出土している。第101図411・413は北東部の覆土上層，412は北

西部の覆土上層，第102図414は南西部の覆土上層，415は南西壁寄りの覆土中層，416は中央部の覆土中層から

それぞれ出土している。417は後世の撹乱等による混入の可能性が高い。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀後葉と考えられる。

ノ

＼＼、喝、一二シ

「‾：‾1．二－　二　　一．．′つ

琴′

㌣司毒　　　　　　　　レー
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第102図　第94号住居跡出土遺物実測図

第94号住居跡出土遺物観察表（第101・102図）

417

0　　　　　　　　　　　　　10cm

Ll一一一一一一十一一一一」

番号種別器種口径 器高底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

411土師器杯 ［14．2］5．4 －長石・石英・赤色粒子にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き 北東部覆土上層25％内・外面黒色処理

412土師器杯 ［15．2］（4．1）－長石・石英 にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き 北西部覆土上層15％か外面黒色処理

413土師器杯 ［13．8］3．9 －長石・雲母・赤色粒子 灰黄 普通体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き北東部覆土上層10％

414土師器士不［13．8］3．8 －雲母・赤色粒子 にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南西部覆土上層10％

415土師器嚢 ［28．0］（4．6）
－

石英・雲母 にぷい黄橙普通ロ緑部横ナデ 南西壁寄り覆土中層5％

416土師器嚢 ［23．0］（6．5）－長石・石英・雲母 にぷい黄橙普通ロ緑部横ナデ，体部内面へラナデ 中央部覆土中層5％

417須恵器整 － （4．3）－長石・石英・雲母 黄灰 普通外面同心円状の叩き 南西壁寄り覆土上層5％

第96号住居跡（第103～105図）

位置　調査I区中央部のC2go区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　北コーナー部を第93号住居跡，竃右袖部脇を第175号土坑，西コーナー部付近を第6号小竪穴遺構

と第174号土坑，中央部を第173号土坑，中央部から南コーナー部にかけて第94号住居跡，南コーナー部付近を

第176号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸6．40m，短軸6．22mの方形で，主軸方向はN－31O－Wである。壁高は30～41cmで，

各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部から各柱穴にかけて踏み固められている。また，壁溝が周回し，南西壁側からは間仕切り

溝が確認されている。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1～

5層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで92cm，袖部最大幅84cm，壁外への掘り込みは24cmである。

火床部はほとんど掘りくぼめられていないが，火熱を受けて赤変している。また，煙道部は火床部から外傾し

て立ち上がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色

2　灰　褐　色

3　暗赤褐色

ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子

砂粒多量
ローム小ブロック多量，粘土粒子・砂粒中量
焼土小ブロック多量，粘土粒子・砂粒中量

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　暗赤褐色

－112－

焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒多量
焼土小ブロック・炭化物多量，粘土粒子・砂
粒中量

焼土小ブロック多量，粘土粒子・砂粒少量
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第103図　第96号住居跡実測図
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ピット13か所。主柱穴はPl、P4で，深さは30～64cmである。P5・P6は深さ12・24cmで，南東壁寄り

の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。P7～P13の性格は不明である。

覆土11層からなり，全体的に暗褐色土を基調とし，ロームブロックを多量に含み，ブロック状の堆積状況を

示す人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　　ローム中ブロック多量，炭化物少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量，炭化物少量　　　　　　　7　褐　　色　　ローム大ブロック中量，炭化物少量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量，焼土中ブロック・炭化物中量　8　黒　褐　色　　ローム中ブロック中量，炭化物少量
4　暗　褐　色　　ローム中ブロック多量，炭化物中量，焼土小プロ　9　暗　褐　色　　ローム大ブロック多量

ック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　黒　褐　色　　ローム中ブロック多量
5　暗　褐　色　　ローム大ブロック中量　　　　　　　　　　　　　11黒　褐　色　　ローム大ブロック中量

遺物出土状況　土師器片1084点（杯243，高台付杯3，嚢837，甑1），須恵器片91点（杯30，蓋21，聾40），石

製品1点（双孔円板），礫24点が竃周辺と南東壁寄りの覆土中層から下層を中心に出土している。第104図

419はPl内，420はP6内，421・422・425は竃右袖部脇の覆土下層，423は南東壁寄りの覆土上層とP3内，

427は西コーナー部寄りの覆土下層，第105図428は中央部の床面直上，429は南西壁寄りの覆土下層，430は竃

内からそれぞれ出土している。これらの遺物は住居廃絶時に投棄された可能性が高い。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀後葉と考えられる。

第104図　第96号住居跡出土遺物実測図（1）
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第105図　第96号住居跡出土遺物実測図（2）

第96号住居跡出土遺物観察表（第104・105図）

0　　　　　　　　　10cm

l　　；　　！

433

0　　　　　2cm

！；l

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

419土師器杯14．44．4－雲母・長石にぷい褐色普通体部外面へラ削り，内面へラ磨きPl覆土下層95％内・外面黒色処理　PL41

420土師器杯14．24．3－雲母・長石にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面ナデP6覆土上層90％　内・外面漆仕上げ　PL41

421土師器杯13．44．5－石英，雲母・相子橙普通体部外面へラ削り，内面ナデ竃右袖部脇覆土下層95％　内・外面漆仕上げ　PL41

422土師器杯12．64．8－長石・雲母灰白普通体部外面へラ削り，内面ナデ竃右袖部脇覆土下層95％　内・外面黒色処理　PL41

423土師器杯13．34．2－雲母・長石明赤褐普通体部外面へラ削り，内面暗文南東壁・P3上層85％　　　　　　　　　　　　 PL41

424土師器杯［13．5］4．4 雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通休部外面へラ削り，内面ナデ薗左袖部脇覆土上層80％　内・外面黒色処理　PL41

425土師器杯14．44．5－長石・石英にぷい黄普通休部外面へラ附）後へラ磨き，内面へラ磨き竜右袖部脇覆土下層70％　内・外面黒色処理
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番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備 考

426 土師器 杯 ［14．0］ 4．0 － 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙普通 体部外面へラ削 り，内面へラ磨き 北西部覆土上層 50％

427 土師器 杯 ［13．0］ 3．9 － 長石・雲母・赤色桂子 橙 普通 休部外面へラ削 り，内面へラ磨き 西コート 部寄り覆土下層 30％　 内 ・外面 黒色処理

428 土師器 襲 21．8 （29．0） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 休部外面へラ削 り，中位へラ磨き 中央部床面直上 40％

429 土師器 襲 ［20．0］（11．4） － 石英 ・雲母 にぷい黄褐普通 口縁部横ナデ，体部内面へラナデ 南西壁寄り覆土下層 10％

430 土師器 甑 28．5 27．7 9．8 長石・石英・棚 子 橙 普通 休部外面へ ラ削 り 竃内 90％　　　　　　　　　　 P L 4 5

43 1 須恵器 賓 － （4．3） － 長石 ・雲母 灰 普通 休部外面平行叩き，内面同心円状の叩き 西コート 部寄り覆土下層 5％ 体部外面暗オリーブの自然軸

432 須恵器 襲 － （12．5） － 雲母 灰 普通 休部外面格子叩き，内面同心円状の叩き 南東壁寄り覆土中層 5％

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特徴 出土位置 備考

433 双孔 円板 （2．4） （2．6） 0．39 （4．0） 滑 石 孔径0．2，周縁部面取 り，磨 き 北 コーナー部覆土上層 一部欠損　 P L66

第98号住居跡（第106図）

位置　調査I区中央部のC3h2区に位置し，台地の中央部に立地している。

重複関係　北東壁から東コーナー部にかけては，調査区域外に延びる。

規模と形状　長軸3．57m，短軸3．36mほどが確認され，平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は

N－1240－Eである。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　遺存状態が悪く，南東壁に火床部が確認されただけである。火床部の規模は長軸45cm，短軸32cmで床面と

同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて赤変している。竃の袖部と煙道部に竃の補強材と考

えられる疑灰岩が埋め込まれている。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i i
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第106図　第98号住居跡実測図

ピット　精査したが確認できなか

った。

覆土　掘り込みが浅いため，確認

することができなかった。

遺物出土状況　出土していない。

所見　竃の構築方法は疑灰岩を三

方向に埋め込んで補強材として使

用しており，古墳時代の第18号住居

跡の構築方法と類似することから

6世紀と推定される。



第103号住居跡（第107～109図）

位置　調査I区中央部のC2iO区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　竃煙道部を第171号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸5．18m，短軸4．92mの方形で，主軸方向はN－470－Wである。壁高は29～35cmで，

各壁とも垂直に立ち上がる。
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床　平坦で，竃手前と各コーナー部付近を除いて踏み固められている。また，壁溝が仝周している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1・

2・4～6層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで132cm，袖部最大幅114cm，壁外への掘り込みは

48cmである。火床部は6cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変しているが硬化していない。また，煙道部

は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい褐色

2　にぷい褐色

3　時赤褐色
4　にぷい赤褐色

5　にぷい褐色

粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・炭化粒子少量，　6　にぷい褐色
焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色
粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量，焼土粒子　8　暗赤褐色
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　にぷい褐色

ローム小ブロック・砂粒多量，炭化物少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量，10　黒　褐　色
焼土粒子微量

粘土粒子・砂粒多量，ローム小ブロック・炭化粒　11にぷい褐色
子少量，焼土粒子微量

粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子少量
ローム中ブロック・砂粒多量
ローム小ブロック・砂粒・小礫多量，炭化物中量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土
粒子・砂粒少量

炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土
粒子・砂粒少量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

ピット　7か所。主柱穴はPl～P4で，深さは57～80cmである。P5は深さ27cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。P6・P7の性格は不明である。

覆土　9層からなり，ロームブロックを多量に含み，第2～4層の逆転が見られる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

ローム小ブロック多量，焼土小ブロック・炭化物少量　6　褐　　　色
ローム中ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色
ローム中ブロック多量，炭化物少量　　　　　　　　8　暗　褐　色

ローム中ブロック多量，炭化物少量
ローム中ブロック多量，焼土小ブロック・粘土粒　9　褐　　　色
子少量

ローム大ブロック中量，炭化物微量
ローム大ブロック中量

焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・炭
化物微量

ローム小ブロック中量，焼土小ブロック少量，
炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片619点（杯100，高台付杯3，牽515，甑1），須恵器片31点（杯5，聾26），鉄津2点，

礫10点が中央部から北側の覆土中層から下層を中心に出土している。第108図434はPl脇，436は北西壁，

440はP2脇，第109図442は中央部のそれぞれ床面直上，435は南コーナー部の覆土中層，437は南東壁，438は

西コーナー部寄りのそれぞれ覆土下層，第109図441はP2脇の床面直上と覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀前葉と考えられる。
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第108図　第103号住居跡出土遺物実測図（1）
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第109図　第103号住居跡出土遺物実測図（2）

第103号住居跡出土遺物観察表（第108・109図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特徴 出 土 位 置 備 考

4 34 土師器 杯 12．1 4．0 － 長 石 ・石英 － にぷい橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り， 内面 ナ デ P l脇 床 面 直 上 95 ％　 内面漆仕 上げ　 P L 41

4 3 5 土師器 士不 批 4］ （3．4） － 石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普 通 休部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き 南コーナー部覆土中層 95％　 内 ・外面黒色処理

4 36 土師器 杯 12．3 3．9 － 雲母 橙 普 通 休部 外 面 へ ラ削 り， 内面 ナ デ 北 西 壁 床 面 直 上 90％ 内 ・外面漆仕上げ　 P L 42

4 37 ⊥疇 杯 11．2 4．0 － 石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぷい褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 暗 文 南 東 壁 覆土 下 層 65 ％　 内 ・外 面 黒 色 処 理

4 38 土師器 杯 12．6 4．8 4 ．1 石英・荊賊 子 ・白色粒子 にぷい赤褐 普 通 休 部外 面へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き 西コーナー部寄り覆土下層 100％　 内 ・外面黒色処理　 P L 42

4 39 土師器 杯 ［14．0］ （4．8） － 長 石 ・石英 にぷい橙 普 通 体 部外 面へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き 薗 袖 部 内 10 ％　 内 ・外 面 黒 色 処 理

4 40 土師器 嚢 14．5 17．5 ［6．2］ 長 石 ・石英 にぷい褐 普 通 ロ緑部横 ナ デ，体部外 面へ ラ削 り P 2脇 床 面 直上 50 ％

44 1 土師器 襲 24．7 諷8 8 ．8 石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普 通 休部外面上位ナデ，下位へラ磨き，内面ナデ P 2脇床直 ・覆土中層 75 ％　　　　　　　　　 P L 44

44 2 土師器 襲 23．2 （19．1） － 石英 ・雲 母 にぷい橙 普 通 休 部外面 へ ラ磨 き， 内面へ ラナデ 中 央 部 床 面 直 上 25 ％

44 3 土師器 甑 （19．2） 9 ．0 長 石 ・石 英 にぷい黄橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ磨 き 中 央 部 床 面 直 上 60 ％　 輪 積 み 痕

44 4 須恵器 賓 －
（9．4）

－
長石 ・石 英 灰 自 普 通 体部外両平行叩 き，内面同心円状の叩き P 2 脇 床 面 直 上 5％　 内 ・外面灰 白の 自然 粕

一119－



第105号住居跡（第110・111図）

位置　調査I区南東部のD3a2区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

規模と形状　南東壁部分に撹乱を受けているため，長軸4．93m，短軸4．80mほどが確認され，平面形は方形と

推定される。主軸方向はN－52。－Wである。壁高は5cmで，各壁の立ち上がりは不明である。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は明確ではない。また，壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部付近に火床部痕と見られる焼土範囲が確認されているが，残存していない。火床部の規模

は長径54cm，短径44cmの楕円形で，ほとんど掘りくぼめられず，火熱を受けて赤変しているが硬化していない。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは42～49cmである。P5は深さ39cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

Pl～P4土層解説
1暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　4　暗　褐　色
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　覆土が浅く，堆積の状況は確認できなかった。

5　褐　　　色

6　褐　　　色

第110図　第105号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片56点（杯10，嚢46），須恵器片1点（杯），礫4点が出土している。第111図445はP4

内，446はPl内からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から7世紀中葉と考えられる。

第111図　第105号住居跡出土遺物実測図

第105号住居跡出土遺物観察表（第111図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

445土師器杯［12．8］（4．0）－ 雲母 灰黄褐普通体部外面へラ削り，内面へラ磨きP4覆土35％

446土師器〕不［11．8］ほ0）－石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨きPl覆土10％

第108A号住居跡（第112・113図）

位置　調査I区南東部のD2a7区に位置し，舌状台地中央部の平坦地に立地している。

重複関係　中央部から北東壁にかけて第108B号住居跡，東コーナー部を第10号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長軸3．80m，短軸3．60mの方形で，主軸方向はN－570－Eである。壁高は22～25cmで，

各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

第112図　第108A号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部付近が踏み固められている。

竃　南東壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1層

がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで98cm，袖部最大幅108cm，壁外への掘り込みは26cmである。

火床部は7cmほど掘りくぼめられているが，火熱による赤変硬化はみられない。また，煙道部は火床部から外

傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　にぷい褐色　　粘土粒子・砂粒多量
2　暗赤褐色　　砂粒多量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量

4　にぷい褐色
5　暗赤褐色

ピット　3か所。Pl、P3の性格は不明である。

覆土13層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック少量
ローム粒子中量

ローム中ブロック少量
ローム小ブロック少量
ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量，砂粒微量

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11褐　　　色

12　褐　　　色

13　にぷい赤褐色

ローム中ブロック・砂粒少量
砂粒少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・砂粒少量

ローム大ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック・焼土大ブロック・炭化物中量

遺物出土状況　土師器片351点（杯136，嚢209，甑4，手控土器2），土製品1点（支脚），礫5点が南壁寄り

の覆土下層を中心に出土している。第113図447・448は南壁寄りの覆土下層，449は北東部の覆土上層からそれ

ぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器及び遺構の形態から6世紀後葉と考えられる。

‘二二
0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第113回　第108A号住居跡出土遺物実測図

第108A号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番 号 種 別 券 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

44 7 土師器 杯 1 1．8 4．2 －
雲母 ・長石 ・石英 明赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き 両壁覆土下層 80％　 内 ・外面黒色処理 P L 42

44 8 ⊥紺 甑 2 6．8 2 3 ．8 9．4 石英 ・白色粒子 橙 普 通 休部外面へラ削り・指頭痕，内面へラ削り後へラ磨き 南壁覆土下層 95％　　　　　　　　　 P L 45

4 4 9 土師器 手程土器 ［5．3］ 3．5 ［4．2 ］ 長 石 ・石 英 にぷい橙 普 通 休 部 外 面 ナ デ ， 内 面 ナ デ 北東部覆土上層 25％

－122－



（2）土坑

検出した土坑は4基で，調査I区の北西部から中央部にかけて3基，Ⅱ区中央部に1基が確認されている。

時期は古墳時代後期に属している。

以下，遺構と主な出土遺物について記述する。

第36号土坑（第114図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4a2区に位置し，舌状台地の縁辺部の緩やかな斜面に立地している。
1

規模と形状　北東部が調査区域外であり，平面形は長軸2．25m，短軸1．10mほどの長方形と推定され，深さは

10～13cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。長軸方向はN－780－Wである。

覆土　3層に分層される。全体的に暗褐色土を基調としている。ロームブロックを多く含み，ブロック状の堆

積状況を示す人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム大ブロック少量，砂粒微量
2　暗　褐　色　　ローム大ブロック中量

第114図　第36号土坑・出土遺物実測図

3　褐　　　色　　ローム大ブロック少量
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遺物出土状況　土師器片78点（杯6，嚢72）が出土している。450・452は西壁寄り，451は南壁寄りの覆土下層

からそれぞれ出土している。

所見　時期は出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

第36号土坑出土遺物観察表（第114図）

番号 種別 ‘器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考 ‘

450 土 師器 嚢 ・［20．2］ （7．4）
－ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 口綾部横 ナデ，体部外面剥離 西壁寄り覆土下層 5％

451－土 師器 嚢＿ ［24．0］ （7．0）
－ 長石 ・石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部横 ナデ 南壁寄り覆土下層 5％

452 土師器 甑 － ［31．8］ ［12．8］長石 ・石英 ・雲母 にぷい黄摩 普通 体部外面 へラ磨 き 西壁寄り覆土下層 20％

第82号土坑（第115図）

位置　調査I区北西部のBlao区に位置し，舌状台地の平坦部に立地している。

規模と形状　平面形は径1．18mの円形で，深さ22～28cmである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層に分層される。全体的に暗褐色土を基調としている。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積と考え

られる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片35点（杯6，嚢29）が出土している。453は覆土中から出土している。

所見　時期は出土遺物から6世紀後葉と考えられる。
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第115図　第82号土坑・出土遺物実測図

第82号土坑出土遺物観察表（第115図）

0　　　　　　5cm
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

453 土師器 ゴ不 ［12．6］ （3．7） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 覆土・ 5％

第129号土坑（第116図）

位置　調査I区中央部のC2a5区に位置し，舌状台地の平坦部に立地している。

規模と形状　平面形は径0．45mの円形で，深さ20cmである。底面は凹凸が見られ，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　単一層で，土師器嚢が埋設されている。

土層解説
1　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

遺物出土状況　土師器片6点（嚢）が出土している。454は覆土中層に埋設されている。
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所見　出土した土師器嚢は上部が欠落し，内部からは何も検出されなかったが，出土状況から埋設されたもの

である。時期は出土遺物から5世紀後葉と考えられる。
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第116図　第129号土坑・出土遺物実測図

第129号土坑出土遺物観察表（第116図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

454 土師器 ・嚢 － （13．4） 5．0 長石 ・石英 ・雲母 ・赤色粒子 にぶい黄橙 ・普通 体部外 面 ・底部外面へ ラ削 り 覆土中層 70％

第133号土坑（第117図）

位置　調査I区中央部のC2f7区に位置し，舌状台地の平坦部に立地している。

重複関係　上面を第84号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径0．64m，短径0．54mの楕円形で，深さ10cmである。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。長径方向はN－520－Wである。

覆土　2層に分層される。炭化物を含み，ブロック状の堆積状況を示す人為堆　も7

積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　　焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片7点（杯1，嚢6）が出土している。
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所見　時期は，遺構の重複関係と出土遺物から7世紀代と考えられる。　　　第117図　第133号土坑実測図

（3）不明遺構

第1号不明遺構（第118図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4al区に位置し，舌状台地東部の緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　東部を第11号住居跡，南コーナー部を第38号土坑にそれぞれ掘り込まれている。また，南東部は撹

乱を受けている。

規模と形状　長軸4．49m，短軸3．24mほどの隅丸長方形と推定され，主軸方向はN－390－Wである。壁高は2

～4cmで，各壁とも緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦で，踏み固められた部分は明確ではない。南コーナ

ー付近に焼土塊が確認されており，赤変硬化していることから，炉として機能していた可能性がある。壁溝が

北西壁から南西壁にかけて断続的に周回する。
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焼土土層解説

1赤　褐　色　焼土大ブロック多量，ローム粒子・砂粒少量，硬く締まっている

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片25点（杯5，嚢20）が出土している。第118図289は中央部の覆土中から出土している。

所見　住居跡と同じ程度の規模で壁溝を伴っているが，竃と柱穴，硬化面は検出されておらず，住居として判

断するには不明な点が多い。焼土が確認されていることから，工房的な役割を持った遺構の可能性がある。時

期は出土土器から6世紀後葉と考えられる。

④　　　　！

「
第118回　第1号不明遺構・出土遺物実測図

第1号不明遺構出土遺物観察表（第118図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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番号 種別 器種 口径 器高底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

289 土師器 土不 ［12．0］（3．3） 長石・石英・雲母 橙 普通休部外面へラ削り，内面へラ磨き 中央部覆土 15％

（4）遺構外出土遺物

ここでは，全調査区から出土した遺構に伴わない遺物の中から，主な出土遺物（第119図）を記載する。
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遺構外出土遺物観察表（第119図）
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番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

455 土師器堵こ［14．8］（5．1） 長石・雲母 明赤褐普通体部外面へラ削り，内面へラ磨きSI31覆土40％

456 土師器杯且0 7．0 6．7長石・石英・赤色粒子にぷい赤褐普通口緑部横ナデ，休部外面・底部外面へラ削り調査I区表採100％　黒斑

1145 須恵器趨12．0（5．5）－長石 にぷい橙普通ロクロナデ SI92覆土20％　煤付着　　　　　 PL42

1147 須恵器長頸瓶 （4．0）－長石 褐灰良好ロクロナデ SI55覆土5％　外面自然軸　猿投窯産（岩崎17号）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

457 臼形土製品 5．30 3．60 3．2 55．5 土製 ナデ，指頭痕 SIl覆土

459 双孔円板 3．10 3．10 0．51 7．70 滑石 孔径0．20　周縁部面取り，磨き SI62覆土中層 PL66

460 双孔円板 2．75 4．57 0．50 （13．6）滑石 孔径0．25　周縁部面取り，磨き SI74覆土 一部剥雄PL66

461 双孔円板 2．64 3．63 0．27 5．55 滑石 孔径0．20　周縁部面取り，磨き SI糾覆土 PL66

462 勾玉未成品 2．85 2．30 0．40 3．76 滑石 孔径0．20　周縁部面取り，磨き SI87覆土 PL66

463 双孔円板 2．48 3．03 0．30 （4．36）滑石 孔径0．20　周縁部面取り，磨き SI84覆土中層 一部剥離PL66

464 勾玉末成品 4．00 2．40 0．55 （6．95）滑石 孔径0．24　周縁部面取り，磨き SI86覆土 一部剥離PL66

番号 器種 長さ 帽 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

458 管玉 2．45 0．85 0．85 3．42 滑石 孔径0．25　磨き SI8覆土 PL66
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3　奈良・平安時代の遺構と遺物

今回の踏査で，竪穴住居跡60軒と掘立柱建物跡7棟，土器焼成遺構2基，土墳墓2基，小竪穴遺構6基，土

坑31基を確認した。以下，検出された遺構及び遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第120図）

位置　調査Ⅲ区の中央部のE3C7区に位置し，台地の東部に立地している。

規模と形状　長軸3．83m，短軸3．71mの方形で，主軸方向はN－330－Wである。壁は掘り込みが浅く，壁高は

2～8cmである。

床　ほぼ平坦で中央部がよく踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　北西壁中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで110cm，燃焼部幅70cmで，壁外への掘り込

みは32cmである。天井部・袖部は欠失しており，火床部だけが残存する。火床部は床面を11cmほど掘りくぼめ

ており，火熱を受けて赤変している。また，煙道部は火床部から外傾して横やかに立ち上がる。
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第120図　第1号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　6　暗赤褐色
2　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色
3　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　8　暗赤褐色

4　暗赤褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量　9　明　褐　色
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4で，深さは50～63cmである。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

土層解説
1暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック微量
ローム粒子少量
ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片116点（杯8，嚢108），須恵器片19点（杯13，嚢3，蓋2，甑1）が出土しているが，す

べて細片である。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀代と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

501 須奉器 甑 ［34．2］ （4．0） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き，内面ナデ ー 覆土 5％

第3号住居跡（第121図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE3d8区に位置し，台地の東部に立地している。

重複関係　東側部分が第4号住居跡の西側を掘り込み，南西壁から南コーナー部は調査区域外にのびる。

規模と形状　長軸4．15m，短軸4．13mの方形で，主軸方向はN－310－Wである。壁高は10～25cmで，各壁とも

ほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は明確ではない。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第3・

12層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで78cm，袖部最大幅108cmで，壁外への掘り込みは12cmで

あり，袖の内壁は火熱を受けて赤変している。火床部はほとんど掘りくぼめておらず，火熱による赤変がみら

れない。また，煙道部は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　褐　　　色

4　灰　褐　色

5．暗赤褐色
6　暗 褐赤

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

9　灰　褐　色

10　灰　褐　色

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ローム粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量

11褐　　　色
12　褐　　　色

13　褐　　　色
14　褐　　　色
15　暗赤褐色
16　暗赤褐色

17　暗　褐　色
18　暗　褐　色
19　にぷい赤褐色
20　暗赤褐色

ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
ロームブロック・粘土ブロック微量
ローム粒子・粘土ブロック微量
焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量

ロームブロック・粘土粒子少量
焼土粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

ピット　8か所。主柱穴はPl～P4で，深さは40～62cmである。P5は深さ35cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。P6～P8は性格不明である。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した，自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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4　暗　褐　色

5　褐　　　色

ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量
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遺物出土状況　土師器片437点（杯57，嚢380），須恵器片15点（杯13，嚢2），土製品1点（紡錘車）が出土し

ており，これらの遺物は中央部の覆土下層から床面を中心に出土している。第121図503は竃西側の覆土上層か

ら出土し，また504はPl付近の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀前葉と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第121図）

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位置 備考

503 須 恵器 杯 14．6 4・q 7．7 雲母 ・石英 ・赤色粒子 灰 衰 普通 底部「方向のヘラ削り，体部下端手持ちへラ削り 覆土上層 70％　　 P L 45

504 土 師器 嚢 ［19．6］ （11．9） － 雲母 ・長石 ・石英 明赤褐 普通 体部外面ナデ，．中位からヘラ磨き，内面ナデ 床直 10％

番号 器種 上面径 下面径 厚 さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位 置‘ 備 考

505
紡彿車

4．5 3．8 2．2 ． 0．8 55．8 土製 ナデ 床面 P L 67

第7号住居跡（第122図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4d2区に位置し，台地の東部に立地している。

重複関係　第6号住居跡東部，第8号住居跡の南コーナー部を掘り込んでいる。また，南東壁の中央部が根に

よる撹乱を受けている。

規模と形状　長軸3．78m，短軸3．75mの方形で，主軸方向はN－410－Wである。壁高は10cm程で，各壁ともほ

ぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で中央部から南東壁にかけて踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しており，左袖部が欠失している。規模は焚

口部から煙道部まで76cm，袖部最大幅114cmほどで，壁外への掘り込みは16cmである。火床部は，床面を8cm掘

りくぼめており，火熱を受けてわずかに赤変している。また，煙道部は火床部からほぼ垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　色

5　にぷい赤褐色

678910111213

暗　褐　色

暗　褐　色

褐　　　色

褐　　　色

暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量　　　14　にぷい赤褐色
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量　　15　赤　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　灰　褐　色
ローム粒子少量，粘土粒子微量　　　　　　　　17　灰　褐　色
ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土プロ　18　赤　褐　色

ック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　19　褐　　色
ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子微量　20　灰　褐　色
ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量　　　　21にぷい赤褐色

ローム粒子少量，粘土粒子微量
ロームブロック・粘土粒子少量・焼土粒子微量　　22　暗赤褐色

にぷい褐色　　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子少量
灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

灰　褐　色　　焼土ブロック・粘土粒子微量

23　暗　褐　色

24　灰　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭
化物微量

ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子微量
焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量
ロームブロック・粘土粒子少量
ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒
子微量

ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量，
炭化粒子微量
焼土ブロック・ロームブロック少量，炭化粒

子・粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量
ローム粒子・粘土粒子微量

ピッ・卜　6か所。主柱穴は確認できなかった。Pl～P5は深さ33～60cmで，壁港内から検出されていること

から壁柱穴と考えられる。P6は性格不明である。

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。中央部の覆土上層から下層にかけて焼土粒

子・炭化物を含む層が見られる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗　褐　色

4　暗赤褐色

焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
ローム粒子中量，ロームブロック・炭化物少量
ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
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5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片263点（杯41，嚢222），須恵器片47点（杯21，鉢1，嚢20，蓋5），鉄製品1点（刀子）

が出土している。第122図507は竃の焚口部前方の床面から正位の状態で出土している。また，509・511は竃内

から出土しており，509は正位の状態で出土している。

所見　本跡は，覆土上層から下層にかけて焼土粒子・炭化物を含む層が見られることや床面に焼土塊・炭化材

などが検出されたことなどから住居廃絶後に焼失したものと思われる。時期は，出土土器及び遺構の形態から

9世紀中葉と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表（第122図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼 成 手法の特徴 ． 出土位置 備考

507 須恵器 杯 12．2 4．0 6．0
長石 ・石英 ・礫 ・
黒色粒子

褐灰 普通
底部回転へラ切り後不定方向の人ラ削り，

体部下端手持ちへラ削り
床直 70 ％　　　　 P L 45

508 須恵器 高台付杯 － （2．0） ［10．0］ 長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ削り後高台貼り付け 覆土上層 10％内面に重ね焼き痕

509 須恵器 蓋 17．5 4．1 －
雲母・長石・石英赤色粒子 黄橙 普通 天井部回転へラ削り 竃 内 80 ％　　　　 P L 60

510 土師器 賓 12．4 （10．1） － 雲母 ・長石 ・石 英 にぷい赤喝 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 覆土上層～下層 45 ％ 二次焼成

．511 土師器 嚢 ［19．8］ （6．3） 雲母 ・長石 ・石英 明赤褐 普通
頸部へラナデ，輪積み痕，体部外面ナデ，

内面へラナデ
竃 内 10 ％ 二次焼成

512 須恵器 鉢 － （8．7） －
雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き，内面へラナデ 床直 5 ％

番 号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特徴 出土位置 備考

513 刀子 （6．4 ） d．8 0．4 （6．4） 鉄 刃部 ，木 質部残存 覆土下層

第8号住居跡（第123～125図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4C2区に位置し，台地の東部に立地している。

重複関係　第7号住居跡に南コーナー部分，第40号土坑に西側部分を掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．53m，短軸4．18mの方形で，主軸方向はN－470－Wである。壁高は38cm程で，各壁ともほ

ぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前方から南東壁にかけて踏み固められている。壁溝が全周している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しているが，両袖部は残存している。規模は

焚口部から煙道部まで145cm，袖部最大幅約145cmで，壁外への掘り込みは45cmである。火床部は床面を8cm掘

りくぼめており，火熱を受けてわずかに赤変している。また，その中央部に土製支脚が直立して据えられてい

る。煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　にぷい褐色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
3　灰　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子微量
4　にぷい黄褐色　　粘土粒子中量，焼土粒子微量

5　灰　褐　色　　粘土粒子中量
6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
7　黒　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
8　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

9　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック少量
10　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子中量，ローム粒子少量
11暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
12　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・粘土粒子少量
13　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，粘土粒子少量

14　褐　　　色　　ローム粒子・粘土粒子少量
15　にぷい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
16　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
17　にぷい黄褐色　　粘土粒子中量，ローム粒子少量

18　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

－133－

19　にぷい黄褐色

20　にぷい黄褐色

21灰　褐　色

22　灰　褐　色

23　にぷい褐色

24　灰　褐　色

25　にぷい褐色

26　褐　　　色

27　暗赤褐色

28　黒　褐　色

29　褐　　　色

30　黄　褐　色

31にぷい赤褐色

32　褐　　　色

33　褐　　　色

ローム粒子・粘土粒子少量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロッ
ク微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量
ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

粘土ブロック少量
焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量，
炭化粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量，粘土粒子微量



ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは49～62cmである。P5は深さ17cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　39層からなり，上層から下層にかけてロームブロックや焼土ブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　灰黄褐色
2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量

炭化物微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量
焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
子微量
ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック中量，粘土粒子少量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・
炭化粒子微量

Il

9　暗　褐　色

10　褐　　　色
11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　灰　褐　色

ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロッ
ク・炭化物微量
ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物

少量，粘土粒子微量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・
炭化物微量
ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土ブ
ロック・炭化粒子微量

第123図　第8号住居跡実測図
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15　褐　　　色

16　褐　　　色
17　褐　　　色
18　褐　　　色
19　黒　褐　色
20　暗　褐　色

21褐　　　色
22　灰　褐　色
23　灰黄褐色

24　褐　　　色
25　褐　　　色

ローム粒子・粘土粒子少量
ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子・焼土ブロック少量

ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・
炭化物微量

にトームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量
粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量，
焼土粒子微量

粘土粒子中量，ロームブロック少量
ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土ブロッ
ク・炭化物微量

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

暗　褐

暗　褐

褐

褐

暗　褐

褐

暗　褐

褐

色　　ロームブロック・粘土粒子・焼土粒子少量

色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
色　　ローム粒子中量
色　　ローム粒子少量
色 ロームブロック少量

色　　ロームブロック少量

色色ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量ロームブロック中量，粘土粒子少量
にぷい黄褐色　　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
褐　　　色　　ロームブロック中量
褐　　　色　　ローム粒子中量

暗　褐　色　　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物少量
暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
褐　　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片761点（杯76，嚢685），須恵器片135点（杯76，蓋7，高台付杯1，襲50，甑1），鉄製品

5点（刀子4・不明1），土製品3点（球状土錘2，支脚1）が出土している。第124・125図514は，Pl付近から逆

位の状態，516は竃前方部から正位の状態，521は南東壁からそれぞれ出土している。これらの遺物は，中層か

ら下層にかけて出土していることから埋め戻される段階で投棄されたものと考えられる。また，518・519は，

竃内からそれぞれ出土していることから住居廃棄時に遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡は，覆土上層から下層にかけてロームブロック・焼土ブロック・炭化材などが検出されたことなど

から，住居廃絶後に焼失して，埋め戻されたものと考えられる。時期は，出土土器及び遺構の形態から9世紀

前葉と考えられる。

第124回　第8号住居跡出土遺物実測図（1）
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第125図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）

第8号住居跡出土遺物観察表（第124・125図）

524

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i i＿＿＿　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

514須恵器杯12．24．16．4長石・石英灰普通
底部回転へラ切り後不定方向のヘラ削り，体部

下端手持ちへラ削り
覆土中層80％

515須恵器杯［13．8］4．8［7．6］長石・石英・白色針状物灰普通ロクロナデ
覆土上層20％

516須恵器盤－
（3．5）9．0雲母・長石・石英灰普通底部回転へラ削り後高台貼り付け覆土中層60％墨書　　　PL59

517須恵器蓋15．43．5－
長石・石英・黒色粒子黄灰普通天井部回転へラ削り，口綾部外敵内面自然軸覆土中・下層80％内面に重ね焼き痕　PL60

518土師器嚢［22月］（9．6）雲母・長石・石英にぷい赤褐普通体部外面へラナデ，輪積み痕，内面へラナデ竃内20％

519土師器賓－（23．7）［12．01雲母・長石・石英
にぷい赤福普通体部外面下位へラ磨き，内面へラナデ竃内20％

520須恵器甑－
（8．0）［13．0］雲母・長石・石英灰普通

体部外面縦位の平行叩き，下端へラ削り，内面

へラナデ
覆土下層10％

番号器種長さ帽厚さ重量材質特徴出土位置
備考

521刀子［12．0］－1．00．3（9．3）鉄切先，茎の一部欠損
覆土下層

522鉄（9．7）1．30．412．2鉄鍛身頭部三角，有茎
覆土PL69

523釘12．40．80．740．7鉄頭部・脚部断面方形覆土PL69

524釘（3．5）0．50．3（3．7）鉄頭部欠損，脚部断面長方形床直

第11号住居跡（第126・127図）

位置　調査Ⅱ区中央部のE4al区に位置し，台地の東部に立地する。

重複関係　第1号不明遺構の北東壁を掘り込み，南側は撹乱を受けている。

規模と形状　長軸3．30m，短軸3．20mの方形で，主軸方向はN－340－Wである0壁高は34cmほどで，各壁とも

ほぼ垂直に立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。壁溝が周回している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しており，第13層がこれに相当し，両袖部は

残存している。規模は焚口部から煙道部まで113cm，袖部最大幅107cmで，壁外への掘り込みは41cmである。袖

部内壁は火熱を受け赤変している。火床部は床面をわずかに掘りくぼめており，火熟による赤変はみられない。

煙道部は火床部からほぼ外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　灰　褐　色

10　灰　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　にぷい黄褐色

ローム粒子少量
ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子少量，粘土粒子微量
粘土粒子・焼土粒子少量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化
粒子微量

ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量
粘土ブロック中量

第126回　第11号住居跡実測図

14　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

15　灰　褐　色　　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
16　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量
17　にぷい褐色　　粘土ブロック中量，ローム粒子少量
18　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子微量

19　にぷい赤褐色　　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量
20　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
21暗　褐　色　　焼土粒子中量，ロームブロック少量，粘土粒子微量
22　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量
23　灰　褐　色　　ローム粒子少量

24　暗　褐　色　　粘土粒子少量，ローム粒子微量
25　暗　褐　色　　ロームブロック少量，粘土粒子微量
26　褐　　　色　　ロームブロック・粘土粒子微量
27　明赤褐色　　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量

2m

ト・　l　‥　‥i

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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ピット　9か所。Pl～P8は壁外に並ぶことから壁外柱穴とも考えられるが明確ではない。これらの深さは

8～46cmである。P9は北東コーナー部の壁構内から確認されたが，他にピットが確認できないことから怪格

は不明である。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　にぷい黄褐色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量
粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子
炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片373点（杯52，嚢321），須恵器片31点（杯15，襲12，蓋2，甑1，鉢1），鉄製品2点

（刀子，釘），土製品1点（球状土錘）が出土している。第127図525は中央部北側の上層から床面にかけて出土

した土器片が接合したものである。また，竃内から526・527が出土し，526は竃東側の壁際から出土した土器

片と接合している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀前葉と考えられる。

第127図　第11号住居跡出土遣物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表（第127図）

番 号 種 別 器 怪 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 考

5 25 須恵器 鉢 ［25．4］ （7．2） 雲母 ・長 石 ・石 英 灰 普 通
頸部横 ナデ，休部外面縦位の平行

叩 き，内面ナデ
覆 土 上 層 ～床 面 10 ％

5 26 土師器 嚢 ［12．4］ （10．0） － 雲母 ・長石 ・石英 ・赤色粒子 にぷ い 赤 褐 普 通 体部外面へラ削 り，内面へラナデ 竃 内 3 0 ％

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特 徴 出土 位 置 備 考

5 27 釘 （12 ．2 ） 0 ．5 0 ．7 （27 」．） 鉄 頭 部 欠損 ， 脚 部 断 面 長 方 形 竃 内 P L 69

第12号住居跡（第128～130図）

位置　調査Ⅲ区東部のE4a3区に位置し，台地の東部に立地する。

重複関係　第39号土坑，第13号住居跡の西側を掘り込んでいる。また，本跡の北東側は調査区城外に延びる。

規模と形状　長軸5．34m，短軸3．30mほどが確認され，平面形は方形，または長方形と推定される。主軸方向

はN－460－Wである。壁高は24～35cm程で，各壁ともほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められ，壁溝が周回している。
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竃　調査区域内では確認できなかった。

ピット　3か所。主柱穴はPl～P2で，深さは43～75cmである。P3は深さ22cmで，南東壁寄りの中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットである。また，小ピット8か所が壁港内から検出されているが性格

は不明である。

覆土11層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　8　褐　　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　9　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　10　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　11暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　にぷい赤褐色　　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片603点（杯97，嚢505，甑1），須恵器片207点（杯135，嚢44，長頸瓶2，蓋24，盤1，

鉢1），鉄製品1点（刀子），土製品1点（管状土錘）が出土し，これらの遺物は北西壁上層から中央部下層に

かけて出土している。第129・130図528・529・533・535・538・543は覆土中層からそれぞれ出土しており，住

居埋没時に投棄されたものと考えられる。また，534は西コーナー部の小ピット内，530・536は中央部の床面

直上からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀後葉と考えられる。

第128図　第12号住居跡実測図
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第130図　第12号住居跡出土遺物実測図（2）

第12号住居跡出土遺物観察表（第129・130図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 ． 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

5 28 須恵器 杯 13．4 4．0 8．1
雲 母 ・長石 ・石 英

・白色 針 状 物
灰 普 通

底部回転へラ切 り後多方向のヘラ削

り，休部下端手持 ちへラ削 り
覆 土 中層 70 ％

5 29 須恵器 杯 ［11．3］ 3．2 6．3
雲 母 ・長石 ・石 英

・赤色 粒 子
黄灰 普 通

底部一方向のヘラ削 り，体部下端手

持ちへラ削 り
覆 土 上 層 4 0 ％

5 30 須恵器 杯 ［12．0］ 4．3 ［7．1］ 長 石 ・石 英 灰 普 通 休部下端手持 ちへラ削 り 床 直 2 0 ％

5 3 1 須恵器 杯 （3．0） 7．6
雲 母 ・長 石 ・石英

・黒色 粒 子
灰 普 通

底部回転へラ切 り後一方向のヘラ削

り，体部下端手持 ちへラ削 り
小 ピ ッ ト内 6 0 ％

5 32 須恵器 杯 （2．2） 7．1
雲 母 ・長石 ・石英

・黒色 粒 子
灰 普 通

底部回転へラ切 り後一方向のヘラ削

り，体部下端手持 ちへラ削 り
小 ピ ッ ト内 4 0 ％

5 33 須恵器 高台付杯 13．6 5．8 8．8
3 ～4 ミ リの長 石 ・

石 英 ・黒 色粒 子
灰 普 通

底 部 回転 へ ラ 削 り後 高 台 貼 り

付 け
覆 土 中層 8 5％ 胎土粗い　 P L 5 9

5 34 須恵器 高台付杯 ［13．4］ 5．0 9．3
3 ～5 ミ リの長 石 ・

石 英 ・黒 色粒 子
灰 普 通

底 部 回転 へ ラ 削 り後 高 台 貼 り

付 け
壁 構 内 5 0 ％ 胎土 粗 い

5 35 須恵器 盤 ［21．0］ 4．7 12．3 長石・石英 ・白色針状物 灰 普 通 底部回転へラ削 り後高台貼 り付け 覆 土 中層 6 0 ％

5 36 須恵器 盤 － （3．4） 12．8 長石 ・石英 ・赤色粒子 灰 普 通 底部回転へラ削 り後高台貼 り付け 床 直 60％ 内面に重ね焼き痕

53 7 須恵器 蓋 ［15．3］ （3．1）
－

長石 ・石英 ・黒色粒子 黄 灰 普 通 天井部回転へラ削り，ロ緑部外面・内面自鮒 覆 土 中層 50％ 内面に重ね焼き痕

53 8 須恵器 蓋 － （2．4） －
雲 母 ・長 石 ・石英 灰 普 通 天井部回転へラ削 り 覆 土 中層 5 0 ％

53 9 土師器 嚢 ［23．2］ （蝕 5） 雲 母 ・長 石 ・石英 にぷい赤褐 普 通
体部外面ナデ，下位へラ磨き，肩部にヘラ

あて痕，内面へラナデ，ロ縁部輪積み痕
覆土上層～中層 2 0 ％

54 0 須恵器 鉢 －
（8．8） － 雲 母 ・長 石 ・石英 灰 黄 普 通 体部外面横位の平行叩き，外面へラナデ 覆 土 5 ％　　　　　　 P L 65

54 1 須恵器 嚢 （12．0）
雲 母 ・長 石 ・石英

・黒 色 粒子
黄 灰 普 通

体部外面斜位のの平行叩 き，横位の

指ナデ，内面指ナデ，指頭痕
覆 土 下 層 5 ％

番 号 器 種 長　 さ 幅 孔 径 重 量 材 質 特 徴 出 土 位 置 備 考

54 2 管 状 土 錘 （4 ．0 ） 0 ．9 0 ．3 （2．8 ） 土 製 ナ デ 覆 土

番号 器種 長　 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備 考

54 3 刀子 （13．0） ［1．7］ ［0．4］ （21．0） 鉄 切 先，茎の一部欠損，鞘部 木質付 着 覆土中層 P L 69

第13号住居跡（第131図）

位置　調査Ⅱ区東部のE4b4区に位置し，台地の東部に立地する。

重複関係　第12号住居跡に西側を掘り込まれ，北側は調査区城外である。また，南西壁の一部は撹乱を受けて

いる。

規模と形状　本跡の大部分が北側の調査区域外に延び，長軸2．80m，短軸1．70mほどが確認され，平面形は方

形または長方形と推定される。壁高は15cmほどで，各壁とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，北西から南東壁にかけて踏み固められている。

竃　調査区城内では確認できなかった。
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ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子多量

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片93点（杯12，嚢80，甑1），須恵器片18点（杯11，嚢5，蓋2），土製品1点（管状土

錘）が出土している。出土遺物はほとんどが細片で，第131図544・545も覆土中から出土したものであり，545

は混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の重複関係から8世紀後菓以前と考えられる。

第131図　第13号住居跡・出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表（第131図）

0　　　　　　　2m

」　＿＿＿；　・」

10cm」

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の嘩徴 出土位置備考

544須恵器ゴ不［12．9］（3．3）－雲母・長石・石英・黒色粒子灰普通口クロナデ，輪積み痕 覆土20％

545土師器嚢［15．4］（5．0）
－
雲母・長石・石英 暗赤褐普通体部外面へラ削り，内面へラナデ覆土5％

第20A号住居跡（第132・133図）

位置　調査I区北西部のAl j6区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第18号住居跡の南東側，第20B号住居跡の中央部，第21号住居跡の北側を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．10m，短軸3．00mの方形で，主軸方向はN－1240－Eである。壁高は15cmであり，各壁と

もほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，中央部東側に火熱を受けて赤変した床面が確認されている。

竃　確認できなかった。
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ピット　4か所。Pl～P4で，深さは30～45cmであるが，配置や規模が一定しないことから性格は不明であ

る。

遺物出土状況　土師器片399点（杯82，嚢302，高台付椀9，皿6），土製品2点（支脚，不明土製品），鉄淳1

点が出土している。第132・133図546は，北西壁際中央部と南東壁の南コーナー部付近のそれぞれ床面から出

土したものが接合している。また，封8はP3内の覆土上層，547・550は中央部の東側，549は南コーナー部の

いずれも床面から出土している。

所見　本跡は第20B号住居跡を掘り込んで構築され，わずかな時期差も想定されるが，第20B号住居跡と主軸

方向がほぼ同じことから住居の建て替えとも考えられる。出土土器及び遺構の形態から時期は11世紀前葉と考

えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一　　　一ト　　　‥・l

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　［

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L－一一1－－－－－－－－一一一一」

、ヽq鑑識プかr

第132図　第20A・20B号住居跡，20A号住居跡出土遺物実測図
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第133図　第20A号住居跡出土遣物実測図

第20A号住居跡出土遺物観察表（第132・133図）

10cm

j　　　　；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

546土師器高台付椀17．4 6．9 8．4
雲母・赤色

粒子
にぷい褐普通

底部回転糸切り後高台貼り付け，体部外面中位

から下位にかけて回転へラ削り，内面へラ磨き
床面 90％　　PL58

547土師器高台付椀15．9 5．4 6．9
雲母・赤色

粒子
にぷい褐普通

底部回転糸切り後高台貼り付け，体部外面下位

回転へラ削り，内面へラ磨き
床面

80％二次焼成

PL58

548土師器高台付椀［16．5］6．3 7．3
雲母・赤色

粒子
黒普通

底部回転糸切り後高台貼り付け，体部内・外面

へラ磨き
床面 70％二次焼成

549土師器高台付椀15．2 5．8 7．2雲母 にぷい褐普通高台貼り付け，休部内面へラ磨き 床面 70％　　PL58

550土師器高台付椀［15．4］5．8 6．8
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転糸切り後高台貼り付け，体部内・外面

へラ磨き
床面 70％二次焼成

第20B号住居跡（第132・134図）

位置　調査I区北西部のAl j6区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第18号住居跡の南東側，第21号住居跡の北側を掘り込んでおり，第20A号住居跡に中央部を掘り込

まれている。

規模と形状　長軸4．35m，短軸3．55mほどの方形と推定され，主軸方向はNr1260－Eである。壁高は9cmで

あり，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　壁際に一部床面が残存するが，中央部を第20A号住居跡が掘り込んでいるため不明である。

竃　南東壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第6・

7層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで65cm，袖部最大幅100cmであり，壁外への掘り込みは南

東壁が確認できなかったため不明である。袖の内壁は加熱を受けてわずかに赤変し，火床部は床面をほとんど

掘りくぼめず，火熱により赤変硬化している。また，その中央部には土製支脚が直立して据えられ，煙道部は

火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　　焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　褐　　　色

5　暗　褐　色

焼土粒子多量

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック少量
焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色

7　にぷい黄褐色

8　暗　褐　色

9　灰　褐　色

一144一

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
粘土ブロック少量，ローム粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック少量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量



第134図　第20B号住居跡出土遺物実測図
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ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

土層解説
1褐　　　色　　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片29点（杯7，椀4，高台付椀5，小皿2，嚢9，鉢1，甑1），須恵器片2点（嚢），

土製品1点（支脚）が出土している。第134図551～553・559～561は竃内からまとまって出土しており，その

うち551は逆位の状態，559は正位の状態で出土している。また，556は竃北側の床面直上，554は北東壁の中央

部，555は南西壁の下層から出土している。558は南コーナー部付近の床面から正位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から10世紀後葉と考えられる。

第20B号住居跡出土遺物観察表（第134図）

番 号 種 別 器種 口 径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備 考

5 51 土師器 椀 1占．2 5．0 5．6 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普 通
底 部 回 転 糸 切 り， 体 部 外 面 下 端

回転 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ磨 き
竃 内 90 ％　　　　 P L 58

5 52 土師器 椀 15．8 ．5．6 7．4 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普 通
底 部 回 転 糸 切 り， 体 部 内 ・外

面 へ ラ磨 き
竃 内 50 ％ 二 次 焼 成

55 3 土師器 椀 ［＿14・9］ 4．4 5．5
雲母 ・長石 ・石英

・黒 色粒 子
橙 普 通

底 部 回 転 糸 切 り， 体 部 外 面 下 端

回 転 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ磨 き
竃 内 50％ 二 次 焼 成

55 4 土師器 椀 ［14．0］ 4．9 7．5
雲 母 ・長 石 ・赤 色

粒 子
にぷい褐 普 通

底部回転糸切 り，体部外面 ナデ，口

縁部外面へ ラ磨 き，内面へ ラ磨 き
覆 土 下 層 4 5％ 二次 焼 成

55 5 土師器 高台付椀 11．2 3．8 6．2 雲母・長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り後 高 台貼 り付 け 覆 土 下 層 抑％ 二次焼成 P L 58

55 6 土師器 足高高台付椀 15．8 5．4 8．2 雲母・長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普 通 高 台 貼 り付 け 床 面 乃％ 二次焼成 P L 58

55 7 土師器 高台付椀 15．8 （5．2）
雲 母 ・長 石 ・石 英

・赤 色粒 子
にぷい赤褐 普 通

底部回転糸切 り後高台貼り付け，体部外面

下端回転へラ削り，内面へラ磨き
覆 土 上 層

80％ 二 次 焼 成

P L 58

55 8 土師器 小 皿 10．0 2．0 5．6 雲母・長石・石英・黒色粒子 にぷい褐 普 通 底 部 回 転 糸 切 り， 内面 ナ デ 床 面 1∝）％ 二次焼成 P L 50

55 9 土師器 小 皿 9．0 1．9 6．2 雲母・長石・石英・黒色粒子 明 赤褐 普 通 底 部 回 転 糸 切 り， 内面 ナ デ 竃 内 1の％ 二次焼成 P L 50

56 0 土師器 嚢 ［25．0］ 25．0 12．8 雲母・長石・石英・黒色粒子 にぷい橙 普 通 体部外面へラ削り後ナデ，内面へラナデ 竃 内 5 5％

5 6 1 土師器 甑 ． － （15．7） ［13．0］ 雲 母 ・長 石 ・石 英 暗赤 褐 普 通 体 部外 面 へ ラ削 り，内 面へ ラ ナデ 竃 内 3 0％

第21号住居跡（第135・136図）

位置　調査I区北西部のBl a6区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　北側部分が第20A号・20B号住居跡に掘り込まれ，第22C号住居跡の北壁を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．68m，短軸3．45mの方形で，主軸方向はN－150－Wである。壁高は6～27cmであり，各壁

ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められ，壁溝が仝周している。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，第1層が天井部に相当する。規

模は焚口部から煙道部まで95cm，袖部最大幅120cmで，壁外への掘り込みは23cmであり，袖の内壁は加熱を受

けて赤変している。火床部は床面をわずかに掘りくぼめており，火熱により赤変している。また，煙道部は火

床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土ブロック・炭化粒子微量　4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック微量　　　　　　　　　5　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子少量

3　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは47～51cmである。P5は深さ20cmで，南壁寄りの中央部に位

置しており，出入り口施設に伴うピットである。
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覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量　3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片201点（杯34，嚢167），須恵器片25点（杯17，蓋3，襲4，長頸瓶1），土製品1点（支

脚），石器1点（砥石）が出土しており，第135・136図563～565は覆土中から出土している。また，562・566

は中央部の南側の床面直上から出土し，567は東壁の壁際から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀前葉と考えられる。

と≦≡≡
564

第135図　第21号住居跡・出土遺物実測図
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第136図　第21号住居跡出土遣物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表（第135・136図）

－．二「・二二順、
［⊃

567

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿＿；　　　！

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

562須恵器蓋16．3 3．8－長石・石英 灰普通天井部回転へラ削り 床面80％　　　PL60

563須恵器蓋－（3．0）－長石・石英 褐灰普通天井部回転へラ削り 覆土50％胎土粗い

564須恵器蓋［15．2］（2．1）－雲母・長石・石英にぷい黄橙普通ロクロナデ 覆土40％二次焼成

565土師器賓［21．5］（14．7）雲母・長石・石英にぷい褐普通体部外面ナデ，内面へラナデ 覆土20％

566須恵器嚢－
（7．9）長石 灰普通

5本の櫛による直線と波状文を

交互に組み合わせる
床面5％　　　PL65

番号券種 長さ 帽 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

567 砥石 （4．5） 3．5 2．8 （59．0）砂岩欠損，四面使用 床面

第22A号住居跡（第137・138図）

位置　調査I区北西部のBla7区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第22B号住居跡の東部，第22C・27号住居跡の中央部，第59・60号土坑を掘り込み，第28号住居跡

に南部を掘り込まれている。

規模と形状　多数の住居跡が重複しているため，床面だけが確認できた。床面の範囲は長軸5．50m，短軸2．23

mの不整形で，主軸方向は不明である。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分が残存する。

竃　南西側に，袖部と思われる一部分の粘土と火床部だけが確認できた。火床部の規模は，長軸89cm，短軸51

cmほどの楕円形であり，火床部は掘りくぼめておらず，火熱を受けて赤変している。

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　掘り込みが浅く確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片290点（襲289，甑1），須恵器片39点（杯22，長頸瓶1，襲13，蓋3），不明鉄製品1

点が出土している。第137・138図568・570～575は竃前方部の床面直上から集中して出土しており，一括投棄さ

れたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第22A号住居跡出土遺物観察表（第137・138図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 焼 成 手 法 の特 徴 出土 位 置 備 考

568 須 恵 器 杯 ［14 ．2 ］ 3．4 8．6 雲母 ・長石 ・石英 浅 黄 橙 普 通 底 部 回転 へ ラ削 り， 二 次 底 部面 床 面 4 5％ 二 次 焼 成

5 70 須 恵 器 杯 14 ．9 4 ．1 7．8 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普 通 底 部摩 滅 ， 二 次底 部 面 床 面 7 0％ 二 次 焼 成
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第137図　第22A・22B号住居跡，第22A号住居跡出土遣物実測図
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第138図　第22A号住居跡出土遺物実測図

コ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

571 須恵器 杯 13．6 4．0 8．4
雲母・長石・石

英・赤色粒子
灰褐 普通

底部一方向のヘラ削り，休部下

端手持ちへラ削り 床面 段）％　　　　　　 P L45

572 須恵器 杯 ［13．7］ 3．6 9．0 雲母・長石・石英 にぷい黄 普通 底部一方向の手持ちへラ削り 床面 甥）％二次焼成

573 須恵器 長頸瓶 ［12．3］（14．0） 長石 灰黄褐 普通 ロクロナデ，内外面自然粕 床面
20％岩崎41号窯式並

行カ

574 土師器 要 ［22．8］（30．3）
雲母・長石・

石英
橙 普通

休部外面下半へラ磨き，肩部へラ具痕，

内・外面輪積み痕，内面へラナデ
床面 40％

575 土師器 賓 ［23．4］（14．4）
－

雲母・長石・石英 橙 普通 体部外面ナデ，肩部へラ具痕，内面へラナデ 床面 15％

第22B号住居跡（第137・139図）

位置　調査I区北東部のBlb7区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第22C号住居跡の南部と第59号土坑を掘り込み，第22A・28号住居跡に東部を掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．23m，短軸3．81mの長方形で，主軸方向はN－25。－Wであり，壁高は22cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。南コーナー部に壁溝が部分的に認められる。

竃　北西壁中央部に付設されている。天井部・袖部は欠失しており，火床部だけが残存する。火床部の規模は，

長軸100cm，短軸62cmの楕円形である。火床部は床面を14cm掘りくぼめ，火熱を受けて赤変している。規模は

焚口部から煙道部まで110cm，燃焼部幅70cmで，壁外への掘り込みは32cmである。

ピット1か所。Plは深さ18cmで南東壁寄りの中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。
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覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　3　極暗褐色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片374点（杯48，嚢326），須恵器片13点（杯8，嚢4，蓋1），土製品2点（球状土錘，

管状土錘）が出土している。第139図569・576～578は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀前葉と考えられる。

－＿　●●

第139図　第22B号住居跡出土遺物実測図

第22B号住居跡出土遺物観察表（第139図）

0　　　　　　　5cm

L＿　；！

番号種別器種口径器高底径 胎土 争調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

569須恵器杯14．7 4．2 7．6雲母・長石・石英灰自普通底部回転へラ削り，二次床部面覆土80％　　　PL45

576頚恵器杯－（2．4）［8．8］長石・石英褐灰普通底部回転へラ切り後ナデ 覆土40％

番号 器種 長さ 幅 孔径重量材質 特徴 出土位置 備考

577 球状土錘 2．2 2．7 0．7 13．3 土製 ナデ 覆土下層

578 管状土錘（2．5）1．0 0．35 （1．8）土製 ナデ 覆土中層

第24号住居跡（第140・141図）

位置　調査I区北西部のBla8区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　北側部分が第23号住居跡の南側を掘り込み，東側は調査区域外にのびる。

規模と形状　長軸2．55m，短軸1．85mほど確認され，平面形は方形，または長方形と推定される。主軸方向は

N－200－Wである。壁高は28～32cmであり，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前方部から中央部にかけて踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第10・11

層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで184cm，袖部最大幅105cmで壁外への掘り込みは103cmであ

り，袖の内壁は加熱を受けて赤変している。火床部はほとんど掘りくぼめておらず，火熱による赤変がみられ

る。また，煙道部は3個体の嚢を連結し，いくぶん傾斜をつけて構築している。竃の土層は6～12層になる。

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土12層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第6～12層は竃の土層である。

土層解説

1　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　褐

6　暗　褐

色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　　ロームブロック中量

色　　ローム粒子中量
色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
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7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　暗赤褐色
10　極暗褐色
11暗赤褐色
12　暗　褐　色

粘土粒子多量・焼土粒子微量
粘土粒子多量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ロームブロック微量

焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量



遺物出土状況　土師器片241点（杯12，嚢229），須恵器片31点（杯23，賓7，蓋1）が出土している。ほとん

どの遺物は竃内から出土しており，第141図579・581は火床部から出土している。また，582～584は底部を抜

いて連結し，竃の煙道として使用され，580は右袖際から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀後葉と考えられる。

④

第140図　第24号住居跡実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第141図）

1m

l　一　一t　1－－1

番号種別器種口径器高底径胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置備考

579須恵器坤こ13．6 4．38．4
長石・石英・白

色針状鉱物
黄灰普通

底部回転へラ切り後二方向のヘラ削り，体部

下端手持ちへラ削り，ロ緑部自然粕
火床部

90％硯転用

墨痕　PL45

580土師器璽14．2 16．07．8
雲母・長石・石

英・赤色粒子
灰褐普通

底部ナデ後雑な磨き，休部外面下半へラ磨き，

内面へラナデ
右袖際95％　　PL61

581土師器賓［15．9］18．6［8．8］
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい褐普通

休部外面下半へラ磨き，内面へラナデ，底部

木葉痕
火床部30％
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第141図　第24号住居跡出土遺物実測図
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法 の特徴 出土位 置 備考

582 土師器 嚢 22．7 （29．1）
雲母 ・長石・石

英 ・赤色粒子
橙 普通

体部外雨下半へラ磨き，肩部へラ具痕，内面

へラナデ
竃煙道 70％　　 P L 6 1

58 3 土師器 賓 22．8 （31．3）
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒子
にぷ い橙 普通

体部外面下半へラ磨き，肩部へラ具痕，内面

へラナデ
奄煙道 80％　　 P L 6 1

584 土師器 賓 ［22．0］ （28．0） 雲母・長石・石英 にぷい赤褐 普通 休部外面下半へラ磨き，内面へラナデ 竃煙道 50 ％

58 5 土師器 蛮 ［24．4］ （18．0）
雲母 ・長石 ・石

英・赤色粒子
橙 普通

体部外面下半へラ磨き，肩部へラ具痕，内面

へラナデ
竃内 30 ％

第27号住居跡（第142～144図）

位置　調査I区北西部のBlb8区に位置し，台地の西部に立地している。

第142図　第27・28号住居跡実測図
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重複関係　第22B・22C号住居跡の東部を掘り込み，第22A号住居跡に北部から西部，第28号住居跡に南部を

掘り込まれている。第59号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸2．92m，短軸2．92mはどの方形と推定される。主軸方向はN－180－Wである。壁高は14cmで

あり，各壁ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前方部から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北西壁の中央部に砂質粘土で構築されている。左袖部先端は一部欠失し，天井部は第22A号住居跡によっ

て削平されている。規模は焚口部から煙道部まで85cm，袖部最大幅112cmで，壁外へわずかに掘り込み，袖の

内壁は加熱を受けて赤変している。火床部は10cmほど掘りくぼめており，火熟により赤変している。また，煙

道部は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量　　　　　5　暗赤褐色　ローム粒子多量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，粘土粒子少量　　6　褐　　色　焼土粒子多量，粘土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量　　7　暗　褐　色　焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　8　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

ピット1か所。Plは深さ38cmで，南東壁寄りの中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットである。

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土居解説
1極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片260点（杯42，嚢216，甑2），須恵器片16点（杯13，嚢2，長頸瓶1），石器1点（砥

石）が出土している。第143・144図586・588・589はいずれも覆土下層から出土している。また，587は竃内か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構重複関係から7世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　！
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第143図　第27号住居跡出土遺物実測図（1）
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第144図　第27号住居跡出土遺物実測図（2）

第27号住居跡出土遺物観察表（第143・144図）

10cm

586仁二二±土二三∃

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法．の特徴 出土位置 備考

586 土師器 嚢 ［28．6］ （7．7） － 雲母・長石・石英・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面ナデ，肩部へラ具痕，内面ナデ 覆土下層 10％

587 土師器 甑 －
（軍1．8） 11．5 雲母・長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通．体部外面下半へラ磨き，内面へラナデ 竃内 30％

588 須恵器 ・嚢 － （5．3） － 長石 灰 普通
5本の櫛による直線と波状文を

交互に組み合わせる
覆土下層 P L 65

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

589 砥石 （8．6） 5．1 ・（4．4） （175．6） 凝灰岩 三面使用 覆土上層 孔径0．15

第28号住居跡（第142・145図）

位置　調査I区北西部のBlb8区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第22B号住居跡の東部と第22C・27号住居跡の南部，第68号土坑を掘り込んでいる。第59号土坑と

の新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸2．96m，短軸2．82mの方形で，主軸方向はN－270－Wである。壁高は15～25cmであり，各壁

ともほぼ外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前方部から南壁にかけて踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。両袖部は残存しているが，天井部は崩落しており，第1・2

層がこれに相当する。規模は焚口部から煙道部まで92cm，袖部最大幅90cmで，壁外への掘り込みは30cmであり，

袖の内壁は加熱を受けて赤変している。火床部はほとんど掘りくぼめていないが，火熱による赤変がみられる。

また，煙道部は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

警雷解霊色　粘土粒子少量，。－ム粒子．焼土粒子．炭化粒子　3暗赤褐色　焼土粒子多量，。－ム粒子・粘土粒子少量
微量　　　　　　　　4暗褐色焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

2暗褐色　霊書芸孟多量，ロ‾ム粒子’焼土粒子少量，炭化呂霊　宝　芸蒜掌誓ム霊笠霊宝警荒土粒子微量

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

吉層雷説褐色。＿ムブ。ツク．炭化粁少量，焼土粒子微量　4暗褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量
3　極暗褐色　　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片331点（杯43，棄287，蓋1），須恵器片40点（杯33，嚢7）が出土している。第145図

591は覆土上層から出土しており，590は南東コーナー付近の床面直上から出土した土器片と北東コーナー部の

覆土中から出土した土器片が接合している。また，592は東壁部の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器及び遺構の形態から8世紀後葉と考えられる。
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第145図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表（第145図）

592

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　「　＿　」

番号種別器種口径器高底径 胎土色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

590須恵器杯［14月］4．47．5雲母・長石・石英灰普通
底部回転へラ切り後周縁ナデ，

休部下端手持ちへラ削り
床面

50％　二次焼

成

591須恵器杯［14．0］5．1［8．0］長石・石英・黒色粒子灰自普通底部へラナデ 覆土上層30％

592土師器襲［23．0］（13．9）－
雲母・長石・石英灰普通体部外面へラ具痕，内面ナデ 床面30％

第30号住居跡（第146・147図）

位置　調査I区北西部のBlb5区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第29号住居跡の南部を掘り込み，第31号住居跡に南側を掘り込まれている。また，東側の大部分が

撹乱を受けている。

規模と形状　撹乱や第31号住居跡に掘り込まれているために，一部分のみしか確認できなかった。長軸2．57m，

短軸2．20mほど確認されており，平面形と主軸方向は不明である。壁高は10cmであり，各壁とも外傾して立ち

上がる。

床　ほぼ平坦で，西壁付近から踏み固めらた部分が確認されている。

竃　撹乱をうけているため確認できなかった。

ピット　精査したが確認できなかった。

覆土　2層からなるが，掘り込みが浅いため堆積状況は不明である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片441点（杯32，嚢409），須恵器片47点（杯22，長頸瓶1，聾20，高台付杯1，蓋2，越

1），鉄製品1点（刀子），鉄津1点，砥石1点，軽石1点が出土している。第146・147図595・597～601は覆土

中から出土しており，594は南西部覆土中層，596は中央部付近の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。
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第146図　第30・31号住居跡，第30号住居跡出土遺物実測図
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第147図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表（第146・147図）

0　　　　　　　　　　10cm」

番号種別器種口径器高底径 胎土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備考

594土師器杯［14．3］（4．2）－
雲母・長石・石英・

赤色粒子
にぷい赤褐普通

底部へラ削り，口縁部ナデ，

内面へラ磨き，輪積み痕
覆土中層30％

595須恵器蓋－
（2．5）－雲母・長石・・石英灰黄褐普通天井部回転へラ削り 覆土 20％・

596須恵器蓋［16．4］（2・？）
－
雲母・長石・石英灰普通ロクロナデ 床面 10％

597須恵器施－
（4．7）

－
長石 灰白良好ロクロナデ 覆土 10％

598土師器嚢23二0（25．1）－
雲母・長石・石英にぷい褐普通

口縁部へラナデ，体部外面下

半へラ磨き，内面へラナデ
覆土 30％

・599土師器聾・23．4 （27．0）－
雲母・長石・石英にぶい赤褐普通

体部外面下半へラ磨き，肩

部へラ具痕，内面へラナデ
覆土 40％

601須恵器杯［12．8］4．0 7．2雲母・長石・石英灰黄普通底部回転へラ削り 覆土 間％内面煤付着二次焼成

番号 器種 長さ 幅 厚さ・．重量 材質 畢徴 出土位置 備考

600 刀子 （7．1） 1．2 0．4 （25．6） 鉄茎の一部欠損 覆土

第31号住居跡（第146・148図）

位置　調査I区北東部のBlb6区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第29号住居跡の南東部，第30号住居跡の南部を掘り込んでいる。また，北壁から南壁にかけて大部

分が撹乱を受けている。

規模と形状　長軸4．80m，短軸4．55mの方形で，主軸方向はN－150－Wである。壁高は45cmであり，各壁とも

ほぼ外傾して立ち上がる。

床　撹乱を受けているが，西壁と北東コーナー周辺に残存する。壁溝は周回している。

竃　撹乱をうけているため確認できなかった。

ピット1か所。Plは深さ40cmで，南西コーナー部付近に位置しており，配置から主柱穴と考えられる。他

の主柱穴は大部分が撹乱を受けているため確認できなかった。
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覆土　3層からなるが，撹乱をうけているため堆積状況は不明である。
／

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子微量　　　　3　褐　　色　　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片736点（杯88，嚢648），須恵器片95点（杯55，高台付杯1，長頸瓶2，嚢34，盤1，蓋

2），鉄製品1点（釘），鉄淳2点，砥石1点，軽石2点が出土している。第148図604～606は覆土中から出土

している。また，603・607は北東コーナー部の覆土下層から出土しており，603は逆位の状態で出土している。

602は中央部付近の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。
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第148図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第148図）

r
10cm

「‥　　　；　－　　」

番号種別器種口径器高底径胎土色調焼成手法の特徴出土位置備考

602須恵器杯［14．4］3．2［10．6］雲母・長石・石英にぷい赤褐普通底部下端回転へラ削り床面20％

603須恵器高台付杯－（1．8）［10．6］雲母・長石・石英黄灰普通
底部回転へラ削り後，高台賂り付け覆土下層20％

604須恵器盤［22．6］（1．7）－長石灰普通ロクロナデ 覆土5％

605翠恵器蓋－（1．2）－雲母・長石・石英にぷい黄橙普通天井部回転へラ削り覆土10％

6．06土師器嚢［19．6］（．9・7）－雲母・長石・石英・明赤褐普通肩部へラ具痕，内面へラナデ覆土上層20％

607土師器嚢［25．1］（5．4）－
雲母・長石・石英にぷい橙普通内外面ナデ 覆土下層5％

第36号住居跡（第149・150図）

位置　調査I区北西部のBld7区に位置し，台地の西部に立地している。

重複関係　第34号住居跡の南側，第35号住居跡の東側を掘り込み，さらに，第37号住居跡の南東コーナー部を

掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．70m，短軸2．66mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。壁高は49cmであり，各壁とも

ほぼ外傾して立ち上がる。
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第149図　第36・37号住居跡；実測図
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